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　王が統すべる土地の芝し草そうを食せば可能性の火を得る国




　王に連つらなる者が妖よう魔まを操あやつる力を持つ国




　王に連なる者に癒いやしの力を与あたえる国




　王が統べる土地にある者たち全すべてを守る国




　この世には神しん仙せんの加護を受けた国が四つあるが、何なに故ゆえこの国が一番すぐれているのか？




　答えを見つけた暁あかつきにはその血に星宿を背負う権利を与える
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　遥かな異国からやってきた花嫁に、申し訳なかった。

「公主という話でしたが、何やら貧相な娘むすめのような……」

「よいのではありませんか？　どうせお相手は朔さく耀よう様なのですから」

　自分のせいで彼女は悪く言われるのだ。

（けれど……美しいじゃないですか、ぼくの花嫁は）

　嫡ちやく母ぼにあたる陳ちん皇后に妻を探してやろうと言われた時、心の底からぞっとした。

　惨むごい戯たわむれの一いつ環かんとして妖魔をあてがわれることさえ予想していた。動物ならましな方だ。

　だが十月末日の夕方に到とう着ちやくし、十一月朔さく日じつの明け方に皇こう帝ていに拝はい謁えつを賜たまわった花嫁は、人間であったばかりか麗うるわしかった。

　華か燁よう国こくの一いつ般ぱん的な美人の条件とされる肢し体たいの豊かさはない。

　しかし紅くれない地に金襴の牡ぼ丹たんの帯を締しめ石榴ざくろ石いしの佩はい玉ぎよくを下げた細ほそ腰ごしに、銀ぎん朱しゆの長ちよう裙くんがまとわりついて床ゆかに広がるさまは、十歳の朔耀が目を瞠みはるほど美しかった。

　高こう髻けいに結ゆった頭から綾あや絹ぎぬを被かぶっていた。滑なめらかな白磁の肌はだに牡丹紅に塗ぬられた唇くちびる、白い耳には珠しゆ翠すいの耳みみ飾かざり、髪かみから下がるいくつもの金玉の歩ほ揺ようが歩く度たびに揺ゆれ、微かすかな音を立てている。鴛えん鴦おうと梅の文様が刺し繡しゆうされた檸檬レモン黄ぎの上じよう襦じゆ、爽さわやかな果か緑りよく色の半はん臂ぴ、紅の襖うわぎの上に重ねられた霞かすみの披ひ帛はくは長く、彼女が宮城の女性とは全く違ちがった歩き方で絨じゆう毯たんを踏ふみしめる度にひらりと舞まい尾おを引いた。彼女一人だけまるで別の世界にいるように雰ふん囲い気きが違っている。

　ただ異国の情じよう緒ちよはない。華燁国の風習に合わせたのだろう。

　彼女は己おのが国の利益のために売られてきたようなものなのだから。

（……仲良くなれるかな）

　年ねん齢れいも背せ丈たけも上の女性だ。けれど朔耀の心に不満は一いつ切さいなかった。

　遠い異国の地からやってきた彼女であれば、まだなんのしがらみもない。

　彼女は朔耀にとって、宮城で唯ゆい一いつの味方となってくれるかもしれない。

（あ、顔を上げた……）

　父である皇帝への叩こう頭とうを終えた彼女の顔に長旅の疲つかれは薄うすく、その瞳ひとみは磨みがき抜ぬかれた翠すい玉ぎよくのように艶なまめかしく、彼女の翡ひ翠すいという名にふさわしかった。
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「逃にげたい……」

　ここは神仙に守られた国、華燁国。

　数千年前、華燁国の最初の皇帝となる男、天てん宗そうが生まれたらしい。

　この男は神仙と出会ったのだという。そして試練を課された。

　なんとか試練を乗り越こえて、褒ほう美びとして男は神仙の加護を華燁国にもたらした。

　それ以来、天宗の血を継つぐ皇帝を戴いただく華燁国にはほとんど危険な妖魔が出ない。

　羨うらやましい話である。どうしてその男が生まれた国は、わたしの故国、緑りよく閃せん華か国こくではなかったのだろう？

　──とまあ、そんな国に嫁いできてしまったわたしなんだけれども、一応公主という触ふれ込みだ。だけどこれは、看板にいくらか偽いつわりがある。だからバレて大おお事ごとになる前に、逃げたい。

　毎日少しずつ、逃げ出すための準備を進めている。

「翡翠様、朔耀様がいらっしゃいました」

「うわっ、はい！　どうぞ！」

　逃とう亡ぼう物資を机の下に押し込んでから女官に返事をする。見つかったら取り上げられるだろう。

「翡翠！　……ご機き嫌げんいかがですか？」

　少年が元気いっぱいに部屋に飛び込んできた。わたしの夫という触れ込みの朔耀様である。

　神しん朔耀。紅顔の美少年だ。十歳である。どことなく品のある顔つきをしている。

　翠すい緑りよくに染めた絹の深衣に錦にしきの帯を巻いていた。わたしの瞳の色と揃そろえてくれているらしい。

　漆うるしのように光こう沢たくのある黒くろ髪かみを頭の両側に軽く結い上げ、象ぞう牙げの笄こうがいを挿さしていた。

　金の瞳はわたしがこれまで山さん川せんで見つけたどんな琥こ珀はくより美しく輝かがやいている。

「ひ、翡翠？　どうしたの？」

「あっ、ごめんね」

　わたしを無む邪じや気きに見上げる瞳に虹にじ色いろの光こう彩さいが見える気がしてつい覗のぞき込んでしまった。

　綿のたっぷり入った錦の襖を羽織っているのに、寒さのせいか真っ赤になった頰ほおを撫なでまわしたい衝しよう動どうに駆かられるけれど、女官に怒おこられそうなのでぐっと堪こらえる。

　彼は第三皇子だ。かなり上位に思える。でも玉座に就つくことは絶対にありえない。

　何故なら皇后に憎にくまれているからだ。正確には、朔耀様の今は亡なきお母様が憎まれていたという。なんでも皇帝が朔耀様のお母様を寵ちよう愛あいしていたのだそうだ。

　上の二人は朔耀様を憎む陳皇后の子どもだ。陳皇后は必ずや自分の子を皇位に就けようとしているし、難しいことではない。宮中におけるもっぱらの噂うわさ話ばなしの種である。

「本当は勉強なんて放ほうり出して、すぐにでも翡翠に会いに来たかったんだよ。どうして勉強をしないと翡翠の夫として恥はずかしいと言われてしまうんだろう？」

　不満そうに唇を尖らせる朔耀様に、わたしは母様のように言い聞かせてやらなければならないという使命感を覚えた。

「たぶん……それは朔耀様がここで生きていくために必要な知識なんでしょう。理由はいつか理解できます。まずは足を掬すくわれないように、身につけましょう」

　先達が必要だと言うのであれば、ここで生きるためには、湯に溶といた香こう油ゆの香かおりや、人の手を借りないと着られない豪ごう奢しやな襦じゆ裙くんは必要なものなのだろうとわたしも解かい釈しやくしている。

　山を行く時、人の匂においを消すために妖魔の脂あぶらを塗り、保護色の外がい套とうを着るようなものだろう。

　わけがわからなくても、教えてあげるから、やってくれないと案内人としては困る。

　──わたしは、隣りん国ごくの緑閃華国という国の山奥で暮らしていた。

　今わたしがいる華燁国と緑閃華国の間にある山で、お金をもらってこっそり国境門を通らずに二、三人の道案内をする仕事で生計を立てていた。見つかったらお上に怒られるような仕事ではあったけれど、少人数で国境を抜けると十中八九は山さん賊ぞくに襲おそわれるような治安の悪さなので、やむにやまれずといった形でわたしの案内を求める人がお客だった。

　道中の山道は、山賊と遭そう遇ぐうする方がましだった、と思うような妖魔もうじゃうじゃ生息している。けれど、色々と対策をすれば妖魔の方が山賊よりはわたしにとっては御ぎよしやすい。

「うん……今はよくわからないけれど、翡翠がそう言うのなら頑がん張ばるよ」

　聞き分けのいい素す直なおで可愛かわいらしい皇おう子じである朔耀様に、どうして言えよう？

　わたしは本来皇子と結けつ婚こんする資格なんてない、ただの名前だけの公主で、田舎いなか娘だ。

　緑閃華国が田舎娘に公主という綺き羅らの名を被かぶせて嫁がせたのには理由がある。

　都市部で妖よう魔ま害による飢き饉きんが起きているらしい。

　なので、緑閃華国は豊かな華燁国に支し援えんを求めたのだそうだ。引き換かえに公主を一人差し出すという条件で。……で、差し出されたのがわたしである。

　ただし、わたしの公主という看板が完全に間ま違ちがっているわけでもないらしい。

　どういう経緯いきさつか母様は緑閃華国の王と恋こい人びとになってしまって、わたしが生まれたようだ。

　父である王は母様を側室にしようとしたらしいが、母様は嫌いやがり逃げたのだそう。

　どうして母様が嫌がったのか、本当の理由はもう永遠にわからない。

　母様はわたしが八歳の時に妖魔に襲われ亡くなったからだ。

　そもそも緑閃華国の王が本当に父なのかすらもわからない。

　というか、わたしは王に会っていない。自じ称しよう父親の使いの人がやってきて、あなたは緑閃華国王の娘、つまり公主なのだから、国の危機を救うために身を賭とすべきである、といきなり言ってわたしを山から連れ出したのだ。

「今日は翡翠とたくさんお話しできるかな？　でも翡翠、出かけるの？　服を着き替がえているね」

　目め敏ざとい朔耀様はわたしが外出用の襦裙を身に纏まとっているのをすぐに見み抜ぬいた。

「一いつ緒しよに行きますか？　朔耀様」

「わっ、いいの？」

「はい、神しん仙せん廟びようを詣もうでようと思っていただけなので、その後は自由です。特に何もやることもないので」

「……ごめんね、翡翠。婚こん儀ぎの日取りが延期されているのは、ぼくのせいだ」

　確かに、わたしが二ヶ月も放置されているのは朔耀様への嫌がらせではあるのだろう。

　それを朔耀様が自覚してしまっているのが心苦しかった。

「朔耀様が悪いわけではありませんよ」

「相手がぼくでなければ、翡翠はこんな風に扱あつかわれはしなかったはずだもの」

「皇后様が朔耀様に嫌がらせをするのは、皇后様の気持ちの問題で、朔耀様は関係ない」

　朔耀様は金の瞳を丸々と大きく瞠みはった。そして、慌あわてて周囲を見回した。

「翡翠……皇后陛下をそんな風に言ってはいけないよ。聞かれたら大変だよ。でもありがとう。そんなことを言ってくれる人は他ほかにはいないよ。翡翠は皇后陛下が怖こわくないの？」

　わたしは早晩この国から逃げ出すつもりだから、怖がる必要がないだけだ。

「ええと、朔耀様、道案内をしていただけませんか？　もしよければ」

「いいよ！　ぼくがどこでも案内してあげる！」

　暗かった朔耀様の顔がぱっと華はなやぎ、心が和なごんだ。朔耀様はたぶん、ここから逃げられるのだと知らないだけだ。知ればきっと怖いものなどなくなるだろう。

「それじゃ帷い帽ぼうをちゃんと被かぶってね。翡翠の顔を見るのは夫になるぼくだけの権利だもの」

　わたしが帷帽から垂れる長い紗しやで顔を覆おおうと朔耀様は満足気な笑えみを浮うかべた。

　その笑みに胸が痛んだ。逃げるのがわたし一人なら、どうにでもなる。

　何しろわたしが捜さがされるとしたら、緑閃華国の公主としてだ。

　けれど、そもそもわたしは山育ちの庶しよ民みんである。

　付け焼き刃ばの公主の仮面を被っているが、こんな鍍金めつきは引っかけばすぐに剝はがれてしまう。

　嫋しなやかな公主を捜す追っ手には絶対に捕つかまらないと自信を持って言える。でも──。

「異国の客人としてここにいる間は難しいけれど、春になったら城市に牡ぼ丹たんを見に行こう。とても美しい牡丹を咲さかせる寺社がいくつもあるんだ」

　この育ちのいい無邪気で気品のある皇子様が、どうやったら世間に紛まぎれ込めるだろう。

　いくらか想像してみたけれど、市し井せいに紛れる朔耀様の姿が思い浮かばない。

　そもそも、朔耀様は少なくとも飢うえて死ぬことのない安全な箱庭から逃げ出したいだなんて夢にも思っていないかもしれない。

　口にできない言葉を飲み込んで、朔耀様と翠すい星せい宮きゆうを出た。嘉か猷ゆう門もんを抜ぬけて後宮を抜ける。

　内ない侍じ省所属の道士の衛え士じが門の内外に立っていて出入りの人間を監かん視ししている。

　わたしは皇こう帝ていの妃ひ嬪ひんではないので出入りできた。

　門を通り、すぐ左手の壁かべに沿って、ひっそりと佇たたずむ古い廟があった。

「あの廟に立ち寄りたいです、朔耀様」

　柱は木のまま、壁は純白。屋根に石のままの色をした瓦かわらが葺ふかれている。

　扁へん額がくには『神仙廟』とだけ書かれ、神しん仙せんを讃たたえる対つい句くが詠よまれた五色の対たい聯れんがあちこちにかかっている。青、赤、黄、白、黒は神仙が纏う衣ころもの色だ。安全な場所でしか着られない目立つ色だ。

　天高くに存在するという仙せん人にんの国は、よほど平和なところなのだろう。

　朔耀様を外に置いて、廟を詣でるふりで中に入る。ひと気はない。

　供え物をする紫し檀たんの台を通り過ぎ、廟に祀まつられた神仙像の裏に持っていた包つつみを隠かくした。

　脱だつ出しゆつした後の着替えや路銀を入れた包みだ。長居はせず、すぐに外へ出た。

　朔耀様はわたしを見て目を丸くしていた。終えるのが早すぎたのかもしれない。

　それ以降は、朔耀様が案内してくれるままに外朝を見て回った。

　有力な貴族の貴公子たちや、科挙を受けて全国から集まった秀しゆう才さいたちが集つどう官庁街だ。

　衛士は困ったように笑いながら、朔耀様が頼たのめば坊ぼうの扉とびらを開け放ってくれた。

「朔耀様は顔が広いのですね」

「ぼくも皇子だからね。顔を知らない者はいないよ」

「なるほど……そうなのですね」

「翡翠の国では皇子は臣に顔が知られていないの？」

　王子や臣のことなんて知るはずもない。けれど理由を朔耀様に言うわけにもいかない。

　わたしは蔑ろにされていた公主まがい。あなたはそんなものをあてがわれたのだ、なんて。

　ただ、この無む垢くな少年に噓うそは吐つきたくない。

「ええと、少なくとも、わたしは拝見したことはありませんね」

「そうなんだ！　兄弟の顔も？　……ええと、その、変わってるね」

　朔耀様はわたしの言葉を信じてくれたばかりか、気を遣つかって言葉を選んでくれた。

　──優やさしい少年だ。こんな少年に寄せられる、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいがとても重い。

「ああよかった！　ちゃんと枇び杷わの花が咲いている。翡翠、こっちへ来て！」

「はい……朔耀様、寒そうですね」

　銀糸で玉が、金糸で孔く雀じやくが刺し繡しゆうされた金きん襴らん緞どん子すの披帛を朔耀様の肩かたにかける。

　朔耀様は突つき返そうとしていたけれど、わたしが本当に寒くなさそうなのを見て大人しく羽織ってくれた。

　華燁国の北にある山奥で冬ふゆ越ごしするのが普ふ通つうだったから、寒さには慣れている。

　遠目に立ち働く青年が湯気の立つ湯を飲んでいた。小刻みに震ふるえている朔耀様のためにもらいに行くと、蒸籠せいろで作っていた軽食までもらってしまった。

「朔耀様、お茶をいただいてきました。ついでにできたての蒸まん餅じゆうももらったので、それも」

「美味おいしそうだね……だけど、ぼくも食べていいのかな？」

「いけないんですか？」

　わたしはさっそく口をつけてしまった。

　口の中いっぱいに熱い肉にく汁じゆうが広がる。羊肉だ。軽く茹ゆでた歯ごたえのある肉とたっぷりの濃のう厚こうな脂あぶら。胡ご麻ま油あぶらで炒いためられた生しよう姜がや葱ねぎのお腹なかのすく味の中に、橘きつ皮ひの爽さわやかな香かおりを感じる。松の実の香こうばしさ、みじん切りにされているのに歯ごたえが残っていて肉の食感に飽あきない。

　更さらに湯を飲むと、身体からだが芯しんからぽかぽかと温まった。

「毒見をしてもらわないと食べてはいけないと……でも、翡翠も飲んでいるから、ぼくも」

　朔耀様の玉ぎよく杯はいを口に運んで一口飲むと、「あっ」と声をあげられた。

「翡翠に毒見をさせるつもりなんてなかったのに！」

「大だい丈じよう夫ぶそうですよ、朔耀様」

　わたしは身体が丈夫なので、朔耀様にとって絶対に安全とは言いきれないけれど。

　じっと玉杯を見つめていた朔耀様はやがて意を決した様子で茶を飲んで、真っ赤になった。

「あ……熱かっただけだからね！」

「そんなに熱いでしょうか？　あと、そこからはわたしが飲んだので紅がついてしまっていますし、他のところから飲んだ方が──」

「そ、そんなのわかってるよ！」

　朔耀様が首筋まで赤くしたのを見て思わず吹ふき出すと、猛もう抗こう議ぎされた。

「こんなに熱いものを飲むのは初めてなんだから！　少し慎しん重ちようになっただけだよ！　もう、翡翠ってば、笑わないでよ！」

　誤ご魔ま化かそうとする朔耀様の可愛かわいらしさを楽しんでいられたのは束つかの間だけだった。

　すぐに少しも面おも白しろくない事実に気づいた。

　熱いものを食べたことがないのは、毒見されるうちに冷めるからだろう。

　毒を飲まされる心配をしなくてはならないなんて、やはり宮きゆう殿でんという場所はおかしい。

　だから母様だって山奥に隠れたのだろう。こんな場所は早々に後にするべきだ。

　明日あしたから元げん宵しよう節せつが始まる。わたしの国でも、華燁国でもお祭り騒さわぎが三日三晩も続く。

　夜行の禁が解かれ、坊城の全すべての扉が開け放たれ、宮女さえ宮殿から出られる。

　わたしもその騒ぎに乗じて宮殿を逃にげ出す。そして二度と戻もどらない。

「あの、翡翠。聞きたいことがあるんだけど──いや、なんでもない」

「朔耀様？」

「本当になんでもないの」

　朔耀様がそう言うのであれば聞かないでおく。

　どうせ、明日には今生のお別れをすることになるのだから。





[image: くぎり]






「ん……元宵団子、美味しい」

　米こめ粉こを油と水で練った白い生き地じ。茹でたてはぷるぷるでもちもちだ。砕くだけた乾かん燥そう果実の混ざる甘く舌した触ざわりのいい胡ご麻ま餡あんがみっちりと詰つめられ、一口かじると溢あふれてくる。慌あわてて零こぼれかけた餡を掬すくうようにして口をつけて頰ほお張ばった。

　今日は朝から後宮の誰だれもが浮かれている。元宵団子も作られて、お願いするといくらでも追加を持ってきてもらえる。お腹に溜たまりそうなので、いくつか包んで先の旅路に持っていこう。

「……はー、たくさん食べた。そろそろ行こうっと」

　指を舐なめて椅い子すから立ち上がった。ゆるゆると陽ひが沈しずんでいく。

　暗くなり始めると、よくわかる。翠星宮の高こう楼ろうから城市の軒のき先さきに連ねられた提ちよう燈ちん飾かざりを臨のぞむことができた。ぽつぽつと火が灯ともされ出している。

　また、本格的に陽が壁の後ろに落ちていくのを見計らうように音楽が奏かなでられる。

　わたしは待った。お祭り気分がみんなの頭の芯まで染しみ渡わたるのを。

　全てが夜闇やみに覆われて数刻、わたしはようやく動き出し翠星宮を出た。

　燈とう樹じゆを観みている場合ではないのだけれど、少しだけ慶けい運うん門もんの外に見えた。

　金細工で造られた木には、無数の燈籠や枝葉の代わりに玉を銜くわえた銀の鳳ほう凰おうが飾られていた。

　お祭り騒ぎを振ふり切り廟へ急いだ。恐おそらく廟は無人だった。真っ暗だ。

　燈籠を暗くら闇やみに掲かかげて目当ての荷を捜す。神仙像までやってくると、後ろに置いておいた包みを引っ張りだし、妙みような手て応ごたえに首を傾かしげながら中を確かく認にんし──驚きよう愕がくした。

「え？　なんで！」

　逆さにひっくり返した包みから出てくるのは、首をもがれた枇杷の白い花だけ。

「──どうして荷物が消えてなくなっているのか、気になるの？」

「朔耀様!?　なんでここに……？」

　気づくと朔耀様が廟の入り口に立っている。

　朔耀様は、手に持つ燈籠だけが理由ではない陰かげに顔を暗くしながら言う。

「くだらない用事だよ。翡翠が昨日ここへ来た時、荷物を忘れていったようだったから、ぼくが拾って持っていってあげようと思ったんだ。供え物かもしれないとも思ったけれど、大事そうに抱だいていたものが出てきた時にはなかったから、もしかしたらと思って」

　朔耀様の目め敏ざとさには薄うす々うす気づいてはいたけれど、目まの当たりにすると舌を巻く。

「こんなもの、何に使うの？　──まるで、町人に変装するための道具みたい」

「……そう、町人に紛まぎれて、元宵節を楽しむために用意しました」

「翡翠の噓うそ吐つき！　ぼくに噓を吐かないで！　ぼくには噓吐きがわかるんだから！」

「朔耀様、わたしは──」

「行かないで、翡翠」

　朔耀様は有う無むを言わせない口調で懇こん願がんした。

　これまでに見てきた可愛らしい朔耀様と同じ方なのかと驚おどろくほどに鋭するどい目をしている。

「朔耀様、お願いします、逃がしてください。……わたしは本当は、公主なんかじゃありません。つい最近まで片かた田舎いなかの山奥で暮らしていただけの、ただの庶しよ民みんなんです！」

　朔耀様は性しよう根ねのいい子だからきっとわたしを憐あわれんでくれるだろう。

　嫌きらわれるのを覚かく悟ごで庶民でしかないという正体も口にした。

　優しい彼に邪じや険けんにされるのは堪こたえるけれど仕方がない。

　朔耀様はよくも騙だましたな、さっさと出ていけと怒おこりはしても、引き留めはしないだろう。

　──つらつらと考えたわたしの目もく論ろ見みは外れた。

「そう、だから翡翠は兄弟の顔を見たことがないんだね。噓みたいな話なのに翡翠は噓を吐いていないから、少し驚いたんだ」

　朔耀様はわたしの話を聞いているのかいないのか、淡たん々たんと言った。

「人を呼ぶ。追っ手も放つよ。どうせ逃げられないから、諦あきらめて」

「朔耀様！　やめてください！」

「あなたはぼくのものだよ、翡翠」

　静かな声こわ音ねだというのに、ふつふつと煮にえたぎる湯のような熱さを感じた。

　団子を包んだ風ふ呂ろ敷しきを握にぎる手に冷や汗あせが伝う。ここで逃とう亡ぼうに失敗したら、確実に警備が厳重になる。今強きよう行こう突とつ破ぱするしかない。けれど朔耀様に乱暴はしたくない。

　まるで幼い頃ころの母様に甘えるわたしみたいに、彼はわたしを信じている。

「ぼくと夫ふう婦ふになるんだ。絶対に大切にする。絶対に幸せにする。ぼくは頑がん張ばるよ。どんなことでもするよ。あなたの他ほかに妃きさきは持たない。姫き妾しようも持たない。仕事より、何よりあなたを大事にすると約束する、だから──っ！」

　その時、ぱたりと音がした。朔耀様の背後からだ。外にいた誰かが廟びようの扉とびらを閉めた。

「なんだろう？　いや、今はそんなのどうでもいい。それより翡翠──」

「いいえ、どうでもよくないです朔耀様！　……油の臭においがします！」

「油？　団子を揚あげているのかな……あっ、駄だ目めだよ翡翠、行かないで！」

　きょとんとした顔をする朔耀様の隙すきを突ついて扉に手をかけたけれど、開かない。

「扉が動かない……！　施せ錠じようされた！」

「え？　どうして──」

「朔耀様、こちらへ！」

　問答している暇ひまはない気がする。嫌いやな予感に背筋が震ふるえた。走って裏口を探す。

　裏口は、ちょうど蝶ちよう番つがいが音を立てて軋きしんでいるところだった。

　そしてわたしの前でぴたりと扉が閉とざされる。それどころか、釘くぎを打つ音さえ聞こえてきた。

「板を打ち付けてる！　そこまでする!?　どうして！」

「翡翠……？　何が起きてるの？」

　先ほどまでわたしを脅おどしていたのとは打って変わって、朔耀様は不安げな表情を浮うかべた。

　わたしたちは木造の廟に閉じ込められた。外からは、大量の油の、胸の悪くなるような臭いが漂ただよっている。どうして伝えられるだろう？　これはわたしを狙ねらったものではない気がする。

「なんでもありませんが早くここから出た方が──」

「噓うそだ！」

「ええ噓ですよ！　なんでもなくはありません！　ですがここにいるのがよくない、というのは本当ですよ？　早急にここを出ましょう」

「……翡翠、さっき、油の臭いがすると言ったね？」

　自分の迂う闊かつな発言を呪のろいながら、鋭い洞どう察さつ力を持つ朔耀様の小さな手を無言で摑つかんだ。

「誰かが何かを燃やそうとしていて……ぼくたちは、ここから出られないんだね」

「すぐに出られます」

「うん、そうだね。ああ……火がつけられたみたい」

　朔耀様は恐らくわたしの噓に気づきながらも淡々と言った。

　子どもだというのにあまりにも動どう揺ようしないので、気味の悪さすら感じてその顔を見下ろした。
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　朔耀様の金色の瞳ひとみには涙なみだが浮かんでいた。唇くちびるを、真っ赤になるほど嚙かみしめている。

　……混乱しそうなのを、凄すさまじい精神力で抑おさえ込んでいるだけなのだ、この少年は。

「巻き込んでごめんね、翡翠」

「いえ、朔耀様が悪いわけでは──」

「ぼくを置いていこうとするから、罰ばちが当たったんだ」

　わたしを涙目で睨にらんで朔耀様は毒を吐はいた。

　強きよう烈れつな毒気にくらりとしたけれど、腹は立たなかった。ただ朔耀様をすごいと思った。

　こんな状じよう況きようで泣き叫さけばないなんて、すごい。その上に毒まで吐けるなんて、とんでもない。

　子どものわたしは、ただ震えながら声を殺して泣くことしかできなかった。

　思わず抱きしめると、朔耀様は可愛かわいらしい悲鳴をあげた。

「な、なんなの翡翠!?　こんな時に！」

「こんな状況でその憎にくまれ口が叩たたけるなんて、朔耀様はすごいね。大したものだよ」

「……翡翠？　いつもと言こと葉ば遣づかいが違ちがう」

「わたしは育ちが悪いから、これが本当なの。あなたみたいな子は大好き」

「っ、さっきから、どうしてこんな時にそんなことを言うの!?」

「だってそう思っちゃったんだよ」

　──どうやら、入り口と裏口、どちらからも火がつけられたらしい。

　表からも裏からも火が木を舐なめるように天てん井じようを這はいながら襲おそってくる。

「ねえっ、翡翠！　あそこはどう？　あの上にある明かり取りの窓！」

「明かり取りの窓か。……そうだね。あれなら出られそう」

　朔耀様が指差したのは、神しん仙せん廟びようの祀まつられた部屋の壁かべに嵌はまる、小さな円い窓だった。

　確かにあそこから出られそうだ──小さくて線の細い朔耀様なら。

　まず神仙像を無理やり肩かたで押して、壁に倒たおした。衝しよう撃げきで壁が壊こわれてくれればよかったのだけれど、そう都合よくはいかない。階段状になった像を踏ふみつけるのを躊躇ためらう朔耀様を腕うでに抱かかえて上っていく。わたしが肩かた車ぐるまで背を嵩かさ増しすると、ちょうど朔耀様は窓まど枠わくに手をかけられた。

「翡翠！　通れそう！」

　下から足を押しあげてやると、どうにか朔耀様は廟の外に脱だつ出しゆつできた。

「次は翡翠の番！」

「わたしじゃこの窓は通れない。肩も通らないしね。わたしは別の出口を探すよ」

「翡翠!?　他の出口なんてないよ！　どこも全部火がつけられてる！」

「探せばあるよ、大だい丈じよう夫ぶ。わたしは抜ぬけ道を探すのが得意だから……さっさと行って、朔耀様」

「翡翠を置いて逃にげられない！」

「わたし一人ならどうにでもなるから、お願いだから行って。そうしてくれないと、朔耀様が心配でわたしはここから動けないよ」

　しばらく無言で見つめあった。

　わたしが燃える火の中で本当に動かないのを見て、賢かしこい朔耀様は顔を歪ゆがめた。

　その美しい月のような瞳からぽろぽろと真しん珠じゆの涙が零こぼれ落ちる。

　許せない、と思った。朔耀様に、こんなにも可愛い子にこんな顔をさせる彼の継まま母ははを。

　わたしは陳皇后を、決して許すことはできないだろう。

「……翡翠。ここから出たら、華か燭しよくの典てんを執とり行おうね。誰だれに邪じや魔まをされても絶対に。今度は誰にも延期なんてさせないから。ぼくと一いつ緒しよになると約束して！」

「そうだね、約束だよ、朔耀様。忘れないでね」

「ぼくは翡翠とは違って噓は吐かない！」

　激しい口調で言うと、朔耀様は姿を消した。続いて瓦かわらの上を転がるような音が聞こえた。

　これで優やさしい朔耀様がわたしを助けるために窓から戻もどってくることはないだろう。

「けほっ、げほっ」

　煙けむりに咽むせて姿勢を低くしつつ、辺りを見み渡わたした。

　火は目に痛いくらい明るいのに、煙がもうもうと立ちこめるせいで視界が悪い。

「でも、風の流れが、ある？」

　倒した神仙像の足あし下もとに這いつくばってみると、下から涼すずしい風を感じた。

　まさかと思って埃ほこりを払はらうと、戸板が外れるようになっていて、下に続く入り口があった。

「抜け道？　……出口はなくて、火に追い詰つめられるだけかもしれないけど」

　とはいえ後は火を突っ切るなんて選せん択たく肢しくらいしか残されていない。

　戸板を外した先はぼんやりと明るい。火が回っているというには明るさの質が違う。

　煤すすで汚よごれた靴くつで歩くのが申し訳なくなるような、白い壁に沿って白銀の階段を下りていく。

「なんだか、眩まぶしい……？」

　地下の空気は妙みように澄すんでいる。

　最さい奥おうの部屋には四神が描えがかれていた。部屋の真ん中に、燈とう籠ろうが天井から吊つり下げられている。

　それは青、赤、黄、白、黒の五ご彩さいの鮮あざやかな光を灯ともす巨きよ大だいな燈籠だった。

「綺き麗れい……」

　思わず火を見るために近寄ると、燈籠に下げられた謎なぞかけに気づいた。灯とう謎べいだ。

「なんでこんなところに灯謎が……解いたら何かもらえるの？」

　出口らしきものは見当たらない。ここは行き止まりだった。

　城市の辻に吊つるされる元げん宵しよう節せつの灯謎は、謎に正解すれば褒ほう賞しようが与あたえられるけれど……。





　王が統すべる土地の芝し草そうを食せば可能性の火を得る国

　王に連つらなる者が妖よう魔まを操あやつる力を持つ国

　王に連なる者に癒いやしの力を与あたえる国

　王が統べる土地にある者たち全すべてを守る国

　この世には神しん仙せんの加護を受けた国が四つあるが、何なに故ゆえこの国が一番すぐれているのか？

　答えを見つけた暁あかつきにはその血に星宿を背負う権利を与える






　達筆すぎて読みにくい。けれど褒賞が脱出路ではないのはわかる。

「星宿ってなんだろ……って、うわ、まずい、引き返さなきゃ！」

　そんな暇ひまはないのに、気づくと全文を読んでしまった。五彩の炎ほのおの灯る燈籠に現実感がないせいだろうか。頭を振ふってこの道からの脱出を諦あきらめ、階段を駆かけ上のぼった。

　そこで信じられない光景を目にした。




「……へ？」

　火はない。完全に消し止められていた。──いや、そんな段階を通り越こしている。

　いきなり壮そう麗れいな音楽が耳に飛び込んできた。馥ふく郁いくたる沈じん香こうの香かおりが漂っている。

　天井が高く広々とした廟びようは無数の燈とう樹じゆに輝かがやき、百官が整然と立ち並んでいる。

　清潔な朝衣に身を包んだ彼らの後ろで、煤まみれで突つっ立っているわたしは滑こつ稽けいだった。

　柱には皇こう帝てい陛下即そく位い十周年を祝う対たい聯れんがかけられている。

　皇帝になってから十年？　朔耀様の父親の在位はそんなにも短かっただろうか？

　そもそも、遠く最前の壇だん上じように神仙廟と共に立つ皇帝と思われる姿をした人は青年に見える。

　朔耀様の父親ではないように見える……？

「──煙くさいな？　なんだ、この小こ娘むすめは」

　次し第だいに周囲の人たちが、わたしの存在に気づき始めた。

　彼らは異様なものを見る目をしていた。わたしも場ば違ちがいなのは理解していた。

　鼻の奥には木と油の燃える臭においが残っている。それなのに何な故ぜか、わたしはこの廟びよう堂どうの外に立っているだろう衛え士じたちの見張りをすり抜け、皇帝の即位十周年を祝う荘そう厳ごんな儀ぎ式しきを、百官の最さい後こう尾びで呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　意味がわからない……怖こわい、今すぐ逃げてしまいたい。

「衛士、一体何をしていた？　お前たちの仕事はなんだ？」

「も、申し訳ございません。お前、どこから入ったんだ!?」

　青い官服を来た男に乱暴に腕を引かれ、困こん惑わくする衛士に引き渡わたされる。

　わたしはなすすべなく連れて行かれようとしていた。けれど、それを留とどめる声が聞こえた。

「待て！　──翡翠、なのか？」

「朔耀様？」

　聞き覚えのある声だった。でも、聞きなじみのない低い響ひびきを帯びていた。

　わたしの応こたえが廟堂に響く。最奥に立つ青年は金色の目を見開いていた。

　一ひと際きわ高い階きざはしの上からゆっくりと下りてくる。その手に持っていた笏しやくを階段から下りきる前に落としたけれど、彼は落としたことにすら気づいていないようだった。

　わたしの腕を摑つかんでいた衛士がそっとわたしを放し、退ひいていく。

「……朔耀様、なの？」

　前後に十二本の玉の紐ひもを垂らす冠かんむり、金銀の龍りゆうが躍おどる豪ごう奢しやな刺し繡しゆうのされた黒地の上うわ衣ぎ、紅地の蔽へい膝しつに大帯、革かく帯たいを締しめ、長く襞ひだのある裙くん子ずの裾すそを引きながら錦にしきの絨じゆう毯たんを歩いてくる。

　濡ぬれたように艶つややかな黒くろ髪かみ、黒い睫まつ毛げに縁ふち取どられた星の輝きを映す双そう眸ぼうはわたしの姿を認めてますます瞠みはられる。顰ひそめられた柳りゆう眉び、わななく唇くちびる、整った鼻び梁りよう、素す晴ばらしく白い肌はだ。

　白はく皙せきの美び貌ぼう、神仙のような美しさを持つ人がわたしを見ている。

　自分が煤にまみれているというだけで、恥はずかしさで消え入りたいと思うのは初めてだった。

　逃げようとすぐ腹が決まった。背を向けて走り出し、耳を塞ふさいで何も聞かなければいい。

　けれど、地を蹴けりかけたわたしの足を、彼はその一声で止めた。

「行くな」

　玲れい瓏ろうな響きに石のように硬こう直ちよくし、動けなくなったわたしの許もとに彼が辿たどりついてしまった。

　近くで見るとますます神仙の奇き跡せきとしか思えない美を持つ青年だった。山の頂上から見える星の輝きだけを集めて作られたかのように輝かしく、目映まばゆくて正視に堪たえない。

　年ねん齢れいは十六歳のわたしより明らかに上だろう。目が痛い気がして顔を逸そらすと、傷一つない手が伸のびて、わたしの顎あごを捉とらえて仰あお向むかせた。

「神しん仙せんが、余の十年にわたる忠節に褒ほう美びを賜たまわった」

「きゃあっ!?」

　美しい青年がわたしの身体からだを抱だきしめる。思わず悲鳴をあげてしまった。

　わたしは煤まみれだし、それ以前に何もかもがふさわしくない。恐きよう怖ふすら覚え、逃にげ出したかった。けれど、もがこうとした時、聞こえた言葉に気が変わった。

「翡翠が生きて戻ってきてくれて、よかった……！」

　涙なみだの混じる掠かすれた声は、わたしの知る幼い朔耀様のそれだった。

　けれど聞き慣れない低い響きに混乱した。

　本来わたしなんかが触ふれてはいけない、麗うるわしい眉び目もく秀しゆう麗れいな宝玉のような青年のはずだった。

　同時に、ここにいるのは確かにわたしが約束を交かわした朔耀様だった。

「どうして……なんで朔耀様がわたしより大きいの……!?」

「っ、そなたが……っ！　十年も、帰って来なかったからだッ！」

　一体いつの間に、そんな時間が経たってしまったのだろう？

　もしかして、わたしは眠ねむっていたの？

　火事に遭あった後、助けられて、昏こん睡すいしたまま長い時を過ごしていたのだろうか？

　それにしては、記き憶おくの断絶を感じない。わたしは火にまかれ、地下室に迷い込み、階段を上ったら、ここに出てきた……どこからか、夢でも見ていたのだろうか。

　目覚めたわたしがどうしてここにいるのか、ここがどこなのかもわからない。

　けれど、寝ねたままふらふらと出歩いてしまうという病やまいもあると聞く。

　昏睡状態から覚かく醒せいしたわたしに、朔耀様は喜んでくれているのかもしれない。

　わたしが母様のようにふるまったから、朔耀様は母様を慕したう幼いわたしのように懐なついてくれた。そんなわたしの目が覚めたのだ。今の朔耀様はわたしになんと言ってほしいだろう？

　朔耀様の望みは恐おそらく完全に理解できた。

　それは、かつて妖よう魔まに母様を襲おそわれて失った、わたしの望みだ。

　できることなら、わたしも母様に帰って来てほしかった。

「──ただいま、朔耀様」

　この美しいものに触れていいのだろうか？

　迷いながら、恐ろしい気さえしながらも、朔耀様の身体に腕うでを回して背を抱だいた。

　広くなりすぎて腕が回りきらない朔耀様の身体に怯ひるみつつ、その背を撫なでた。

　わたしだったらこう言ってほしい。わたしだったらこうしてほしい。

　そして、もしもわたしが朔耀様の立場なら、こう言うだろう。

「よくぞ戻もどってきた、翡翠……っ！」

　朔耀様なりの『おかえり』は随ずい分ぶんと仰ぎよう々ぎようしい。
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　けれど、いつの間にか大人になった朔耀様の地位にはそれがふさわしい物言いなのだろう。

　百官の耳じ目もくを一身に集めながらわたしを抱いて静かに泣いている、伽きや羅らの香りを纏まとったこの人は──朔耀様は、どういうわけか、華燁国皇帝の座に就ついてしまっていた。
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「朔耀様……なんですか、この薄うす汚ぎたない娘むすめは……？　さっさとつまみ出しなさい」

　鼻の頭に皺しわを寄せた美人に薄汚いと言われてしまった。確かにわたしは煤すすまみれだ。

　火事から助け出されて、けれど昏睡に陥おちいったまま、長い長い夢を見ていたとしたら──どうしてわたしはこんな恰かつ好こうなのだろう？

　不本意なことに、貶けなされても仕方ないと思えるほど、そう言う本人が仙せん女によのように麗しい男だった。

　灰色の長い髪かみ、赤いゆったりとした袖そでの道衣を身に纏まとい、紫むらさきの道どう巾きんを被かぶり、五ご彩さいの錦の帯を身につけている。紫は賜し色しよくだ。これを身につけているということは、偉えらい道士様なのだろうか？

「翡翠がこうなったのは余のためなのだが……仕方ない」

　朔耀様は目元の涙を袖で拭ぬぐうと、微笑ほほえみを浮うかべて顔を上げた。

「神仙の賜りものを得たのだ。感謝くらいはせねばなるまい。翡翠は翠すい星せい宮きゆうで待っていてくれ。琅ろう玄げん、案内してやれ」

「はい、わかりました」

　朔耀様が穏おだやかな声で命じると、百官の中から一人の青年が進み出てきた。

　こちらもまた道士だ。赤い道衣を身につけている。

　金色の髪の毛は艶があるのに、髪は無造作に束ねられている。瘦せて背は高く、扁アー桃モンドのような碧みどりの瞳ひとみは金の長い睫毛に縁取られ、褐かつ色しよくがかった肌が特とく徴ちよう的だった。

　口元にはにこにことした笑えみ、目には好こう奇き心しん旺おう盛せいな光を浮かべている。

「翡翠さんだったよね。こちらだよ。静かに出ようね」

「えっと……？」

「大だい丈じよう夫ぶ、僕は朔耀様から君のお話をたくさん聞いているからね！　こんなにも素晴らしい神仙の奇跡を目まの当たりにできるだなんて、僕はとても光栄だよ……っ！」

　褐色の青年は目を輝かがやかせて言う。年齢はわたしと同じぐらいだろうか。

「僕は神しん仙せん門もん下か省しようの長官である侍じ中ちゆうの一人、道士琅玄だよ」

　つまり宰さい相しようの一人ということだ。この若さで宰相とはすごい。

　彼について神しん仙せん廟びようの外へと出た。場所は、燃えた神仙廟のあった場所で間ま違ちがいない。

　けれどそこには巨きよ大だいな廟が建てられている。風景が変わっているのを見て、本当にわたしの知らない間に十年もの時間が経ってしまったらしいと感じた。

　他ほかの変化も探して辺りを眺ながめていると、琅玄様はうきうきとして言った。

「恵けい顕けん先生は頑かたくなな方だから信じていないみたいだけど、僕は信じているからね！」

「恵顕先生？」

「先ほど君に声をかけていた道士だよ。怒おこらないであげてね。あの人は真ま面じ目めな方だから」

　顔が綺き麗れいすぎて反論する気力すら奪うばっていった道士のことらしい。

　感じの悪い道士の弟で子しか何からしい琅玄様は、反対に満面の笑みだ。

「君が燃え盛る炎ほのおの中に消えてから、既すでに十年の時が経過しているんだよ。朔耀様は御おん年とし二十歳になる。この十年の間、朔耀様が君を忘れたことは片時もなくて──神仙はそのお心をくみ取ってくださったんだろうね。朔耀様は頑がん張ばっていたから」

　彼はほろりと涙した。言葉の意味がいまいち理解できない。

「十年も経っているんじゃ、わたしは二十六歳ということですか」

「へ？　何を言っているんだい？」

「わたし、火事から助け出されてから十年間、ずっと昏睡状態だったんでしょう？　なんであんな場所で目覚めてしまったのかは知りませんが」

　それに、どうしてこんな火事から逃げた直後のような恰好をしているのかもわからない。

「ええ!?　違ちがうよ、そうじゃない！　……でも現実的に考えるのなら、そう思うよね。それが自然だし。やっぱり僕は俄が然ぜん君を信じたいよ！」

「どこが違いましたか？」

「──緑閃華国からやってきた公主、緑りよく翡翠は十年前の火事で死んだと思われている」

「えっ？　でもわたしは」

「そう、君は生きて戻ってきた！　まるでつい先ほどまで火の中にいたかのような恰好で、突とつ如じよ火災跡あとに建てられた神仙廟に現れたんだ！　十年前の姿、そのままで」

　つまりわたしはまだ十六歳なのだと、この人はそう言いたいらしい。

　頰ほおに触れてみるけれど、自分の年ねん齢れいが変わっているかはわからない。

　ただ、身体を動かす分には以前と同じ感覚で、寝たきりだったようには確かに思えない。

「蟻ありの侵しん入にゆうだって防ぐような警備の網あみ目めをかいくぐって、女の子がこんな姿で侵入してきたっていうより、僕は神仙の奇き跡せきだっていう方が信じられる気がするんだけれどなあ。恵顕先生、いや、白はく侍中は神仙のことになると頑がん固こなお人だから」

　それじゃ、つまり、わたしの体感一瞬しゆんにして、わたし以外の人々の時だけが進んでしまったと言いたいのだろうか？　そんな馬ば鹿かな話があるだろうか。

「あの、鏡を見せてもらえます？」

「君が十年前に使っていた翠星宮はそのままだから、そこで身み支じ度たくをさせてあげるからね。その時にいくらでも姿見の鏡を見ればいいよ」

　頰をペタペタと触さわってみるわたしを、琅玄様は笑顔で見ている。

　琅玄様の勘かん違ちがいではないだろうか？　普ふ通つう、時を跨またぐなんてことはできないのだ。

　神仙の奇跡自体は確かに存在するだろう。この国は守られているのだから。

　だからといって、その奇跡がわたしの身の上に起こるわけがない。

　わたしが上う手まく年をとったせいで、若く見えているだけじゃないだろうか？

　どうやって式典の最中の神仙廟に迷い込んだのか、とか、煤まみれの襦じゆ裙くんの理由はわからないけれど。──そう、考えていたのだけれども。

「……っ！」

　翠星宮の鏡を見るまでもなく、朱しゆ塗ぬりの柱の連なる後宮の回かい廊ろうに入ってすぐ、中庭に作られた小さな池の、凪ないだ湖面に綺麗に映った姿を見て、わたしは絶句してしまった。

　髪の毛はボサボサ、顔は煤まみれ、襦裙はボロボロだ。

　それでもわかる──ほどけかけた髪の毛の結ゆい方も、顔の剝はがれかけた化け粧しようも、襦裙の着こなしや身につけている装そう飾しよく品も、全すべてが燃える神仙廟にいた時のままだ。これが全て、誰だれかが眠ねむるわたしにほどこした化粧なのだとしたら、あまりにも趣しゆ味みが悪すぎる。

「まさか……そんな、馬鹿なことがあるわけない」

「馬鹿なことじゃなくて、奇跡みたいなこと、だよね？　翡翠さん」

　神仙を尊そん崇すうする道士の琅玄様が、釘くぎを刺さすように言う。

　彼は神仙が起こした奇跡だと思っているから、わたしの発言が許せなかったのだろう。

　どこの道士もそうだけれど、華燁国の道士は特に過激な人が多いと聞いているから、わたしはすぐに「ごめんなさい、奇跡ですね」と謝罪を伝えて訂てい正せいした。

　心臓の音がじわじわと高くなっていく。

　人は十年の時を一足飛びに越こえたりはできないものだと、これまで信じて生きて来た。

　怖こわくて、血の気が引いていく。──今すぐに、この場から逃にげ出したかった。




　仙せん華か一○○八年、神朔耀が皇こう帝ていに即そく位いしたという。

　それから十年の時が経たち、今は仙華一○一八年の一月十六日だそうだ。

　わたしが炎にまかれたあの日は元げん宵しよう節せつで一月十四日の真夜中から翌朝にかけての時間帯。

　つまりわたしは、ちょうど十年と半日くらいの時間を吹ふき飛ばしてしまったらしい。

　着き替がえさせられながら侍じ女じよたちから情報を集めたところ、驚きよう愕がくの事実が次々明らかになる。

　琅玄様の推測が真実なのだろうか？

　朔耀様が皇帝として頑張っていたから、神仙がそれを褒ほめ讃たたえるために、わたしを炎の中から助け出してくれた？

　だとしたらほんの少しだけ気が楽だ。朔耀様がすごいからこんなことが起きてしまったのだというのなら、もう仕方がない。わたしがどうにかできる余地はない。

　琅玄様は神仙を奉たてまつる道士である。だから後宮内の翠星宮にも普通に入ってきていた。

　着替えを終えると、わたしは穏やかな顔つきで窓の外を眺める彼に声をかけた。

「あの琅玄様、ちょっと伺うかがいたいことがあるんですけれど」

「うん、何かな？」

　わたしは誰だと聞かれて、どう答えるべきなの？

　先せん帝ていや、朔耀様の上にいた二人の皇おう子じは一体どうしたの？

　なんで後ろ盾だてのない第三皇子の朔耀様が、皇帝の座に就ついているの？

　溢あふれてくる疑問について尋たずねようとしたけれど、その時、後宮の空気が震ふるえた。

　女官の一人が部屋に駆かけ込んで急を報しらせる。

「皇帝陛下が今、翠すい星せい宮きゆうに向かっていらっしゃいます！」

　ぎょっとした。あの美しい青年に成長した朔耀様がこれからやってくるという。

　彼の輝かしすぎる視線に晒さらされると思うと、湯ゆ浴あみを済ませたばかりなのに頭から盥たらいに飛び込みたくなった。逃げ出したい。いや、逃げよう。視線を走らせて脱だつ出しゆつ経路を探す。

　その時、痺しびれるような驚おどろくべき言葉を口にする女官がいた。

「他の妃ひ嬪ひんの宮きゆう殿でんではなく、本当にこちらに向かわれているのでしょうか？」

「妃嬪って、朔耀様は結けつ婚こんしてるの!?」

「当然でございますとも。ご存じないということは、翡翠様は外国の方なのですね」

　他の人たちとは別のところに驚愕するわたしに、女官が説明してくれる。

「僕、朔耀様を出で迎むかえに行ってくるねー」

　琅玄様はのんびりとした口調で言うと、部屋を出ていった。逃げるのはやめた。

　ものすごく気が楽になったのだ。だって、朔耀様には既に妃きさきがいるという。

　つまり、かつてわたしとした「翡翠の他ほかに妃は持たない」という約束事は破られているのだ。

　約束とはいっても、朔耀様が勝手に約束しただけだ。

　ただ、あの火事場で交かわされたいくつもの約束を彼が律りち儀ぎに守っていたとしたら、わたしもいくつかの約束に対して責任を感じるところだった。

　けれど朔耀様は約束を破は棄きしている。所しよ詮せんは子どもの口約束だ。

　わたしは約束が破られて悲しいとか裏切り者とか、そんな風には思わない。朔耀様の中であれが幼い頃ころの思い出になっていると知れて、心の底からほっと胸を撫なで下ろした。

　これで心置きなくこの国から逃げられる。そして、母様の廟びように行ける。

「大華燁国皇帝陛下のお成り！」

「ひ、翡翠様！　跪ひざまずいてくださいませ！」

　女官たちに促うながされ、やっと叩こう頭とうしなくてはならないのだと気づいた。

　以前は立ったまま出迎えていたから思い浮うかばなかったのだ。けれど、慌あわてて膝ひざをついたわたしを朔耀様自身が助け起こした。

「翡翠はよいのだ。──そうして着き飾かざると、そなたは記き憶おくに残る姿よりもなお美しい」

　美しいのは朔耀様の方だ。

　淡あわい月げつ白ぱく色の袍ほうの上に、金糸で翡かわ翠せみを描えがいた翠みどりの錦にしきの袍を重ねている。

　外に面した回廊を通って来たのだろうか、寒さのために頰を赤らめた朔耀様が、わたしを見て顔を綻ほころばせる。天から星が零こぼれ落ちたのかと勘違いしそうな麗うるわしさだ。

　昔から可愛かわいい子だとは気づいていたけれど、これほどまでに美々しく成長してしまうとは思わなかった。恐こわいくらいの美び丈じよう夫ふだ。

　その美丈夫に笑え顔がおで頭のてっぺんからつま先まで眺ながめられている。

　わたしと目が合うとにっこりと笑う。一体何をしに来たのだろう、この人は。

「あの、ご用件は……？」

「そなたに会いに来たのだ」

　今後のことを相談しに来てくれているということかもしれない。

　わたしは複雑な状じよう況きように置かれている。

　十年もの時を飛び越こえたせいで、恐おそらく居場所はどこにもない。

　侍女たちの前で話してもいいのだろうか？　と困っていると、目め敏ざとくわたしの気持ちを悟さとった朔耀様が命じた。

「人ひと払ばらいを」

　……朔耀様の鋭するどさは相変わらず健在らしい。

　部屋に残るのはわたしと朔耀様、それに事情を知る琅玄様だけになった。

「何か言いたいことがあるようだな？」

「はい、お願いがありまして」

　朔耀様は綺き麗れいな顔立ちを優やさしげに綻ばせ、琅玄様は笑顔でいる。

　悪くない雰ふん囲い気きだし、多少のお願い事なら聞いてもらえそうで安心して切り出した。

「あの、もしよければなんですが……緑閃華国に帰るための旅券と資金をいただけないでしょうか？」

「えっ!?　噓うそっ、何言ってるんだい!?」

　琅玄様は悲鳴じみた声をあげた。

　もしかしたらがめつい申し出だと思われたのかもしれない。

「いえ、あの、そんな大金が欲しいわけではないし、旅券も緑閃華国に行くための最低限のもので構わないんです。せめて青せい朝ちよう大おお橋はしを渡わたる許可のある旅券であれば──」

　わたしにとっては二ヶ月ほど前、緑閃華国から華燁国にやってきた。

　華燁国内の治安がよく道は整備されていたので、それほど大変な旅ではない。

　ただ一つ、途と中ちゆうに存在する南北を縦断する大河、青せい朝ちよう江こうを渡と河かするのが難しい。

　無許可の渡し守もりは絶対にいるだろうけれど、官かん吏りに見つからないようにするには小こ舟ぶねで渡ることになるだろう。かなり危険な船旅になりそうだった。

　できれば橋を渡りたいけれど、それには旅券が必要だ。

「翡翠、そなたは故国へ帰りたいと申すのか」

「はい、朔耀様。母様の廟が心配なんです。わたししか家族がいないのに、十年も放置してしまいました」

「……十年前の時点で、誰だれかに世話を頼たのんでは来なかったのか？」

「わたしと母様は麓ふもとの里の住人からあまりよくは思われていませんでした。よそ者でしたから。一応わたしが国のために連れていかれたのは知っているけれど、だからといって母様の廟の世話をしてくれるような人たちじゃないんです」

「ならばそなたは、十年前の時点で余と一いつ緒しよになる気などなかったということか」

　わたしは息を吞んだ。朔耀様は微笑ほほえみを浮かべたままだった。

　けれど、その金の瞳ひとみには多た彩さいな感情が浮かんでは輝かがやく。

　怒いかり、憎にくしみ、寂さみしさ、喜び、悲しみ。五ご彩さいの感情を宿して煌きらめいている。

「余が後ろ盾のない第三皇子だったからでも、そなたの好みに合わなかったわけでも、厄やつ介かいな政敵を持っていたからでも、嫌きらわれていたわけでもなく、そなたは初めから故郷へ帰るつもりだったのだと言われると、慰なぐさめられるような──しかし」

　ぐらりと煮に立たつような怒りが最も強く朔耀様の瞳の中で輝いていた。

「相手にもされていなかったのだと思うと、臓ぞう腑ふが焼けるような心ここ地ちがする」

「えっ……いや、でも……？」

　朔耀様は、昔はともあれ、今のわたしには妃としての用はないはずだ。

　皇こう帝ていの地位に就く朔耀様には、華燁国中の有力貴族出身の美び姫きや、国中の美女が差し出され、妃となって侍はべっているだろうに。

　昔、様々な人に蔑ろにされた結果、わたしを押しつけられていた時とは違ちがうのだ。

　それなのにどうして、朔耀様は強こわばった笑みを浮かべているのだろう？

「そなたが神しん仙せんの奇き跡せきによって戻もどってきてくれたことを純じゆん粋すいに喜んでいた余が愚おろかであった。確かにそなたは、そういう娘むすめであったな！　噓うそ偽いつわりなく優しい言葉を吐はきかけ余の心に滑すべりこんでおいてから、ズタズタに引き裂さく！」

　朔耀様は、遂ついに笑顔を消して叫さけんだ。

　傷ついた表情、揺ゆらぐ瞳、わたしを責める玲れい瓏ろうたる声。

　人に怒おこられるのは慣れているけれど、朔耀様の怒る顔は美しすぎるせいですごく恐こわい。

　心臓がバクバクと音を立てている。その場に縫ぬい留められてしまったかのように動けない。

「──覚えていろ、翡翠」

　くらりとするような毒気。かつて廟に閉じ込められた時、幼い朔耀様も備えていた。

　けれど今は、以前とは比べものにならないほどの、滴したたるような色気が含ふくまれていた。

　朔耀様は足取りも荒あらく部屋から出ていった。戸外の見張りが慌てふためく。

　琅玄様はその場に立ち尽つくしていた。

　呆ぼう然ぜんと朔耀様の背を見送ってから、口を開いた。

「てっきり神仙の奇跡の話をすると思ったのに……翡翠さん、普ふ通つう、あんなこと言う？　朔耀様はずっと待っていらっしゃったんだよ？」

「待っていたって、その、お礼をしたくてとかいうことでしょう？」

「違うよ。僕は十年前に朔耀様の側そば付つきとなってから、何度も何度も、君の話を聞いたよ、翡翠さん……朔耀様は後こう悔かいし続けていて、だからこそ、翡翠さんが戻ってきた時にはとてつもなくお喜びだったんだ！」

　笑っている琅玄様は幼く見えたけれど、険しい顔つきをすると年とし嵩かさに感じた。

「朔耀様は君を妃きさきに迎むかえたいと希こいねがっていたんだよ。どうしてそんなこともわからないのかな？　約束を交わしたのではないの？」

「でも、朔耀様にはたくさんのお妃様がいるんでしょう？」

「それがどうしたっていうんだ？　華燁国の最も尊い地位にいらっしゃる神仙に許されて冠かんむりを戴いただき玉座に就つく皇帝陛下が君をお望みなのに、何な故ぜそれを光栄に思わない？　まさか、自分一人だけを愛してくれないと嫌いやだとでも言うつもりなの？」

　これまで気のよかった褐かつ色しよくの青年に冷ややかな眼まな差ざしを向けられて思わず怯ひるんだ。

「朔耀様は約束事を大事になさる。どんな些さ細さいな約束事でも覚えていらっしゃるし、一度した約束は必ず守る方だ。そんな方の約束を破ったんだから、君はどういう目に遭あっても文句は言えないよ。お気の毒にね？」

　随ずい分ぶんな物言いだけれども、そこまで言われる筋合いはない。腹に力を込めて言い返した。

「先に約束を破ったのは朔耀様だし、わたしはやっぱり悪くない、と思う」

「はあ？　朔耀様が約束事を破るわけがない」

「でも前に、朔耀様はわたし以外の妃は娶めとらないと約束すると言っていた。──けれど娶っていたんだから、もう全すべての約束は反ほ故ごになったんだと思ったの！」

「……………………うわっ、だから妃を迎えるのをあんなに嫌がってたのか！」

　琅玄様は、わたしを睨にらむのをやめて今度は頭を抱かかえ出した。

「うわあ……それ、朔耀様に言わないであげてくれない？　確かに先に約束を反故にしたのは朔耀様の方だって言えば、公平な人だから許してしまうだろうけど……いや、あの様子だと多分覚えてるな、自分で……」

「それじゃ、さっきのは八つ当たり？」

「う、うーん。言葉を選んで差し上げてくれない？　朔耀様だって嫌で嫌でたまらないけれど、皇帝の務めとして頑がん張ばっているだけなんだから。上に立つ者の務めの一つなんだよ」

「わたし元は庶しよ民みんだから理解できないんですよね、そういうの」

「やめてあげてよ！　朔耀様が可哀かわい想そうだからさあ！」

　朔耀様にも非があるのを認めてからの琅玄様は、気のいい方に戻ってくれた。

　恐い顔を引っ込めてくれ、わたしは胸むねを撫なで下ろした。とても朔耀様に忠実な人のようだ。

　怒ると少し怖こわいけれど、朔耀様を誰より優先し、朔耀様のために怒ってくれる彼のような理解者がいてくれるのはいいことだと思えた。
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　毎日何かしらの荷物が運びこまれる。この荷物は朔耀様からの贈おくり物らしい。

　侍じ女じよたちが作った目録の確かく認にんをさせられ、指示を仰あおがれる。今日は家具が届いたらしい。

「翡翠様にご希望がなければわたくしどもの方で手配させていただきますけれど」

「お願いします、采さい春しゆんさん」

「采春とお呼びくださいませ、翡翠様。それではせっかくのいただきものですから、せいぜい翡翠様にふさわしい部屋に仕立てさせていただこうではありませんか」

　侍女たちの中でも采春の愛あい想そのよさはすごい。

　二十代半ばくらいだと思うけれど、他ほかのどの年嵩の侍女よりも落ち着いている。

　しかもわたしを下にも置かない扱あつかいだ。一流の侍女というのは、仕える相手が謎なぞのなんの身分のない人間でも一流の対応をしてくれるものらしい。

「えーと、模様替がえするの？　わたしも手伝おうか？」

「翡翠様は湯ゆ浴あみを致いたしましょうね。そろそろ日が暮れます」

　わたしは別室に押されていく。わたしが部屋から出ていくのとすれ違うように運びこまれた箱には、鮮あざやかな錦にしきが籠かごから溢あふれるほど入っていた。

　湯浴みを終えると、服の概がい念ねんを壊こわすような服を着せられ牀しん榻だいのある部屋に連れていかれる。

　これまでわたしは大事なところがきちんと隠かくれる衣ころもならば、襤ぼ褸ろでも服だと言えるのだと思っていた。しかしわたしの認識は間ま違ちがっていたらしい。

　閨けい房ぼうに行くと、その姿が様変わりしていて呆然とした。

「これ全部、あの贈り物……？」

　壁かべには銀糸で麒き麟りんの刺し繡しゆうされた垂たれ布が下げられている。翔しよう鳳ほうの描えがかれた瑞ずい錦きんを張った屛びよう風ぶは色瑠る璃りが嵌はめこまれた精せい緻ちな作りで、牀榻の横に立てられている。

　牀榻は象ぞう牙げに取り換かえられ、真しん珠じゆを連ねた帳とばりが張り巡めぐらされていた。

　贅ぜいを尽くした帳は少し触ふれるだけでさらさらと音が鳴る。

　これはわたしが逃にげないようにするための鳴なる子こだろうか。

　五色の玉器も恐おそらくいただきものだろう。

　さっそく使われ、賜たまわった酒を注いだ酒瓶びんと空の玉ぎよく杯はいが、牀榻の横に置かれた机案つくえの上に並ぶ。

　閨房の入り口の前には侍女が立つ。窓には菱ひし形がたの格こう子しが嵌まっている。頑張れば格子は外せそうだけれども、今はまだ明るすぎるし、侍女の注意がこちらに向きすぎている。

　わたしは完全に包囲されている。逃げるのは難しいだろう。

「そもそも、どうしてここまでするんだろ……？」

「わからないのか」

「ひっ」

　入り口からいきなり想像もしていなかった声が聞こえ、悲鳴をあげて飛び上がってしまった。

　その拍ひよう子しに揺れた真珠の帳が、さらさらと梢こずえの擦こすれるような音を立てる。

「さ、朔耀様!?　前まえ触ぶれもなかったのに！」

「静かにさせた。余が行くと報しらせれば、そなたが逃げるかもしれないであろう？」

　確かに朔耀様が翠すい星せい宮きゆうに近づいてくる気配を感じたら、全力で逃げ出したかもしれない。

「まるで怯おびえる小動物だな。可愛かわいらしいことだ」

　朔耀様は金の瞳ひとみを細めて微笑ほほえんだ。飴あめのように甘い色なのに、その目には優やさしさのかけらも見当たらない。瞳の中には鈍にぶい色の虹にじが閃ひらめく。恐ろしいほど美しい。

　背筋がぞくぞくするような危機感を覚え、牀榻の上で後ずさりした。

　全身の肌はだが粟あわ立だつ。まるで危険な獣けものか妖よう魔まに遭そう遇ぐうした時のようだ。

　この危険そうな男が本当に朔耀様だろうか？

　あの、優しくはにかみ笑っていた少年なのだろうか？

「琅玄に言ったそうだな？　先に約束を破ったのは余の方だと──間違いなくそなたの言葉の通りだ、翡翠。余はそなた以外の妃を持たないという約束を、破った。後宮には余に侍はべる妃が既すでに数十いるし、更さらに余の自由になる姫き妾しようは無数に存在する」

「あっ、だったら──」

　わたしを緑閃華国に帰してくれてもいいのでは？　という言葉は、口にする前に否定された。

「だからといって、そなたを諦あきらめる理由になろうか？」

「わっ、なんで牀榻に上がってくるの！」

「華燁国の皇こう帝ていであり後宮の主あるじである余にはその権利がある。わかるだろう？」

　朔耀様は嘲ちよう笑しようすら消し、無表情でのしかかってきた。

　表情をなくした朔耀様には完かん璧ぺきな美を感じた。

　美び貌ぼうを直視していると妙みように呼吸がしづらくて、視線を逸そらした。それが仇あだとなった。

「どうして目を逸らす？　……顔も見たくないほど、余を嫌きらうか！」

　声を荒あららげた朔耀様に手を引かれ、胸に倒たおれ込んでしまった。

　昔とは違ちがい、わたしよりも高い背せ丈たけに分厚くなった身体からだ。

　熱いほどの体温を服越ごしにも感じて息を吞んだ。甘い香かおりが漂ただよいくらくらする。

　恐る恐る見上げると、朔耀様もまたわたしを見下ろしている。

　この世の美を選えりすぐり整えられた玉顔、民たみが全ぜん霊れいを賭として取り除かなくてはならない憂うれいを秘ひめた柳りゆう眉び、勅ちよく令れいを発するための口こう唇しん。

　金の瞳を縁ふち取どる長い睫まつ毛げの一本一本まで細かく見えた。提ちよう燈ちんに照らされ濃こい陰いん影えいを作る朔耀様の顔の中で、灯ともしびがちろちろと揺ゆれる度たびに金の星のように五ご彩さいの光が瞬またたく。

　息を吞むほど美しい、絶対権力者の目だった。

　夜空のように輝かがやかしく圧あつ倒とう的な存在。山奥の小屋の屋根から眺ながめる夜空よりも眩まぶしい。金色の天の川だ。わたしは触れてはいけないものに今、触れている。今すぐにこの間違いを正さなくてはならない。天地がひっくり返っているような状じよう況きようは絶対に正しくないのだから。

　──そう思ったその時、わたしの上に覆おおい被かぶさる朔耀様の唇くちびるが震ふるえた。

「何な故ぜ、余を嫌う？　どうして余ではいけない？」

　涙なみだで潤うるんだ声にぎくりとした。信じられないことに、朔耀様の瞳には涙の膜まくが張っている。

　まるで迷子の子供のようだった。嫌いやでも幼い頃ころの朔耀様を連想した。

「約束を守らなかったのが理由なのか。それは、余の、瑕か疵しである──だが、そなたに許されるには、どうすればいい？」

　金星から珠しゆ玉ぎよくが零こぼれ落ちる。悲鳴をあげたかった。わたしのせいで朔耀様が泣いている。

「そなたの心を動かしようもないのであれば、余に取れる手段はそう多くはない。……何もできないわけではないのだ。余にはできないなどと思っているのであれば、その考えを改めよ。余はそなたに嫌われるとしても、失う方が恐ろしい」

　何を言っているのかはよくわからないけれど、朔耀様が悲しんでいるのはわかる。

　十年前、わたしにとってはちょうどひと月くらい前のこと。

　炎ほのおの中で涙を流す朔耀様を見て、この子を泣かせる人間を許せないと憤いきどおった。

　それなのに、今、朔耀様を泣かせているのはわたしだった。

　朔耀様は、神しん仙せんに認められた天子で皇帝、権力者で、雲上の存在なんじゃないの？

　それとも幼い頃と同じように、わたしが抱だきしめてあげないといけない存在なのだろうか。

「あ、あのね……嫌いなわけじゃない、ですよ？」

　怖こわ々ごわとその背に手を回しながら優しい声を出すように努めた。そうすると、わたしの腕うでの中で朔耀様の強こわばった身体から少し力が抜ぬけるのを感じた。

　わたしが腕に抱いている、この存在は一体なんなのだろうか？

「ええと、泣かないでくださいよ……ああもう、こんなことなら毒気を振ふりまかれた方がまし！　仕方ないな、それじゃ、いいことを教えてあげます！」

「……いいこと？」

「そう！　つまり朔耀様は後宮の主で、子作りをしに来たわけですよね？　いいですよ！　子作りしましょう！　わたしは朔耀様のことが好きだから、できるんですよ」

　わたしの言葉に、朔耀様が涙で濡ぬれた顔を上げた。

　既にいくらか顔色がよくなっていて、ほっと息を吐はいた。

「一応緑閃華国で練習して来たんですよ。上う手まくできると思います」

　わたしに嫌われていると勘かん違ちがいしている朔耀様の考えをどうしても変えたかった。

　至し尊そんの地位にあらせられる皇帝陛下が何をどう考えるかなんて全くわからないけれど、小さな朔耀様が怯えているのなら、わたしがなんとかしてあげたい。

「──練習だと？」

　朔耀様はいきなり身体を離はなし、わたしの顔を凝ぎよう視しした。

　激しい反応にわたしは驚おどろいた。一体どうしたのか、朔耀様の全身から神こう々ごうしいほどの威い圧あつ感かんが放たれる。冷ややかな炎のような圧あつ迫ぱく感かんはまさに帝てい王おうの威い厳げんそのものだ。

　いや、子どもの朔耀様が泣いていたんじゃないの？　大人の朔耀様の登場なの？

　わたしはどんな風に接したらいいの？

　朔耀様が黄金の瞳を燃やして怒おこっているのだけは理解できる。

「あの、なんで怒っているんですか？　厨くりやで用意してくるので少し待っていてもらえます？」

「……厨？　待て翡翠、そなたが何を言っているのか意味がわからない」

「あれ？　朔耀様は知らないんですか？　でも、大だい丈じよう夫ぶですよ。わたしも母様に教えてもらったんだし、今度はわたしが教えてあげます。母様のおまじないは世界一なんですよ！」

「……おまじない？」

　大事なことは全すべて母様が教えてくれた。子作りのおまじないもその一つだ。

　材料は朔耀様がくれた荷物の中にあったはずだ。

　朔耀様の横をすり抜け牀榻を出ると侍じ女じよが目を丸くしていた。

　彼女らの横を通り抜けて厨に向かう。陽ひも落ちたのにまだ起きて立ち働いている人々が慌あわてて叩こう頭とうする。朔耀様も、難しい顔でわたしの後ろについてきたからだ。牀しん榻だいで待っていてくれてもよかったのに。

　厨には朔耀様からいただいた贈おくり物の一部が整然と並べられ、できる侍女によって目録もきちんと整理されていた。目録を頼たよりに探せばすぐに目的のものは見つかった。

　地じ黄おう、芍しやく薬やく、川せん芎きゆう、当とう帰きが基本だ。鍋なべに水を張って竈かまどに置くと、火を起こした。

　若わか鶏どりは切らずそのまま湯に入れる。四つの薬草の根は細切りにして、みじん切りにした葱ねぎ、胡ご麻ま油あぶら、山さん椒しように塩少々と混ぜて鍋に投入。煮に立たつのを待ってから茹ゆで上がった若鶏を湯から上げて、手で裂さいてお碗わんに載のせた。汁しるを味見して、物足りなければ味み噌そを足すように母様は言っていたけれど、その必要はなさそうだ。

「お待たせしました、朔耀様！　できましたよ！」

「そうだな……漢方薬の四し物もつ湯とうができたな」

「知ってるじゃないですか！　それじゃ、牀榻に戻もどりましょう」

　昔と同じように朔耀様の手を摑つかもうとしたら、思っていた高さに手がなかった。

　空ぶってしまった後で、触ふれてはいけない存在であることを思い出したけれど、朔耀様から摑まれてしまった。

　想像していた以上に手が大きくて、しかも温かい。とても落ち着かないから離したいけれど、手を軽く引いても離れない。流石さすがに振り払はらうのはまずいとわかる……。

「薬湯などを作って一体何がしたいんだ、翡翠？」

「えっと、つまるところ朔耀様はわたしと子作りをするためにいらっしゃったんですよね？」

「いかにもその通りだが」

「だから作ったんですよ。……華燁国ではやり方が違うのかな？」

「一応聞くが、何をするためのやり方だ？」

　閨けい房ぼうに戻り、四物湯をよそった碗を机の上に並べていく。

　牀榻に座りながら朔耀様が改めて聞いてくる。目の前で見ていたのにわからなかったのか。

　朔耀様は一体何度わたしに言わせれば気が済むのだろう。

「だから、子作りのやり方です。お互たがいを好きあっている夫ふう婦ふで牀榻に入り、温かい四物湯を飲んでお腹なかを温めて、手を繫つないで寝ねると運がよければ子どもができるんですよ、朔耀様」

「げほっ、ごほっ」

「どうしたんですか朔耀様!?」

　朔耀様が身体を折って激しく咳せき込んだ。これはさっそく薬湯の出番ではないだろうか。

「朔耀様、薬湯を飲みますか？　全部飲んでもいいですよ。なくなればまた作ればいいんだし」

「ごほっ、はあ……余を前に命知らずにもふざけているのではあるまいな、翡翠？」

「ふざける？　何を？」

　咳せきが止まると、朔耀様はわたしを軽く睨にらんだ。

　その長い指でわたしの髪かみの毛を耳にかけさせ、わたしの顔を露あらわにさせる。あまり顔を近づけないでほしいのだけれど、朔耀様の目には不安が滲にじんでいるように思えたから、頑がん張ばって大人しくする気になった。自分は嫌きらわれているのだろうか、と不安がっているように見えた。

　そんな朔耀様をこれ以上悲しませたくはない。

「わたしは朔耀様が好きだから、これを食べて一いつ緒しよに寝たら、子どもができるかもしれませんね」

　このおまじないをしても、好きあっていないと効力は発揮されないのだ。

　噓うそを見み抜ぬいてしまう目め敏ざとい朔耀様なら、わたしが本音を言っているとわかるだろう。

　真正面から黄金よりも麗うるわしい金色の瞳ひとみに見つめられるのはなんとも据すわりが悪いけれど、頑張って目を背そむけたくなるのを堪こらえた。

　朔耀様は唇の端はしを震わせながら言う。

「そなたの知る子作りの手順をあますことなく説明せよ」

　言われた通り、丁てい寧ねいに説明し直してあげた。

　すると、説明を終えた途と端たん、朔耀様は堰せきを切ったように笑い出した。

「あっははははははははは！　まさか……っ、本当に、──っあはははははは！」

「なんっ!?　なんで笑うんですか!?　朔耀様！」

「余に噓を見抜く目があることに感謝するといい……くくくっ、あはははははっ！」
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　朔耀様はお腹を抱かかえて牀しん榻だいの上で笑い転げた。

　母様の子作りのおまじないが間ま違ちがっている？　まさか、そんなはずはない。

　推測するに、よほど華燁国とやり方が違ちがうのだろう。

「笑わなくてもいいじゃないですか！　これだって子どもはちゃんとできるんですから！」

「あはははははははは！　はははははははは！」

　朔耀様は涙なみだまで流して笑っていた。

　こんなにも晴れやかな笑え顔がおは朔耀様が子どもだった時にも見たことがない。

　何がそんなに面おも白しろいのかは知らないけれど、朔耀様の笑顔にほっとする。

　今の朔耀様からは酔よいそうなほどの熱気も、冷たい毒気も感じられない。

　無む邪じや気きな笑顔の朔耀様は美しいだけではなく、頰ほおをつねりたくなるくらい可愛かわいらしい。

「翡翠は、そうか……そなたはまだ十六なのだったな」

「そうですけど、それがどうかしましたか？」

「余はもう二は十た歳ちになる。いつの間にか、余の方が大人になっていたようだ」

「そりゃそうですよ、朔耀様。わたしの方が年下なんですから、今度は朔耀様がわたしに気き遣づかってくれてもいいと思います」

「そうか、昔のそなたは余に気遣ってくれていたのか……ならば、もうしばらく待ってやる」

「待つ？　何を？」

「翡翠、そなたが大人になるのをだ」

　十六歳は十分に大人だよね。一体どういう意味だろう？

　朔耀様の金色の目には奇き妙みような熱が宿っていて、目を合わせているだけで焼かれそうだった。

　けれど、その口元に浮ういた面白げな笑みが熱を緩かん和わしてくれていた。口元がひくひくと動いている。また声をあげて笑い出しそうだ。明るい顔をした朔耀様は可愛いけれど、子づくりのおまじないに関することで、何かを揶や揄ゆされている気がする。

　華燁国ではどんなやり方をするのだろう……明日の朝にでも采春に聞いてみよう。

　そう思っていると「箝かん口こう令れいを出さなくては」と朔耀様は涙を拭ふきながら言った。

「翡翠にこの国の子づくりの手順を教えた者は死し刑けいに処す」

「なんでそんな怖こわいことを言うんですか!?」

「余がそなたに教えたいからだ」

「それじゃ、今教えてくれればいいじゃないですか」

「……今？」

　朔耀様の白はく皙せきの美び貌ぼうが熱にほてり、その潤うるんだ金の瞳に宿る熱がわたしの心の臓を焼く。

　何な故ぜそんな妖よう艶えんな表情を浮かべるの!?　子どもっぽい朔耀様、戻ってきて！

　跳はねた心臓を抑おさえてとっさに視線を振ふり切ると、朔耀様は喉のどの奥で笑った。

「はは、残念だ」

　わたしの行動は拒きよ否ひと受け取られたらしい。けれど朔耀様の機き嫌げんは悪くはなかった。

　昔と変わらない無邪気さを含ふくみながらも、あてやかな美しい大人の笑顔だ。

　この笑顔を失うことにならなくてよかったと、こっそり思った。少し美しすぎるのは玉に瑕きずだけれど、わたしはこの笑顔を守りたかったのだ。

　その後は牀榻に座り、二人で四物湯を食べた。

　朔耀様の碗が空になる頃ころ、わたしはうっかりしていたのに気づいた。

「あ、そういえば毒見をしてない！」

「そなたに毒見をさせる趣しゆ味みなどないと以前も言ったはずだ」

　以前。それは十年前の話だ。

　朔耀様にとっては遠い昔の会話だろうに、覚えてくれている。

　牀榻にごろりと横になった朔耀様を見て、わたしも慌あわてて四物湯の残りを飲んだ。

　こうなれば、緑閃華国の子作り方法で子どもをつくるしか母様のおまじないの名めい誉よを挽ばん回かいする道はない。横たわり、布ふ団とんの中にある朔耀様の手を捜さがして握にぎりしめた。

　朔耀様は目を丸くしてわたしを見た。悪戯いたずらが成功した子どもみたいな気持ちになる。

　思わずにやりと笑ったわたしに、朔耀様は柔やわらかく微笑ほほえんだ。

　優やさしく美しい、昔と似て非なる朔耀様の笑顔に、胸が締しめつけられるように痛んだ。
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　朔耀様からの音おと沙さ汰たがないまま一週間が経たとうとしている。

　幼い頃の朔耀様は毎日遊びに来てくれたけれど、皇こう帝ていになった朔耀様はわたしのところへ毎日は来ない。当たり前なのに、胸にぽっかりと穴が開いたような気分だった。

　瞼まぶたを下ろすと、朔耀様と一緒に布団に寝ね転ころがり、手を繫いだ夜のことを思い出した。

　朔耀様の掌てのひらの温かさを感じると、翠すい星せい宮きゆうにいる無数の人々の気配も気にならず、ぐっすりと眠ねむれた。朝起きると手を離はなしてしまっていて、朔耀様の腕うでに抱えられるような恰かつ好こうになっていたけれど、その胸の温かさも心ここ地ちよかった。

　あれ以来わたしは熟じゆく睡すいできていなかった。翠星宮には人が多すぎる。

　翠星宮の人を減らすか、朔耀様と一緒に寝られればいいのに。

　……それに眠りにつく直前、牀しん榻だいの上で見た、朔耀様の美しい微笑みがまた見たい。

「翡翠様、足あし下もとにお気をつけあそばせ」

　ぼんやりしていると采春に注意された。少し散歩をするにも侍じ女じよがついてくる。

　堅かた苦くるしくて肩かたが凝こり、発ほつ作さ的に宮きゆう殿でんから抜ぬけ出したくなる。宮殿を出て、後宮の門を見れば見張りがいた。見張りを見るとその目を欺あざむいてすり抜けたくなる。職業病かもしれない。

　後をぞろぞろついてくる人数で言えば、皇帝である朔耀様はもっと大変なのだろうと思いながら翠星宮を出た時、ちょうど小石がこちらに飛んできた。

　わたしにも侍女たちにも当たらない軌き道どうだったから無視した。けれど、采春は声を荒あららげる。

「翡翠様に向かってよくも石を投げましたわね！」

「落ち着いて、采春！　あの方は宝ほう林りんよ！　なんの位もない翡翠様とは違うの！」

　文句を言いに行きそうだった采春を、他ほかの侍女が血相を変えて止めた。

　妃ひ嬪ひんの位の一つ、宝林というと後宮においてはそれほど高い地位ではない。

　そんな彼女の方がわたしよりも立場は上なのだ。何しろわたしには本当に何もない。

　わたしに向かって小石を投げた女性と、側そば付つきの侍女はくすくすと笑っている。

「着き飾かざらせて、侍はべらせてみたら朔耀様が思っていたのと違ったのね。だから見捨てられてしまったのよ。いつまで偉えらそうに翠星宮に居座っているつもりなのかしら」

「陛下に直接追い出されるまでではなくて？　惨みじめですわね」

　胸がずきりと痛んだ。見捨てられた──その言葉に傷ついている自分に何より驚おどろいた。

　見捨てて逃にげようとしたのは、わたしの方だったのに。

「気にすることありませんよ、翡翠様。ただの嫉しつ妬とです」

　嫌いやみを言ってすぐに去っていった彼女たちがいなくなると、采春は険しい顔で言う。

　追い出されるまでもなく、わたしは翠星宮を、華燁国を出て故国緑閃華国に帰りたいと常々思っているし、朔耀様もわたしの望みを理解しているはずだ。

　けれど何故か、理解されているという事実に、胸が苦しくなった。

「翡翠様、あんな人たちの言葉を信じないでくださいませ。大体、皇帝は豊かな肢し体たいを持つ薄うす茶ちや色いろい髪かみの女はお好きではありません。細い腰こしに長い黒くろ髪かみ、緑の目！　これがこの国の皇帝が好む女性です」

　采春が力説するので、わたしは面めん食くらいつつ肯うなずいた。

「……ええと、そうなの？」

「そうです。まさに、翡翠様のお姿です。本当に……なんてお美しい瞳ひとみなのでしょう。見ているだけで吸い込まれそうな、翠すい玉ぎよくの瞳でございますね」

　采春はわたしの両目を覗のぞき込んでほうっと溜ため息を吐ついた。

　彼女は何をするにも終始この調子だ。

　翠星宮に仕える人たちは、つられるようにわたしをお姫ひめ様扱あつかいしてくれる。

　確かにあの宝林の女性が言っていたように、わたしは無む位い無む冠かんで、なんの仕事もない。

　緑閃華国の公主の名も持たない今、ともすると侍女たちよりも低い身分の存在なのに。

「翡翠様のお可愛らしさに惹ひかれるのは仕方ないことでございますが、皇帝陛下におかれては相応の扱いをされていただきたいですね。不安定な立場では翡翠様がお可哀かわい想そうでなりません」

　親切な大人の女性が侍女として側にいてくれるだけで、わたしとしてはとても心強い。

「翡翠様、どちらへ向かわれますか？　椿つばき園に？　そろそろ見み頃ごろも終わりですものね。それとも梅園？　今は蕾つぼみが多いですけれど、それもまた可愛かわいらしいものですよ。行ってみたい場所はございますか？」

「行ってみたいところ……そういえば」

　どうしても何かを考えると朔耀様の顔が思い浮かぶけれど、一つだけ朔耀様と同じくらい気になる別件があった。

　炎ほのおに包まれた廟びようの、神しん仙せん像の下に隠かくされていた地下室。あの四神に守られた五ご彩さいの火を灯ともす燈とう籠ろうの部屋は、今はどこに位置しているのだろう？　階段を駆かけ上って、一体どういうわけか廟びよう堂どうの中に出てしまい、地下室への入り口を見失ってしまった。

　地下室の灯とう謎べいもまだ解いていないし、謎かけを読み直してみたい。

　わたしが見み舞まわれた不可思議な事象を解き明かす鍵かぎがあそこにあるかもしれない。

「采春。わたし、神仙廟へ行きたいな。朔耀様が即そく位い十周年の祭典を催もよおしていたところ」

「後宮の外ですわね……残念ですが特別な許可をいただかないと出ることはできません」

「えっ、でも、わたしは客人みたいなものだから出入り自由じゃないの？」

　侍女たちは困ったように顔を見合わせた。

　その時、慌ただしく駆け寄ってきた人がいた。

「翡翠さん！　よかった見つかって！　捜しましたよ！」

「琅玄様？　どうしましたか？」

　琅玄様が息せき切ってやってきた。

　彼に促うながされて翠星宮へ戻もどった。部屋に戻ると采春がお菓か子しを用意してくれた。

　菱ひし形がたや花形、様々な形の酥蜜餅クツキーが皿に山盛りになっている。

　酥油バターと小麦粉の香こうばしい匂においは食しよく欲よくを促し、蕩とろけるような蜜みつの甘さが誘ゆう惑わくしてくる。薄うすく焼かれたそれは口に入れるとほろりと崩くずれて嚙かまなくても食べられる。いくつでもいける。

　向かい側の榻いすに座った琅玄様は、しばらく神しん妙みような面おも持もちで黙だまり込んでいた。

　わたしが酥蜜餅を全すべて食べ終えないうちに、琅玄様は気を取り直して顔を上げた。

「なんて言えばいいのか……僕も現状の理解に苦しんでいるんだけれど。あの、お菓子を食べるの一いつ旦たんやめてね」

「……はい、なんでしょうか？」

「単刀直入に言うと、今日から君は貴き妃ひだから。よろしく！」

　貴妃というのは、後宮における皇帝の妃に与あたえられる位のうちの一つである。

　皇后の下に貴妃、徳とく妃ひ、淑しゆく妃ひ、賢けん妃ひの四妃がある。その下に昭しよう儀ぎ、昭しよう容よう、昭しよう媛えん、修しゆう儀ぎ、修しゆう容よう、修しゆう媛えん、充じゆう儀ぎ、充じゆう容よう、充じゆう媛えんの九嬪ひんがあり、更さらにその下には婕しよう妤よ、美人、才人がそれぞれ九人ずつ、その下に宝林、御ぎよ女じよ、采さい女じよが二十七人ずつ配されている。彼女たちにつけられた侍女や、女官たちを含ふくめるともっと大勢の女性が後宮内にいるというわけだ。

　その無数の女性たちの中で、上から数えて二番目の地位。それが貴妃だ。

「なんでですか!?」

「まあ、朔耀様は翡翠さんへの寵ちよう愛あいを示したってことだよ」

「いや、でもわたし、帰りたいって言いましたよね？」

「今もまだ帰りたいって思ってる？」

　琅玄様の問いに答えられず、わたしは言葉に詰つまってしまった。

「異議があるなら朔耀様に直接伝えてみなよ。二人きりの時にね。ところで何か欲しいものはない？　翡翠さんになんでもあげたい気分みたいなんだけど、この間だいぶ色んなものをあげちゃったからね。足りないものでも、値打ちあるものでも、とりあえず言ってみて」

「欲しいものなんて……いや、一つだけあるかも」

「旅券はやめてね」

「あはは。そうじゃなくて……あの、朔耀様に会いたい、かな？」

　忙いそがしい身の上だろうとは重々承知の上だけれど、もしもできたら、顔が見たい。

「──その願いは、朔耀様も喜んで叶かなえてくださると思うよ」

　琅玄様は不思議なほど優やさしい顔をして笑った。

「喜びすぎて今すぐに翡翠さんに会いたいって政務から抜け出しそうだよ。困ったなあ」

　全然困っていない笑え顔がおで言うと、琅玄様は立ち去った。
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　裴はい貴妃。それがわたしの呼び名となった。

　姓せいを緑にしてしまうと、十年前に死んだはずの緑翡翠だとバレてしまいかねない。

　だから全然違ちがう姓である「裴」を名乗るよう言われた。どこから持ってきたんだろう？

　そして裴貴妃であるわたしは、何な故ぜか今、夜明け前くらいから始まった朝ちよう衙がにて朔耀様の背後に垂らされた翠玉の簾すだれの裏に控ひかえている。

「妖よう魔まの国土への侵しん入にゆう件数が増えた、と？」

「この五十年、何度か酷ひどい時期はありましたが、今回もまた何らかの原因によって──」

「余が即位したために、華燁国の守護が揺ゆらいだとでも言いたいのか？」

「ひっ、決してそのようなことはございません！」

　薄うす暗ぐらい太たい極ごく殿でんの階段に、燈とう樹じゆがいくつも置かれている。特に朔耀様の座る殿の前に無数の燈樹が飾かざられる光景はそれだけで壮そう観かんだ。本当に、なんでわたしはこんな場所にいるのだろう。

「ならば言葉選びには気をつけるとよい。疑いを招きかねない発言には注意せよ」

「かしこまりましてございます！」

　朔耀様は穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべながら、決して強くはない語気で人を支配している。

　あの優しくやわやわだった朔耀様が、なんとも立派なものである。

「それにしても、その簾は一体──」

「無視しなさい……朔耀様の愚おろかでささやかな我が儘ままです」

　そして白恵顕は相変わらず辛しん辣らつだ。

　美しい道士であり、琅玄様と同じく侍中である、白恵顕。

　琅玄様は先生と呼んで慕したっているけれど、わたしにはその理由が何一つ見いだせなかった。

　後宮ではその容よう貌ぼうの麗うるわしさと家いえ柄がらの良さから女官たちの人気を集めているようだ。

　けれど、わたしを見る度たびに嫌いやそうな顔をするので、麗しいあの顔すら嫌きらいになってきた。

「恵顕が許した以上は他ほかの誰だれにも異論は唱えさせんぞ」

　朔耀様は軽く笑いながら言う。白恵顕の言葉を咎とがめるつもりはないらしい。

　それが許されるくらい偉えらい立場で、朔耀様に信しん頼らいもされているということなのだろうか。

「妖魔の出現は人心を乱します。一刻も早く対策を講じねばなりませんね」

　議題は依い然ぜんとして華燁国の守護についてだ。

　それにしても守護というと、あの謎の、五彩の灯とう火かの部屋を思い出す。

　謎かけには四つの国について書かれていた。

　四つ目の国が確か「王が統すべる土地の人全てを守る国」とか書いてあったのだ。

　これを読んだ時、華燁国みたいだなと思ったのだ。

　華燁国は元より、属国となった国も妖魔の襲しゆう撃げきが少なくなると聞く。

　うちの国も華燁国に支配されてしまえばいいのに、と思ったりもした。

　ただ、謎かけには「この世には神仙の加護を受けた国が四つある」と書かれていた。

　華燁国の他に摩ま訶か不ふ思し議ぎな力を持つ国なんて聞いたこともない。

　でも、あれが華燁国を表すとすれば、「何故この国が一番なのか？」という問いかけの部分は華燁国についてだろう。そもそも華燁国の廟にあった謎の部屋の灯謎だ。

　なんで華燁国が一番なのかって？　どこの国と比べているの？

　華燁国の守護が、他のあるかどうかもわからない国の守護より優れている理由は何って？

　その理由を華燁国人でもないわたしが知るわけがない。

　やがて朝衙を終えると、白恵顕は聞こえよがしに言った。

「そこまでして側そばに置きたいというのでしたら……もう止めません。ですが絶対に、議論に口を挟はさませないようにしてくださいね……」

「わかったわかった」

「朔耀様？　いい加減な返事をなさるなら……」

「わかっているとも！　妃きさきを政治に関かかわらせるなど愚ぐの骨こつ頂ちようであると余にもわかっている。だから鞭むちをしまえ、恵顕！」

　朔耀様を鞭で脅おどしてから、白恵顕は太極殿から退しりぞいていった。

「何、あの人！」

　よっぽど簾から出ていって一言何か言ってやろうかと思ったけれど、我が慢まんした。

　簾から出てきたわたしの怒おこった顔を見て、琅玄様は苦く笑しようした。

「恵顕先生は、朔耀様を教育した先生でもあるんだよ。まあ可愛かわいい冗じよう談だんみたいなものだね」

「でも琅玄様、だからって鞭を取り出すなんて許されるの!?」

「僕ら侍中は託たく孤この鞭を預かる立場にあるから、皇こう帝てい陛下を鞭打っても許されるんだよね。僕は朔耀様と二人で鞭打たれる立場だったなあ……痛いけど、痕あとが残るほどじゃないから心配しなくて平気だよ」

　それにしたって、偉そうにしすぎではないだろうか？

　会議の間もほとんど白恵顕がしゃべっていたし、議論も誘ゆう導どうしていた。あれではまるで、白恵顕の方が皇帝のようだ。

「翡翠さんもごめんね。恵顕先生が君に怒っているのは僕と朔耀様のせいなんだよ。君を貴妃にするためにごり押ししたから。朔耀様が仕事中も翡翠さんと一いつ緒しよにいたいだとか言い出すから、更にね。……はあ、先生がずっとあの調子だったら嫌だなあ」

「いずれ怒いかりも解けるだろう」

　朔耀様が近づいてきて、琅玄様が落とした肩かたを労いたわるように叩たたいた。

「あの、わたしがいなければあの人、愛あい想そが良かったりするんですか？」

　わたしは白恵顕に嫌そうな顔しかされたことがない。

　正直、関わり合いになりたくないなと思う程度には苦手だ。

　けれど朔耀様たちにとっては違うらしい。

「愛想は振ふりまかないが、余が皇帝の座に就ついてから最も頼たよりにしている側近ではある」

「一番頼りになるのは琅玄様じゃない？」

「あはは、ありがとう翡翠さん。でも恵顕先生には敵かなわないかなあ。あの人自身がものすごい能のう吏りだし、その上この国の有力な家の出身でもあるから、色んなところに顔も利きく。何より自分にも厳しい真ま面じ目めな方だから、誰からも尊敬されているんだよ」

「ふーん、そうなの？」

「恵顕先生はいずれ高みに至る、僕らの理想の道士様なんだよ」

　憧どう憬けいに目を潤うるませる琅玄様の姿に、白恵顕の名声の高さを感じた。

　琅玄様だって明るく快活で、職務に真しん剣けんだ。この人にこんな顔をさせる白恵顕は、きっとすごい人なのだろう。けれどわたしにはそのすごさが理解できない。

　わたしに、それを理解する知識もないせいなのかもしれない。白恵顕がわたしの存在を目の敵かたきにしているのは、わたしの氏うじ素す性じようがはっきりしないのもあるけれど、単純に貴妃としては教養が不足しているからだというのも理解はしている。

　確かに、自分が朔耀様に釣つり合う存在だとはとても思えない。……わたしなんて、朔耀様たちに比べたらきっと、くだらない人間なのだろう。それを否定する要素なんてどこにもない。

　ぼうっと琅玄様を見つめながら白侍中のこと、そして朔耀様のことを考えていたら、突とつ然ぜん視界が朔耀様の顔で占しめられた。

「ひゃっ!?」

「そなたの興味は余にあるのであろう？　余と共にいたいのであったな」

　朔耀様のお元気な姿が拝見したいという意味のわたしの言葉は、何故か朔耀様と片時も離はなれたくないという意味で伝わっていた。伝言がこんなに難しい仕事だとは思わなかった。

　伝言が曲解された結果、朝ちよう衣いを与あたえられ、朝衙の時も簾を設けてその裏にいてもいいことになってしまった。

「仕事よりもそなたを優先すると約束したからな。そなたが望んでくれるのであれば余は喜んでその願いを叶かなえよう」

　微笑みを浮かべる朔耀様は、白恵顕の嫌いやみも忘れてしまったかのように上じよう機き嫌げんだった。

「でも、白侍中に怒られてしまうし、わたしなんかにあまり構っている時間はないんじゃ──」

「なんか、というのは誰のことだ？　まさか余の可愛い貴妃のことではないだろうな？」

「ひぇっ」

「ん？　翡翠よ、余の可愛い妃の悪口を言えぬようにその口を塞ふさいでしまおうか？」

　頰ほおを手で押さえられ、朔耀様に顔を近づけられる。

　うっすらと開いた唇くちびるの間から赤い舌が覗のぞいて見えた。

　心臓の鼓こ動どうが速くなる。見てはいけないものを見てしまった気がする。

　何な故ぜか胸が苦しくなり、ほとんど息ができない。それなのに、朔耀様は口を塞ぐという。

　これ以上わたしを苦しめようというらしい。

「む、無理ですからっ、朔耀様！」

「何が無理なのだ──こら、逃にげようとするな」

　いいや、ここから逃げ出したい、とは思いながらも──逃げ先として思い浮うかんだのが翠すい星せい宮きゆうだったことに、自分でも驚おどろいた。緑閃華国へ逃げる、という考えが何故か浮かばなかった。

　あそこには母様の廟びようがある。そこ以外に帰る場所なんてないはずなのに、とっさに思い浮かばなかったことに衝しよう撃げきを受けた。

　血の気が引いていく。そんなわたしを見て、朔耀様は何かを悟さとったように眉まゆを顰ひそめた。

「翡翠、余はそなたを逃がさない」

　母様にはわたししかいないのだから帰らなければならない。わたしが母様の廟を捨ててしまったら、誰も守ってくれなくなってしまう。こんな親不孝があるだろうか？

　でも、帰らなければならない。なんて、まるで本当は帰りたくないみたいだ。

　わたしはいつの間にか、帰りたいという気持ちをなくしかけている。

　──一体、いつからだろう？　頭がごちゃごちゃして、わからなくてぞっとする。

「約束したではないか、翡翠？　廟から出たら華か燭しよくの典てんを執とり行い、一緒になると」

　今思うと夢物語のような約束をいくつもしてしまった。

　その全すべてを守ろうという朔耀様は幼い時と同じくらい健けな気げだった。

「どうしてそんな顔をする？　約束を破ることは決して許さない。余の皇帝としての全権力を使ってでもそなたに約束を守らせるつもりだ」

　朔耀様の金色の瞳ひとみが強い意志に照らされ目映まばゆく輝かがやく。

　炎ほのおを宿したかのように燃えているけれど、これは、怒っているわけではない？

「余は、そなたを愛している」

　酷ひどく甘美だけれど、恐おそろしい言葉に聞こえた。

　どうしてそこまで思ってくれるのかがわからない。その気持ちが本物とはとても思えない。

　それなのにわたしの、母様のところへ帰りたいという気持ちが侵しん蝕しよくされていく。

　朔耀様はきっと顔色が悪いだろうわたしの腕うでを摑つかむと、引っ張った。優やさしくはなかった。

　慌あわてて荒あらい足取りについていく。朔耀様が向かう先は翠星宮ではないみたいだ。

　宮城内にはいくつもの宮きゆう殿でんが細い回かい廊ろうで繫つながっていて、歩いていると迷うことはあるけれど、後宮への道くらいはわかる。そもそも方角が違ちがっている。

「朔耀様？　どこに向かってるの？」

「十年前からだ、翡翠」

　わたしの問いには答えず朔耀様は続けた。

　十年前？　と首を傾かしげるわたしと共に、朔耀様は辿たどりついた扉とびらの前に立った。

　龍りゆうの彫ちよう刻こくに五色の玉が象眼された大きな朱しゆ塗ぬりの扉だ。

　衛え士じが扉を押し開くと朔耀様は中に入り、わたしを連れて部屋の奥に歩いていく。

　屛びよう風ぶや絨じゆう毯たん、花か瓶びん、机、燭しよく台だいや榻いす、繡クツ墩シヨン、手鏡──あまり見る目はないけれど、何もかもがわたしのいる翠星宮より贅ぜい美びを凝こらしているのはわかった。

　わたしは引っ張られるまま最さい奥おうの部屋に入っていった。そこには帳とばりの張られた牀しん榻だいがある。

　空を駆かける金銀の龍、雲上の仙郷が五色の色刺し繡しゆうで織られた繡しゆう帳ちよう、薄うす絹ぎぬの囲いを幾いく重えにも張り巡めぐらした牀榻は瑠る璃りや水すい晶しようで飾かざられている。

　その牀榻に乱暴に転がされた。柔やわらかな弾だん力りよくのある布ふ団とんが敷しかれていたから痛くはない。

「余は十年前からそなたを愛していたが、そなたは違っていたのであったな、翡翠」

　朔耀様は「忘れていた」と呟つぶやくように言った。その声は震ふるえていた。

「そなたを迎むかえ、偽いつわりのない笑え顔がおを目まの当たりにして、余はそなたを愛した。それなのに、そなたは余を置いてこそ泥どろのように国へ逃げ帰ろうとしていた──そうだ。廟でそなたの荷を見つけた時、余が抱いだいた憎ぞう悪おを翡翠に思い知らせてやりたいと思っていたのを、忘れていた」

　牀榻に上がる朔耀様が自分の服に手をかけるのを見て、わたしは思いきり狼ろう狽ばいした。

「あの、どうして服を脱ぬぐんですか!?」

「それが余の権利であり、義務であるからだ」

「いきなり服を脱がなきゃいけないの？　それが義務？」

「……あまり可愛かわいらしいことを言うな。余の怒りがそれで解けると思っているのか？」

「えっ、えっと」

「そなたは本気でそう口にしているのであったな。箝かん口こう令れいは功を奏しているようだ」

　采春に聞くと酸すっぱいものを食べた顔をし、琅玄様は苦く悩のうに満ちた顔をする箝口令だ。

　こっそり教えてもらうのもいけないらしい。

「怒いかりが解けるとしても、煽あおられるだけだがな」

「もしかしてっ、これから華燁国の子作りのおまじないを教えてもらえるんですか？ ……あの、朔耀様？　わたし間ま違ちがっていますか？　ものすごく苦い顔をされてますよ？」

「間違いではないが何もかもが間違っている」

「謎なぞかけですか？　やめてくださいよ。今、別の謎かけに悩なやまされてるんです」

「はあ……もうよい」

　何がいいのか、朔耀様は大きな溜ため息を吐つくと上半身を晒さらしたところで服を脱ぐのをやめた。

　やめてくれてよかった、かもしれない。

　目の前に露あらわになった朔耀様の身体からだは、服の上からではわからないほど引き締まっている。

　美しく均整のとれた身体だと思うけれど、何故か見るのが恥はずかしい。

　それなのに、朔耀様はそのまま牀しん榻だいのわたしの横に腰こしを下ろした。あまり近づかないでほしい。

「翡翠が余に黙だまってこの国から逃げ出そうとしていると気づいた時、それはそれは辛つらかったが……それよりも、そなたを炎の中に失った時の方がよほど堪こたえた」

　朔耀様がわたしの肩かたを抱いて、わたしの髪かみから垂れる花飾りの歩ほ揺ように触ふれてくる。

　もどかしいほど微かすかな感覚が髪から伝わる。何かいい匂においがする。

　この場から逃げ出したいような、逃げ出したくないような、奇き妙みような気持ちになる。

　朔耀様の肌はだの熱が心ここ地ちいいせいかもしれない。

「憎悪の念など一いつ瞬しゆんにして消し飛ぶほどに、辛いものだった。あれを思えばそなたが今、生きて余の側そばにいるだけで満足するべきなのかもしれない……神しん仙せんの奇き跡せきに感謝しなければな」

　自分に言い聞かせるように朔耀様は言う。

「……そなたに聞きたいことがある。翡翠は昔から余になどなんの興味もなかったようだが、どうして余を助けた？」

「興味がないなんて、そんなことはっ」

「余の機き嫌げんをとる必要はない。ただ疑問なのだ。余を置いて故郷へ帰ろうとするほどに、そなたにとって余はどうでもいい存在であったのだろう？」

「どうでもいいなんてことはなくって！」

「言い訳は後で聞く。まずは余の質問に答えよ」

　上半身裸はだかでも、皇こう帝ていは皇帝だというわけだ。とてつもなく偉えらそうに言い訳無用を言い渡わたされた。仕方なくわたしは質問に答えるために頭を捻ひねった。

「どうして助けたかって……そりゃ、助けるでしょう？」

「命をかけてまで助ける価値は当時の余にはなかっただろう？　皇太子に冊さく立りつされたのはその後のことだ。それまでは厄やつ介かい者の第三皇おう子じでしかなかった。大した褒ほう賞しようもなかろうに」

「価値とか、そういうの目当てで助けたわけじゃありません！」

「何故？　そなたにとって余は見捨て裏切っても心痛まない存在であったろうに」

　わたしが一人で逃げ出そうとしたことを、酷く根に持っているらしい。

「どうしてそれほどまでに緑閃華国に戻もどりたい？　待っている男でもいるのか？」

　朔耀様の声が低くなる。

「さすればそなたとその男との十年を奪うばう原因となった余が憎にくいのではないか？」

「ええっ？」

　存在しない男のせいでわたしが朔耀様を憎んでいると疑われている！

「燃え盛る廟の中、余と一いつ緒しよになると約束したのは、もう助からないと思って諦あきらめてのことか？　本当は故国の男と懇ねんごろになりたいと思っていたのではないか？　だから──」

「ちっ、違いますっ！」

　朔耀様の、金の瞳の奥で、まだあの日の廟が燃えているかのようだった。

　その火の勢いがこれ以上強まらないうちにと声を張り上げた。

　これ以上、意味のわからない誤解をされたくない。

「待ってるのは女だし、朔耀様がどうでもいいから帰りたいわけじゃない！」

「……女？」

「そう、母様が廟びようでわたしを待っているの」

　それなのに今では、自分が故国に帰りたいのかどうかすら、あやふやになっている。

　本当にこの尊い地位にいる人がわたしを愛してくれているかも疑わしいのに。

　朔耀様にわたしの心の全てを差し出してみたところで、なんの意味もないかもしれないというのに、どうしてこんなにも帰りがたい気持ちになってしまったのだろう。

「わたしが八歳の時に妖よう魔まに襲おそわれて、わたしを守って死んでしまった」

　わたしにとっては八年前だ。廟では十八年も経過しているだろう。

「ならばそなたには、愛する者が己おのれを庇かばって先に逝ゆく痛みがわかるのではないか？」

「うん、わかるよ」

「……余がそなたを失って得た痛みと、そなたを再び得た喜びを理解できるだろうに、どうして余をもう一度地じ獄ごくへ突つき落とそうとする？」

「地獄だなんて……わたしだったら、母様がこの世に存在してくれているのなら、一緒にいられなくてもそれだけで幸せだけれど」

　母様がこの世にいないから、わたしはあの世とこの世を繫ぐ母様に一番近い場所を住み処かに定めて、そこから離はなれず暮らしていた。

「わたしは母様を誇ほこりに思っているし、感謝しているの」

　優やさしく美しく、温かかったわたしの母様。

　あの母様なら、わたしを守らないなんて選せん択たく肢しはなかったろう。

　わたしにとっての唯ゆい一いつの家族。家族のいる場所が唯一の故郷。

「朔耀様のことがどうでもいいんじゃない。わたしはただ、母様のところに帰りたいだけ」

　愛する人の側にいたいと思うのは、人間として普ふ通つうの気持ちだろう。

「母様の側にいたかった。だって、わたしには母様しかいないんだもん。一人でいるのは寂さみしいけれど、母様以外の人といても一人でいるのと変わらない。だからわたしは母様の腕うでに抱かれているつもりで廟で眠ねむるの。もしできるなら、今すぐ母様のところへ行きたいって──」

　ずっと、そう願い続けてきたはずだったのに、わたしは最近変わってしまった。

「翡翠！」

　朔耀様が突とつ然ぜん大きな声でわたしの名を呼んで、肩を強く摑つかんだ。

「痛っ、朔耀様？　なんですか、いきなり」

「そなたの母は亡なくなっているのだろう？　そこへ行きたいなど軽々しく口にするな！」

　朔耀様はどうして怒おこっているのだろう。わたしの肩を摑む手の温かさに泣きたくなる。

　なんで朔耀様の腕に抱かれて眠るのと、廟で眠るのは同じようで違ちがうのだろう。

「翡翠、そなた、緑閃華国に戻って死ぬつもりか」

「まさか！　そんなつもりは全然ないです。せっかく母様がしてくれたことを、無にはしない。わたしはわたしの命を大事にしなくてはならないんです」

「だが、死にたいとは思っている？」

「そんなわけない！」

　──ただ、地下の国での再会を夢に見ることはある。

　ふと一瞬脳のう裏りをよぎった想像を読み取った朔耀様が、酷ひどく冷たい声で言う。

「なるほど。そなたが安易に余のために命をかけた理由がよくわかった」

　朔耀様が、既すでに話は終わったというような顔をする。

「死にたいが、自死するわけにはいかない。だが亡き母のように人を助けて死ぬなら母にも面めん目ぼくが立つというわけだ。そのだしにされる余にとってはたまったものではない」

　朔耀様が決めつけるように言う。わたしがそんな卑ひ怯きような真ま似ねをしたというのだ。

　だが、そういえば朔耀様は、そう言いきれるだけの根こん拠きよを持っているのだ。

　朔耀様の目は噓うそ吐つきを見み抜ぬいてしまう。

「つまり──」

「いやっ、待って、朔耀様」

「余が口にせずとも一番理解しているのはそなた自身であろう」

「理解なんてしてない。お願い、やめてっ……なんてことを言うの！」

「翡翠？　……そなた、泣いているのか？」

　唯一の愛いとおしい家族が死んでしまって、それでも頑がん張ばって生きてきたのだ。

　ただ、寂しいから母様の側にいたかっただけだ。

　わたしの全すべてを受け止めて、抱だきしめてくれる腕が恋こいしかっただけだ。

「そんなこと、言わないで！　わたしは一人でいたくなかっただけ。家族のところに帰ってみたかっただけ……そりゃ、もうこの世にはいないけど！　家族のところに行くってことは、死んじゃうって意味だけどっ、帰りたいし、会いたい……でも、わたしは死んだりしない！」

　帰りたいと望むと、確かに頭にちらりと可能性がよぎる。

　気が弱くなっている時には、ちらりとは言えないほど長い時間、悪夢のような想像に囚とらわれることもある。でも、それがそんなに悪いことだろうか？

　頭の中での空想すら許さない権利なんて、朔耀様にあるだろうか？

　皇帝陛下になら許されるのだろうか？　──わたしは、そうは思わない。

「噓を見抜ける朔耀様が、そんな風に言わないで！　まるでわたしが噓を吐ついているみたい。そんなわけないのに！　母様が助けてくれた命なんだから！　いくら朔耀様だって、そんな風に言うのは許さない！」

　一瞬たりとも考えないとは言えないけれど、それでもわたしは生きる決断をした。

　それを知らない朔耀様に、わたしの心の一瞬を切り取って、それがわたしの全てだと決めつける権利なんてない。そんなものは認めない。

　涙なみだを振ふり払はらった。朔耀様は目を見開いて驚おどろいた顔をしている。何もかもを許されている方だから、わたしみたいな小こ娘むすめに声を荒あららげられても失しつ笑しようものかもしれない。

　既に暴言は吐はいてしまった。だからもういい。

　ここまで来たら、命をかけて朔耀様の正体を見み極きわめてやろう。

「小さい朔耀様は、賢かしこくて優しくて、可愛かわいかったのに！　どうしてこんなことになっちゃったの！　図ずう体たいだけ大きくなって、優しくなくなって、可愛くなくなって!!」

　昔の朔耀様の方がよっぽどわたしを気き遣づかってくれていた。

　今は何もかも自分を優先にしても許されると思っているんだから腹立たしい。

　他ほかの誰だれかが許すとしても、わたしが許すかどうかは別の問題だ。勿もち論ろん、この人を許さないというのはすなわち、皇こう帝ていに逆らうということ。死を意味しているのはわかっている。

　確かに、他の人たちよりは生に対する執しゆう着ちやくは薄うすいかもしれない。

　だからこそ、最高権力者の美しすぎる顔に枕まくらだって投げられる。

「ぶっ、翡翠……！　そなたっ、よくも！」

「あのねえ！　もう、朔耀様うるさい！　帰るな帰るなって！　自分はすごく辛つらかったんだって、そればっかりで！　すごくうるさいっ」

「う、うるさいだと!?」

「一番可哀かわい想そうなの、わたしじゃないの!?　急に異国へ連れてこられて、火にまかれて死にかけたと思ったら、十年後の世界!?　何コレ！　意味がわかんないよ？　めちゃくちゃ怖こわいよ！　頼たよれるのは朔耀様だけなのに、朔耀様が言うのは朔耀様のことばっかり！」

　広い牀しん榻だいの上にたくさんある枕の中で、四よ隅すみに房ふさ飾かざりのついたものが気に入った。

　これで朔耀様の美しく均整の取れた身体からだをぺしぺしと叩たたく。

「朔耀様の気持ちなんて知らないよ！　わたしのことが好きなら安心させてよ！　朔耀様が優しく笑ってくれるだけでわたしは安心できるのに！　夜はぐっすり眠れるし、気づいたら母様の廟に帰りたいって気持ちすら薄れてきていたのに！　うるさい！　何が皇帝だ！」

「……それは、本当か？」

「噓に見えるならもう知らない！　不敬だよね！　でもわたし庶しよ民みんだもん！　礼れい儀ぎなんてわかんない！　いいよ、不敬罪で処しよ刑けいしてみなよ。好きならできないだろうけどね！」

「ああ……余にはそなたを処刑などできない」

「そんなこと言って、明日あしたにはできるようになってるんじゃない？」

「疑っているのか？　確信があって余に無礼を働いているのではないのか？」

「朔耀様のわたしへの気持ちが本物なら、殺されないだろうけど、そこそこくらいなら殺されちゃうかもしれないなって思ってる」

「また、命を蔑ろにしてみせたというわけか」

　朔耀様がわたしを睨にらむ。わたしが自分の身を大事にしないから、怒っている。

　物事が自分の思い通りにならないのが子どものように気に食わないだけなら、わたしを処刑しておしまいだろうに。

　本当、なのか。わたしを愛しているというのは。

　注意深く朔耀様の表情を探さぐった。朔耀様は憤いきどおっている。

　けれどそれ以上に──わたしを心配してくれている。

　こんな風にわたしの命を案じてくれる人に出会うのは、母様が死んで以来初めてだ。

「朔耀様、本当にわたしのこと──」

　口ごもるわたしを見下ろして、朔耀様は溜ため息を吐いた。

「何度もそう伝えているであろうが」

　朔耀様は顔を歪ゆがめて言う。その美しく整った固そうな頰ほおに手を伸のばしても避さけられず、触ふれてしまえた。すべすべの頰は思っていたより柔やわらかい。

　ぶにっとつねってもむっとした顔をするだけで怒らない。わたしが朔耀様に傷つけられて、許さなくてはならないのと同じくらい、朔耀様もわたしを許し受け入れてくれている。

「わからなかった……どうして朔耀様ほどの人が、わたしなんかに」

「自分を卑ひ下げするのをやめたらどうだ。聞いていて不ふ愉ゆ快かいだ」

「緑閃華国と華燁国、この二国間の国境を、関所を通らず抜ぬけるために山を案内するのがわたしの仕事。一人の案内で対価は一緡びん。これは貧しい家だと三日分くらいの食しよく糧りようの値段。わたしの命の値段でもある。そんなに高くはない」

「──二度とそんな仕事はやらせない」

「朔耀様うるさい」

「うるさくはない！　余はそなたを失いたくないのだ！　──異国からやってきた美しい娘むすめを、気の毒なほど噓の吐けない純じゆん粋すいな娘を、余のために命をかけてしまうような愚おろかな娘を、愛してしまったのだ！　もう二度と危険な目に遭あわせず、守りたいのだ！」

「……わたしに母様みたいに接してほしいんじゃないの？　よしよしって」

「そなたこそうるさいぞ翡翠」

　朔耀様が顔を赤らめる。その姿は素す晴ばらしく美しく、更さらに可愛らしく、油断すると朔耀様の言いなりになってしまいそうだ。

「なんて小ずるい顔なんだろ」

「何が小ずるいと？」

「言わない！　わたしの弱点を教えることになっちゃう」

　顔を見なくて済むように、わたしは朔耀様に抱だきついた。

　母様にするように、その首に腕うでを回して身体にくっつく。温かくて、体重をかけても大だい丈じよう夫ぶそうな頼りがいがある。朔耀様はびくりと肩かたを震ふるわせると、わたしを引き剝はがそうとした。

「何をやっている!?」

「わたし、抱きしめてほしい。わたしは母様がやってくれたみたいに朔耀様に頭を撫なでてほしいし、一いつ緒しよに寝ねてほしいし、優やさしくしてほしい」

　朔耀様に甘えてみたいのだけれど、駄だ目めだろうか？

　抱きつきながらちらりと見上げてみたら、朔耀様が喚わめくように声をあげた。

「ここは牀しん榻だいの上で、余は服を半分脱ぬいでいるのだが、そなたは自分が一体何をやっているかわかっていないのか！」

「それって華燁国の子作りに関することでしょう？　朔耀様が箝かん口こう令れいを敷しいてるせいでわかりませーん！」

「ぐうううう……！　身から出た錆さびか？　ならば今教えてやる！」

「ちょっと！　わたしは朔耀様とくっつきたいのにどうして引き離はなそうとするの!?」

　わたしの肩を押して身体を引き離そうとする手に抗こう議ぎしたら、泣きそうな顔をされた。

「余は……もっとそなたと親しくなろうとしているのだぞ！」

「でもわたしは抱きしめてほしい。朔耀様はそうしてくれないの？」

　試ためすように見上げると、朔耀様はわたしを睨みつけながら唸うなった。

「ううう……っ、致いたし方ないっ！」

「きゃっ」

　朔耀様は一いつ瞬しゆん驚くほど強い力でわたしの身体を抱きしめた。

　うっとりするほど気持ちがいい。

　最近眠ねむれていなかったせいもあって睡すい魔まが襲おそってくるくらい。

「余の負けだな……そなたはいつも余から簡単に勝ち星を攫さらっていく」

　地上に誤って落ちてしまった星のような人が何か言っている。

　こんな人に、甘えられるのと同じくらい甘えないと勝てないのだ。

　ただ甘えるだけでもとても大変なのだから、簡単に見えるとしたら朔耀様の見み間ま違ちがいだ。

「……朔耀様、わたし、帰らないであげる。朔耀様の側そばにいてあげるね……約束する」

「そうは言っても、そなたは約束を破るからな」

「朔耀様が側にいていいって言ってくれるなら、いるよ」

　更に強く抱きしめられ、このまま息が止まってもいいと思えるほど幸福な気持ちになる。

「自分の痛みにばかり気がいって、そなたの心にも傷がある可能性を失念していた。幼子であったかつてならばともかく、今の余がこれではそなたを幸せになどできようはずがない」

　朔耀様がわたしの髪かみの毛を優しく梳すいてくれる。とてつもなく気分がいい。

　本当に眠くなってきた。

　朔耀様の胸むな板いたに頰を寄せて目を閉じると、心臓の音が聞こえた。眠ねむ気けを誘さそう韻いん律りつだ。

「幼い余の目にはそなたはただ強く……目映まばゆいほど強い光を身に纏まとう、明るく美しい娘に見えていた。だから、そなたに弱さがあるとは夢にも思っていなかったのだ」

　誤解を解いて朔耀様に理解させるために、わたしは命をかけてしまった。

　けれど、そうしてよかったと思う。朔耀様の心の在り処かを得られた。

　朔耀様の胸にぴったりと耳を押し当てて、その心臓の音が聞けるだけでこんなにも嬉うれしい。
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　最近、朔耀様が翠星宮に来ない。だからわたしは後宮を抜け出すことにした。

　そろそろ職業病をこじらせてしまいそうだったから、これは好機だ。

　……朔耀様に会えないのは全然嬉しくないけれど、まあ、良いように捉とらえたい。

　ここ最近は道士たちの監かん視しの目が緩ゆるんでいるし、今夜は侍じ女じよの監視も笊ざるだった。

　采春が監かん督とくから外れているのだ。だから、すんなり翠星宮を出ることができた。

　わたしは貴き妃ひの証あかしとなる紫し綬じゆの玉帯の代わりに、朝ちよう衣いを身に纏って男装している。

　貴妃として与あたえられた朝衣は少し豪ごう奢しやすぎるので、わたしと同じ年とし頃ごろの官かん吏りの多い青色の朝衣を手に入れてそれを着ていた。

　後宮から逃にげ出すつもりはない。ただ、後宮の外にある神しん仙せん廟びようへ行きたいだけだ。

　以前、後宮を出て朔耀様と一緒に神仙廟へ行く時には、嘉か猷ゆう門もんを通った。これは正門で、皇こう帝てい陛下も利用するため警備が厳重だ。

　だからわたしが目を付けていたのは通つう明めい門もんだった。これは後宮の南門で、内ない侍じ省の道士が頻ひん繁ぱんに利用する通用口だ。人の出入りが激しいので見つかる可能性が高いとも言えるけれど、人の出入りが激しいからこそ人の気配にそこまで頓とん着ちやくしないだろう。

　気配を殺して闇やみに紛まぎれて進むのは得意だ。山の中で、ずっとそんな生活をしていたから。

「裴貴妃が逃げるかもしれないから監視しろって命令、なんだったんだろうな」

「さあな。逃がしたくないから万ばん全ぜんを期したかったんじゃないか、朔耀様は」

　門に近づいたら見張りの衛え士じが立っていて、ちょうどわたしの話をしていた。

　思わず物音を立てかけたけれど、なんとか堪たえた。

「……それって、すごい話だよな？　まさか本当に裴貴妃は神仙の賜たまわりものなのかな」

「いや、そうじゃなくて。それだけ寵ちよう愛あいされているって話だろう」

「おまえ、さては白侍中派だな？」

「そういうお前は裴侍中派だろう？　琅玄様の話、頭から信じているのかよ……ないない。裴貴妃を見てみろよ。神仙が賜るような神秘なんて全くないない」

　貶けなされている気がする！　白恵顕だけじゃなく、派は閥ばつの人までわたしを馬ば鹿かにしている。

　どこまでいっても琅玄様だけがわたしの味方のようである。

「いやそれこそ、皇帝陛下が裴貴妃を寵愛しているって話の方が信じがたいだろ？」

　……琅玄様の派閥の人も味方じゃなかった！

「まあ、そうだよな」

　そうだよな、じゃない！　なんて失礼な人たちなんだろう。

　腹立たしいので容よう赦しやなく罠わなを発動させた。手にしていた紐ひもを思いきり引っ張ると甲かん高だかい音が数十歩先の壁かべ際ぎわの闇から響ひびいた。

「侵しん入にゆう者か!?　裴貴妃を寵愛している皇帝陛下に殺されるぞ!?」

「いや、違ちがう。神仙の賜りものに手を出したから殺されるんだ！」

　なんでわざわざ反論したの!?　教えて琅玄様派の人！

　一言物申してやりたい気持ちを抑おさえて、二人が離れた隙すきに門をくぐった。

　出た後はむしろこそこそとせず、堂々と歩く。

　夜の宮きゆう殿でんは静まりかえっているけれど、やはりどこかで働く人たちの物音が聞こえる。

　万が一誰だれかに見つかってしまったら、わたしはその人たちの一人のふりをするつもりだ。

　できれば誰にも見つからず神仙廟に入り、あの部屋を見つけるのが一番なのだけれども──。

「ぎゃああっむぐっ！」

「う、うるさい！」

　すぐに辿たどりついた真っ暗な神仙廟を敷しき地ちの外から覗のぞき込んだら、中にいた人に壮そう絶ぜつな悲鳴をあげられかけて思わずその口を手で塞ふさいだ。山で道案内をしていた時のくせが出た。

　わたしより少し年上の青年のようだ。朔耀様よりは下だろうか。

　彼が持つ燈とう籠ろうは小さく、薄うすぼんやりとしか見えないけれど、泣きそうな顔をしていた。

「落ち着いた!?　大丈夫？　……何かあったの？」

「お前が驚おどろかせるからだよ！」

　華燁国には妖よう魔まが出ないので、獣けものか人にでも襲われたのだろうかと思ったら、彼は涙なみだ目めで答えた。そんなことで恐きよう怖ふに満ちた声を出さないでほしい。

「お前、こんなところで何やってるんだよ。こんな時間に！」

「それはわたしの科白せりふでもあるよね？」

　努めて低い声を出して聞く。

　彼はわたしが後宮からの脱だつ走そう者で女だとは夢にも思わない様子で答えた。

「お、オレは見回りだ！　最近ここらで幽ゆう霊れいが出るだなんて噂うわさがあってだな。皇帝陛下の建てられた霊れい験げんあらたかな神仙廟でそんなことあるはずないのに、口さがないやつらが迷めい惑わくだから、この玄げん良りよう徐じよ様が一つその噂の正体を明らかにしてやろうと──うわああむぐっ！」

　冷たい風が吹ふいて対たい聯れんがひらひら揺ゆれたのを見て良徐が絶ぜつ叫きようしかけたので黙だまらせる。

　本当に何をしているんだ、この人は。

「そんなに怖こわがりで幽霊探しなんてできるの？」

「お、お前も探しに来たんじゃないのかよ」

「まあね、わたしもそんな感じだよ」

　わたしが探しているのは幽霊部屋だけれど。うまく誤解をしてくれたみたいなので、会話を切り上げてさっさと中に入っていく。本当に巨きよ大だいな建物になってしまっている。

　近くの楼ろう閣かくなどは取り壊こわされたか、延えん焼しようしたのだろう。

　きめの細かい暗あん灰かい色の石階段を上ると、龍りゆうの描えがかれた目め隠かくしの影えい壁へきが設しつらえられた薄うす暗ぐらい部屋があった。真っ暗なのに何な故ぜ見えるかって、燈籠を手にした人がわたしの後ろにくっついて来ているからだろう。

「……なんでついてくるわけ？」

「お前、正気か？　この暗い中を明かりもなしに入るだなんて！　お、オレがついていってやるから安心して行け！」

「いや、帰りなよ」

「何も見つけないで帰れるか！　同期のやつらに啖たん呵かを切って来ちまったんだよ……！」

　だったらついて来てもいいけれど、わたしの背中に張りつこうとするのはやめてほしい。

　後ろから腕うでを摑つかんでくる手を振ふり払はらうと泣き叫さけばれた。

「その青の服！　オレの方が品位が高いじゃないか！　オレは緑！　見ろよ！　敬えよ！」

「あー暗くて何も見えない」

「見えなくてもいいからオレを置いていくな！」

　何故か奇き妙みような道連れができてしまった。あまり一いつ緒しよにいて女だとバレてしまったら困るけれど、これだけびくびくしている人にはわからないだろう。

「お前、どこの省の人間だ？　名前は？　度胸があるやつは嫌きらいじゃないんでな、このオレが名前を覚えておいてやろう」

「いや、いいですよ。あなたみたいなビビリに名前を覚えられてもね」

「オレは勇ゆう敢かんな玄家の良徐だ！　誰がビビリだ訂てい正せいしろ！」

「じゃあ置いていってもいい？」

「確かにオレは夜の闇を前にすると無力かもしれない」

　良徐は潔いさぎよく己おのれの弱点を認めた。

「だけどな！　オレはこう見えて玄家の中でも有望視されている期待の進士なんだよ！　噂で聞いたことあるだろ!?　文武共に秀ひいでた官吏なんてそうそういるもんじゃない。太陽の下ではオレが最強なんだ！」

「ふうん、へえ、そう」

「興味なさすぎだろうお前！　嫌いじゃないぜそういうの！」

　有名な人らしいけれど、後宮にいるわたしまではその名は届いていない。

　知らないと言って勘かんぐられても嫌いやなので、適当にはぐらかすしかない。

「わたしのことはカワセミって呼んでいいよ。本名じゃないけど」

「思いっきり偽ぎ名めいかよ！　しかもカワセミって……うわあもう嫌だオレに対する嫌がらせか!?」

「なんでそうなるの？」

「だってカワセミって、ここで十年前に焼死した緑閃華国の公主の名前をもじっただろう！」

　ぎくりとしたけれど、わたしの様子に良徐は全く気づいていなかった。

「翡ひ翠すいと書いてカワセミとも読める……なんでそういうことするんだよ……性格が悪いな。お前白家の人間か？　オレが玄家の人間だからオレを苦しめようとしてるんだろう」

　白家と仲が悪いのだろうか。確かにわたしの唯ゆい一いつ知る白家の侍中は性格が悪い。

「白姓せいではないよ。あの人と一緒にしないでほしいな」

「へえ？　お前も被ひ害がい者しやか？　あいつらの鼻持ちならない態度は本当に腹が立つよな！」

　良徐と思わず握あく手しゆしてしまった。もしかしたらわたしたち、気が合うかもしれない。

「さあて、お前が白家じゃないならオレはもうなんでもいい。探すぞ！　緑閃華国から嫁とついできて、我が国の皇おう子じを焼き殺そうとして自分が死んじまった、愚おろかで憐あわれな美び貌ぼうの公主緑翡翠の幽霊をな……！」

「誰を殺そうとしたって!?」

「皇こう帝てい陛下だよ、朔耀様が殺されそうになったんだよ。知らないのか？　有名な話だろうに」

　絶句してしまった。この十年の間にとんでもない噂になっていた。

「まあ、公的な発表では犯人は別にいるけどな。そこはそれよ」

　どこがどれなのか。わたしが朔耀様を殺そうとした？

　根も葉もない噂話が宮きゆう廷ていに流れているという。全く信じられない話に背筋が凍こおった。

「陳皇后がやったんじゃないの？　あの人、捕つかまってないの!?」

「はああああああ!?　おまっ、不敬にもほどがあるだろっ！　陳皇太后陛下のことだよな!?　悪くすれば大逆罪だぞ！　九族皆みな殺ごろしにされてもおかしくないぞ!?」

「……あの人、今皇太后になっているの？」

「そりゃそうだ。嫡ちやく母ぼとして世話をしていた朔耀様が皇帝になられたんだからな」

　そんなことも知らないのか、と良徐は呆あきれたような顔だ。

　わたしはもしかしたら、勘かん違ちがいしていたのだろうか？

　あの火災は朔耀様の継まま母はは、陳皇后──現在は陳皇太后と呼ばれる人の仕し業わざだと思っていた。

　けれど十年後のこの世界で、彼女が普ふ通つうに過ごしているということは、違うのかもしれない。

　もしも陳皇太后が犯人なら、皇帝である朔耀様は見逃しはしないだろう。

　でも、そこでどうしてわたしが犯人だという話になっているのだろう？

　腹立たしくなって、良徐を置いていく勢いで猛もう然ぜんと歩くと、後ろからか細い声が追ってきた。

「待てって！　待って……頼たのむ泣くオレ」

「……仕方ないなあ。ったく、わたしに触さわらないで、離はなれて歩くならついて来ていいよ」

「偉えらそうだなあオイ。ありがとう」

　良徐を後ろにくっつけたまま神しん仙せん廟びようの捜そう索さくを行った。

　まずはわたしが気づいたらいた、百官を収容しうる広々とした廟びよう堂どうに入ってみた。

　けれど見み渡わたしてみても、それらしい地下室への道はない。

「白家……あそこは道士ばっかりだ。道士のやつらは神仙が絡からむと理性がぶっとぶやつばかりだし、あんなやつらを重用している皇帝陛下の気が知れねえ……皇帝陛下を侮ぶ辱じよくしているわけじゃないぜ!?」

　静まりかえった暗くら闇やみが怖いのか、良徐は一人でしゃべり続けていた。

　華燁国には白家、朱しゆ家、青せい家、玄家の四大家というのがあるらしく、良徐はそのうちの一つ、玄家の出らしい。白家は道士を、玄家は武人を輩はい出しゆつしているのだけれども、この二者のそりが合わないという。

「あー、なんとなくわかる。目の前に妖魔が迫せまってるのに、仙に祈いのればなんとかなるとか言い出す人を見てると、いや逃にげようよ!?　って思うもん」

「わかるか！　何事も行動しなくちゃ始まらないよな。別に神仙を疎おろそかにしようってわけじゃないんだけどよ。妖魔が目の前にいても毎日の行は欠かさず行わなくては……とか言ってそうなところあるよな、あいつら！」

　なんだかんだ仲良く話しながら神仙廟の中を歩き回ったけれど、肝かん心じんの部屋が見つからない。

「地下は埋うめられちゃった……？　いや、わたしは出られたし」

　だけどそもそも、十年の時を飛び越こえているという時点でおかしな話だ。

　たとえ埋め立てられている壁かべを抜ぬけられたっておかしくないし、煙けむりのように部屋が消えていたとしても、理り屈くつが通らないのは同じである。

「お前さ、ほんとに何探してんだ？　乗りかかった船だし、教えてくれりゃ手伝うぞ」

「そう？　それじゃ……地下室を探しているんだよね」

「地下室？　なんでだ？　──まあ、言いたくないなら聞かないけどよ」

　良徐は怖こわがりなだけでなく、親切ないいやつだった。

　暗闇にも慣れてきたのか、垂たれ布をめくり柱の裏側を一人で覗のぞけるようにもなってきた。

　だから心の中で二手に分かれようと呼びかけてから、手前にある隣となりの棟むねの捜索をしていたら、廟堂から甲かん高だかい悲鳴が聞こえてきた。そろそろ誰だれか見つかるよ、良徐のせいで。

「女の子みたいな悲鳴あげてどうしたの？」

「キャア、今……！　今！　ひいいいいいいい！」

「ああ、なんかいるね」

「アアッ！」

　良徐はか細い声を喉のどの奥から絞しぼり出すと、床ゆかに張りついて動かなくなった。山で案内している時に妖よう魔まの前でこれをやられると、わたしが命がけで妖魔を追い払わなくちゃならなくなるから本当に困るのだ。なんだかとても苛いら々いらしてきた。この人踏ふんでもいいかな？

「しかも、幽ゆう霊れいじゃないし。良徐ー、幽霊じゃないよー」

「幽霊なんかいない！　オレは斬きれないものは信じない！」

　じゃあなんでここにいるんだろう？　と思いながら猫ねこを追い払う。

　宮中で飼われているのだろう。白い毛並みが闇やみの中にぼわっと浮うかび上がっている。猫に勝てないなら最強だなんて名乗らないでほしい。

「オレはもう……駄だ目めだ。逃げろカワセミ……！」

「行っていいの？」

「頼む待て」

「どれぐらい待てばいいのかな？　見つからないし、そろそろ帰ろうかと思うんだけど」

「……大変な事実が発覚したんだが」

「何か見つけたの？」

「いや、オレの腰こしが抜けただけだ……アアアアアアアアア待って！　待って!!」

「騒さわがないでよ！　見つかっちゃうでしょ!?」

「オレは置いていかれたら全力で泣き叫さけぶぞ。それが嫌なら……オレを背負って連れて行け」

　こんなに情けない脅おどし方をされたのは初めてだ。

　地べたに這はいつくばる良徐を仕方なく背負った。燈とう籠ろうは自分で持たせている。腹が立つほど重い。

「オレは玄良徐。今は兵ひよう部ぶ省にいる。何か困ったことがあれば訪ねて来いよ」

「わたしはカワセミ、名前は言わない」

「ま、いいけどな。それってオレのコネを当てにしてねぇってことだし。よかったらこれからオレと来ないか？　今仲間が妓ぎ楼ろうで飲んでるんだよ。紹しよう介かいするぜ」

「遠えん慮りよしておくよ」

「ふうん？　いいのかよ。昨年の科挙における成績優ゆう秀しゆう者ばかりの会なんだぜ？　顔を繫つないでおいたらきっとお前の将来の役にも立つだろう。状じよう元げんもいるぞ？」

　重ねて遠慮すると、良徐はわたしの背中の上で笑った。元気そうだから落としてもいい？

「それなら、今度縁えんがあったら飲もうぜ、な？」

「そうできたらいいね」

　流石さすがに朔耀様に怒おこられそうな気がするけれども、そんな機会があったら面おも白しろい。

　神仙廟から出て月明かりに照らされると途と端たんに元気になった良徐と別れた。

　明らかに破落戸ごろつきではなく幽霊を警けい戒かいしている様子の良徐に途と中ちゆうまで一いつ緒しよに行こうと誘さそわれたけれど、外に出る良徐と違ちがってわたしは更さらに奥に入るのだ。

　渋しぶる良徐を安あん仁じん門もんから追い出して、姿が見えなくなるのを見計らってから通明門に戻もどった。

　……けれども何な故ぜか警備の衛え士じの数が増えている。

「侵しん入にゆう者は見つかったか？」

「いや、まだだ。そもそも侵入されたのかどうかもわからないが……」

「もしも俺たちが門を離れた隙すきに侵入を許していたとしたら！　……俺たちは殺される！」

　侵入したんじゃなくて出たんだけれど、何やら大おお事ごとになっているみたい。

　懐なつかしい。関所抜けの道案内をしている時にもこうして衛士を騒がせたものだ。

　こういう時には別の道を探すしかないのだけれど、他ほかに後宮に戻るための道は……嘉猷門しかない。元から警備が厳重な門なので、通るのは難しいだろうけれど、一応様子を見にいった。

　神仙廟の近くにある、居い眠ねむりする衛士に守られた暉き政せい門もんを通り抜けると承しよう慶けい殿でんが見えてくる。その横を通り過ぎ、左手に見えるのが嘉猷門だ。

　何故か、警備の衛士が立っていない。

「……采春？」

　警備の目のない嘉猷門を、悠ゆう々ゆうと通り抜ける女官は間ま違ちがいなく采春の顔をしていた。

　わたしはその後を追った。そうしたら、すんなりと後宮に入れてしまった。

　あとは采春が戻る前に翠星宮に帰り、何食わぬ顔で寝ねてしまえばいい。

　けれど、なんとなく気になって、采春の後を追ってしまった。

　采春は嘉猷門にほど近い場所にある大きな宮きゆう殿でんへと入っていった。

「……珠しゆ栄えい宮きゆうに、なんの用が？」

　そこは、陳皇太后の宮殿だ。何故か心がざわついた。

　朔耀様が陳皇太后に手出しをしていないということは、きっと十年前の神仙廟での火災については、陳皇太后は無実だったのだと思う。けれど、朔耀様を嫌きらっていたのは確かなのだ。

　だって、この国に嫁とついで来てからたくさんの人に憐あわれまれ、恐おそれられ、忠告された……朔耀様自身もまた、陳皇太后に怯おびえていた。

「火事がなくたって……どうして陳皇太后はまだ偉そうにしてるんだろう？」

　朔耀様は優やさしいから、昔のことは水に流して許してしまったのかもしれない。

　とてつもなく口くち惜おしく、歯がゆい。

　朔耀様に悲しい顔をさせただけで、罪としては十分だと思うのに、罰ばつされなかったのか。

　わたしなんかにできることは何もない。わかってはいても、もどかしい。

「どうして朔耀様に意地悪をしていた人の宮殿に行くの？　采春……」

　十年の間に様々な決着がついているのだとしたら、この複雑な感情は見けん当とう違ちがいのものだろう。

　けれど、わたしの心の整理はまだ、何もついていなかった。
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「翡翠さーん、ご機き嫌げんいかがーって、うわ！」

　朝から翠星宮にやってきた琅玄様は、声をあげて飛び退のいた。

　部屋に入ってすぐのところに、叩こう頭とうするわたしがいたからだろう。こんなに頭を低くしたのは初めてかもしれない。

　采春は「頭を上げてくださいませ」と苦り切った顔で繰くり返した。

　けれど、わたしは頭を下げるのをやめない。だって顔を上げたら説教が再開されるだけだ。

　わたしも夜の行き先を言う気がないから、堂どう々どう巡めぐりをすることになる。

　……バレてしまったんだよね、脱だつ走そう。一応、後宮の外に出たのはバレていないはずだけれど、少なくとも翠星宮の寝しん室しつを朝服を着て抜ぬけ出したのは露ろ見けんしてしまった。

　牀しん榻だいの上の毛布を、あたかもわたしがくるまっているかのように膨ふくらませておいたのだけれど、女官の誰かが温おん石じやくを替かえるためにめくってしまったらしい。ありがとう。

「夜、お一人で出歩かれるなど……翡翠様には敵が多いのですよ。異例の貴き妃ひへの抜ばつ擢てきですもの。快く思っていない方は多数いらっしゃるのですからね──」

　悲しげな顔をして、わたしの身を案じてお説教をする采春の目は慈じ愛あいに満ちている。

　朔耀様ほどズバズバ人の心を見み抜ぬけるわけではないけれど、今の采春の気持ちを見誤るほどわたしの目は節穴じゃない。まるで母様のような目をしてわたしを見るのだ。

　胸が痛くて、何度謝っても謝り足りないくらい、謝り倒たおしたくなってしまう。

「ええっと、夜中に翠星宮から抜け出していたの？　あんまり無む茶ちやをするのはやめてよね、翡翠さん。朔耀様がまた悲しまれるよ」

「誠まことに申し訳ございません、琅玄様。此こ度たびの不始末は全すべてお仕えするわたくしの不徳の致いたすところでございます。どうぞ、処分はわたくしのみに下されますよう伏ふしてお願い申し上げます」

「ええっ!?　そこまで怒られるようなことしたかな……？」

「罰なんてないですよ！　少なくとも采春さんには」

　琅玄様は慌あわてた様子でそう言った。わたしにはどうなるの？

「もし翡翠さんが翠星宮を出た上に後宮からさえ抜け出していたとしても」

　琅玄様は意味深な目つきでわたしを見た。もしかしてバレてる？

「──朔耀様が翡翠さんを処分するとなったら、僕はその処分から翡翠さんを守る立場ですよ？　僕は翡翠さんの義兄あになんですから、許しを請こう相手は僕じゃありません」

「え？　あにって何？」

「うん？　あれ？　言ってない？　僕、裴琅玄っていう名前なんだよね」

「わ、わたし……裴翡翠、じゃなかったっけ？」
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「そうそう。翡翠さんは貴妃に冊さく立りつされるにあたり、戸こ籍せき上、僕の義父の子となったわけだね」

「それじゃ琅玄様が……お、お義兄にいちゃん？」

「はっ、甘美な響ひびきだね!?　何これ、びっくりするぐらい嬉うれしい……僕って妹が欲しかったのかな……!?　だけどお義兄ちゃんなんて呼ばれているのがバレたら朔耀様に殺されそう」

「じゃ、呼ぶのやめるね」

「やめるのをやめて！　お義兄ちゃんって呼んでほしい！」

　采春が恐こわい顔をしてわたしたちを見ている。お義兄ちゃん助けて。

「そういえば、翡翠さん、全然支し度たくしてないね。早く準備をしないと！」

「うん、なんの？」

　助け船かな？　と思ったけれど、琅玄様は本当に困こん惑わくしているようだった。

「朔耀様に聞いていない？　牡ぼ丹たんの花を観みにいく約束をしているって言っていたけど？」

　アレ？　と首をひねる琅玄様の言葉に、わたしはすごく驚おどろいてしまった。

「約束しました！　まさか、そんな約束まで覚えてるなんて」

「翡翠さんとの約束を守るためにって、ここ数日は夜までずっと執しつ務むを詰つめて頑がん張ばっていたんだよ。だから朔耀様のこと、後で褒ほめてあげてね」

「翡翠様、お約束をされていたのであれば、教えていただかないと困りますよ。それでは急いでお支度を致しますが、少々お待ちいただけますでしょうか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。朔耀様もこれからお支度をされるところだし、お忍しのびの行幸だからそれほど仰ぎよう々ぎようしいものではないしね」

　慌ててわたしのために準備を始める采春は、やはりわたしへの思いやりに満ちている。

　……采春は侍じ女じよとして、色々な仕事を抱かかえている。何か用事があって珠栄宮に行ったのかもしれない。または、全く私的な理由かもしれない。采春も後宮内に様々な人間関係を持っているだろう。それ以上詮せん索さくしなくてはならないほど、決定的な何かを見たわけではない。

　ただ外に出ていたのを見ただけだ。無人の嘉猷門を通って後宮に戻り、珠栄宮に入っていったのを、目もく撃げきしてしまっただけなのだ。

　……気にしすぎているのかもしれない。今は、朔耀様とのお出かけについてだけ考えよう。

　約束を覚えていて、しかも守ろうとしてくれているのが、とても嬉しかった。
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　わたしの侍女だけでも数十名いるのだから、推おして知るべし。

　朔耀様のお供も合わせると、とてつもない人数に膨れ上がった。

　わたしと朔耀様のためだけに集められた人たちは、牡丹観賞なんてしている暇ひまはないらしい。それでも一応、それぞれに楽しんではいるようだ。侍女たちによると、皇こう帝ていの旗持ちは貴族の美しい貴公子たちで揃そろえられていて、目の保養らしい。貴公子鑑かん賞しようが楽しいなら何よりだ。

「これがお忍びだなんてすごいね、お義兄ちゃん」

「──琅玄、そなた翡翠にそのように呼ばせているのか？」

「げっ、朔耀様！」

　現れた朔耀様を見た時、一いつ瞬しゆん目が眩くらんだ。

　上部に金の龍りゆうを縫ぬい取り五色の錦にしきで飾かざった曲きよく蓋がいの下で、春の風に髪かみをなびかせる朔耀様の顔が輝かがやいて見えるのはどうしてだろう。

「翡翠、こちらへ」

　朔耀様に手を差し伸のべられて取る。久しぶりに朔耀様の手を握にぎる。

　温かな大きい掌てのひらに包まれると安心してしまう。

　導かれて玉ぎよく輅ろの側そばに赴おもむく。大きな車で、四頭の馬に引かせるらしい。

　孔く雀じやくの羽蓋、精せい緻ちな金飾りの欄らん干かん、彫ちよう刻こくに玉の象眼された低い壁かべの囲いの中には游ゆう鱗りんの織り出された絢けん爛らんな絨じゆう毯たんが敷しかれている。周囲の侍じ臣しんは旗を持ち、風に吹ふかれ翩へん翻ぽんと翻ひるがえる姿はまるで舞まう龍の尾おのようだ。

　これに乗る朔耀様は素す晴ばらしく威い儀ぎに満ちているだろう。

　朔耀様が、わたしの手を握ったままその上乗くるまに乗ろうとする。

「まさかわたしもこれに乗るの……？」

「共に輿こしに乗っていく約束だろう」

「えーっ、そうだったっけ？」

「……余が覚えているというのに、つい先さき頃ごろ約束をしたばかりの感覚のそなたが覚えていないとはどういう了りよう見けんだ」

　じろりと睨にらまれるけれど、怒おこっているというほどじゃない。

「輿が想像と違ちがいすぎるのがいけないんだよ！」

「ふん、乗れるのなら問題はあるまい？」

　手を引っ張られて榻登ステツプを踏ふみ、玉輅に上る。

　柔やわらかな絨毯の踏み心ごこ地ちはいいけれど、高い目線には居い心ごこ地ちの悪さを感じた。

　ここはわたしがいて許される場所なのだろうか？

　そうした不安は、並んで座る朔耀様に肩かたを抱だかれて霧む散さんしていく。

「華か陽ようには美しい花を咲さかせる寺社がいくつもあるが、最も見事な牡丹を咲かせたと豪ごう語ごする寺から文ふみが来てな。仙せん宝ぽう寺じというのだが、その名にふさわしい花があるか確かめるとしよう」

　昔も同じようなことを言っていた。けれど言葉の響きが違って聞こえる。

　今の朔耀様は、都の有様を誇ほこらしげに語るのだ。

「……朔耀様、お願いがあるんだけど、言っていい？」

「どうした？　欲しいものがあるのなら構わない。ただし故国については触ふれるな」

「そうじゃなくて。その、わたしの口出ししていい筋合いではないんだと思うんだけど……」

　動き出す玉輅の上で言葉に迷う。言ってはいけないことかもしれない。

　けれど、胸に靄もやのような思いを抱えたまま、黙だまっていられる性格ではなかった。

「ここ最近翠すい星せい宮きゆうに来なかったのは、他ほかの妃きさきの宮を巡めぐっていたから……じゃないのかな？　琅玄様は、朔耀様は夜よを徹てつして執務をとっていたと言っていたけれど」

　朔耀様が目を丸くする。やはり聞くべきではなかったかもしれない。

「何な故ぜ、そのようなことが気にかかる？」

「それがよくわからないんだけど……たぶん、こういうこと、なんだと思う」

「……こういうこと？」

「つまり──わたしだけ華燁国の子作りのやり方がわからなくて、仲間はずれにされている気持ちになるからだと思うんだよね！」

　馬を操縦していた琅玄様が思いきり咳せき込んだ。砂さ塵じんでも巻き上げたのかもしれない。

　何故かそんな気の毒な琅玄様を朔耀様は睨んだ。琅玄様は顔を逸そらす。

「みんなは知っているのに、わたしだけ知らないというこの疎そ外がい感！　きっとこれが解消されれば、わたしはモヤモヤした気持ちを抱いだかずに済むと思うんだよね。わかるかな？　朔耀様」

「悪いが全くわからない」

「なんで!?」

「余はもう少し違う言葉を期待していた。まさかそう来るとは……」

　朔耀様は頭を抱える。

　一体どんな機転の利きいた言葉を待たれていたのだろう。面おも白しろいことが言えなくてごめんね。

「朔耀様が夜に来てくれなくて、他の女の人といると思ったら、なんだかすごく嫌いやな気持ちで……そりゃ、朔耀様はわたしのものでもなんでもないんだし、朔耀様が気にすることじゃないのはわかってるんだけど」

　どんな言葉を使えば伝わるのだろう？　詩才でもあれば的確な表現を見つけられるだろうに。学がないのを恨うらめしいと思ったのは初めてだ。

「でも、朔耀様が他の人と、わたしの知らないことをしていると思ったら、やっぱりものすごく嫌なんだよね。朔耀様のいない牀しん榻だいは広いし、冷たいし、寂さみしいし──」

　半泣きで言いつのっていると、不意に視線に気づいて、ぎょっとした。

　朔耀様が金の瞳ひとみを見開いてわたしの顔を凝ぎよう視ししている。

　その食い入るような眼まな差ざしはあまりにも熱っぽく、思わずのけぞった。

「へ？　あの、朔耀様？」

「続けよ」

「えっと、何を？」

「余のいない牀榻で独ひとり寝ねするのは寂しいと言ったな？　その続きを話せ」

　続きなんてない。朔耀様がいると温かく、手を握るとすぐに眠ねむれる。それだけの話だ。

　けれど強しいて言うのなら──。

「もし、他のお妃様の宮に行くのなら……その前に、わたしに教えてくれないかな？」

　朔耀様の射るような視線を目まの当たりにしたせいか、思わず囁ささやくような声になる。

「他の宮へ行くことはない」

「へ？　それは、わたしにこの国のやり方を教える予定はないってこと？」

「違う。そなたには必ず教え込む。──華燁国の、余のやり方を」

　朔耀様が艶えん美びに微笑ほほえむ。形のいい柳りゆう眉びが意味深にしなり、薄うすい唇くちびるが蠱こ惑わく的に歪ゆがみ、合間から赤い舌が覗のぞいて見える。ぞっとするほどの美しさだった。金の瞳は蜂はち蜜みつのように甘く蕩とろけ、わたしの姿が映っていると思うと総毛立ち、胃がひっくり返りそうになる。

　野の獣けものに喉のど笛ぶえを銜くわえられているかのような危機感を、どうして朔耀様に覚えるのだろう。

「その日が来るのが楽しみだ」

　朔耀様はわたしを見下ろしながら、目を細めて笑った。




　翠みどりの壁に紅玉が実るような百枝の牡ぼ丹たんは、まるで燃えているかのように赤々としている。

　山で見かけたら、山火事かと見まがうだろう。

　百花の炎ほのおに、国中の人が殺さつ到とうしているのではないかというほどの大混雑の様相を呈ていしていた。わたしたちのために道を空けさせるのが申し訳ないほど足の踏み場もなく人が入り乱れる。

　酷ひどく窮きゆう屈くつそうだけれど、誰だれもが酔よっ払ぱらっているかのように陽気だった。

　ふと覚えのある油と煙けむりの臭においを感じて見ると、寺廟びようが燃えているわけではなく、ただ露ろ店てんが出ているだけだった。大きな鉄てつ鍋なべの中、沸ふつ騰とうした油で何かを揚あげている。

　揚げる横で他の作業もしていた。鉄てつ板ぱんの上で溶といた小麦粉を薄く焼いて、その上に刻んだ木の実を載のせていく。胡桃くるみ、松の実、干ほし柿がき、銀ぎん杏なん、栗くり、杏きよう仁にん──そこに蜜みつや白糖、葱ねぎや生しよう姜が、塩で調味した羊肉の餡あんを加えて、小麦粉の皮で巻く。

　それを油で揚げているから香こうばしい匂においが漂ただよっているのだろう。木の実の春巻きだ。美味おいしそうでじっと見ていたら、ふと耳に覚えのある声が聞こえた。

「カワセミ……？」

　玉輅の上から首をひねって振ふり返ると、旗持ちの貴公子の中に見知った顔がいた。

　玄良徐だ。胡う乱ろんな眼差しで玉輅の上のわたしを見つめている。特別に見目の美しい貴公子ばかりが選ばれて旗持ちをしていると聞いたけれど、そうでもないらしい。

「翡翠、余以外の男に見とれるとは一体何事だ？」

「ちょっと待って、朔耀様。見とれてなんかいないからね」

「確かに見つめあっていたように見えたが？　──このような男が好みだとでも言うのか」

「ひっ」

　笑えみを湛たたえながらも笑っていない朔耀様の目に見み据すえられた良徐は小さく悲鳴をあげた。

「やめてよ朔耀様！　侍じ女じよたちから麗うるわしい貴公子だけが旗持ちができるって聞いていたのに、なんか違う感じの人が交ざってるなって見ていただけなのに！」

「ふむ……翡翠は本当にそう思っているのだな。ならばいい」

「んにゃろう……」

　良徐が小さな声で呟つぶやいている。朔耀様に向かってその言い草は良くないと思う。

「そんなことより、賑にぎやかだね、朔耀様！」

「まず初めに出てくる感想がそれか。牡丹の美しさではないのだな」

「牡丹も綺き麗れいだと思う。でもそれより、こんなにたくさんの人が夢中なのがすごいなって！」

　人々はぽっかり口を開けて空を見上げていた。

　寺廟に向かう沿道にも牡丹が咲き乱れているのだ。それを見上げたまま、足あし下もとにはなんの注意も払はらわず、ふらふらとした足取りで道を歩いていく。階段を上り寺廟に着くと、いつもは締しめ切られている奥の廊ろう下かまで一いつ般ぱんの見物人が入れるように開放しているらしい。細い回かい廊ろうをゆっくりと歩けば、山を燃やす無数の牡丹を一望できるのだろう。自分の番がいつ来るか、今か今かとばかりに楽しげに待っている人たちの顔を見ているのが楽しい。

「すごいなぁ……ここにいる人たち全員、花を観みにきているだけなんだよね？　それなのにこんなに楽しそうで……」

「翡翠にとって牡丹は珍めずらしいものではないのか？」

「この季節になると、山の一角には牡丹で真っ赤になる場所もあったなあ。少し上に登って見下ろすと、牡丹紅の絨じゆう毯たんが広がっているようにしか見えないの」

「そなたが暮らしていた山を見てみたいな。牡丹紅の絨毯とは、さぞや見事なものだろう」

「朔耀様が来てくれたら、案内したいところがいっぱいあるよ！」

「そなたの母の廟も参らねばならんな」

「うん。わたしも母様に朔耀様のことを紹しよう介かいしたいな」

「ならばその時が来るまで余の側そばにいろ。そなたが恋こいしく思う母親の廟を永遠に参らせないとは言わない。だが、今すぐには難しい」

　難しいどころか、無理な話だ。わたしの母様の廟は緑閃華国の山奥にある。

　華燁国の皇こう帝ていや貴き妃ひが行けるような場所ではない。

「余は、そなたと母を引き離はなしたいわけではない。ただそなたを失いたくないだけだ。だからそなたが望むのであれば、いつかきっとそなたを母に会わせよう」

　たとえばの夢物語としてではなく、朔耀様は断言する。

「必ず叶かなえると約束しよう、翡翠」

「あの、気持ちは嬉うれしいけど、無理はしないでくれていいからね？」

「この約束だけではなく、他ほかの約束も全すべて果たしてみせる。だから軽挙は起こしてくれるな。余は翡翠と違ちがって噓うそは吐つかないのだから」

　十年前と同じように朔耀様は言う。十年前とは立場は全く変わってしまっているのに。

「時間はかかるだろうが必ず叶えてみせる。……故ゆえに、余が他の女のものになるかもしれないと気に病やむ必要はないというわけだ。なあ？　翡翠」

　朔耀様はからかうような口調だった。けれど、何をからかわれているのかわからなかった。

「朔耀様が、わたし以外の人のものにならないとしたら、わたしはとても嬉しいなぁ」

　息を詰つまらせて朔耀様が目を見開く。一体何に驚おどろいているのだろう。

「変なの……とられたくないなんて、子どもみたい」

「……何も、変などではない。余も同じ気持ちなのだから」

「朔耀様も子どもみたいなところがあるもんね？」

「大人だからこそ、という感情でもあるのだが。翡翠にはまだわからないかもしれないがな」

　朔耀様が優やさしい目をしてわたしを見下ろす。わたしはこの美しく優しい目に弱いんだ。

　守られているような安心感と、守らなくてはならないというような使命感を覚える目だ。

「愛している、翡翠」

　朔耀様の大きな手がわたしの頰ほおに触ふれた。

「そなたが生きてここにいてくれる。だから余は約束を果たすことができる。もし、そなたが火災に巻き込んだ余を憎ぞう悪おし復ふく讐しゆうのために余の側を離れようとしているのでなければ──」

「違う！」

「──違うのであれば、余に挽ばん回かいの機会を」

　朔耀様がわたしに向けてくるこの熱を孕はらむ瞳や、そこに宿る熱情が心ここ地ちいい。

　結ばれた手が温かく、振りほどけないほど優しい。

　それなのに、その目に宿る感情は火のように熱そうだ。

「朔耀様、もしかしてわたしも──」

　愛しているのかもしれない。朔耀様と同じ種類の気持ちで。

　伝えようとした時、牡丹を観賞していた人々の間から悲鳴があがった。

「何が起きた！」

　混乱する護衛の中から、一早く飛び出したのは良徐だった。彼は騒さわぎの方に走っていき、そこで起きていることを確かく認にんすると飛ぶように戻もどってきた。

「皇帝陛下、妖よう魔まが現れたようでございますッ！」

「妖魔だと……!?　ここは華燁国の都、華陽だというのにか……っ！」

　朔耀様が愕がく然ぜんとする。侍じ臣しんも護衛の兵士たちも呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている。

　地を這はう人々が騒そう然ぜんとして、蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ惑まどう。

　その間から、妖魔が躍おどり出た。

　狐きつねのような姿、白い尾おに、通常の鳥ちよう獣じゆうにはありえないほど長い耳。

　ずる賢がしこそうな目で玉ぎよく輅ろの上にいるわたしたちを眺ながめていたかと思うと、また人ひと混ごみに紛まぎれ込もうとし、押し合いへし合いする人々を恐きよう慌こうの中に叩たたき落とした。

　わたしも、華燁国へ来て妖魔に遭そう遇ぐうするのは初めてで、驚いた。

　しかしこの場にいる誰よりも落ち着いてはいたかもしれない。

　だから逃げようと必死になるせいで、足下に転げた男の子がいることに気づいた。

　気づかない人々を見て、わたしは思わず玉輅の上に立ち上がっていた。

「みんな落ち着いて！」

　思わず声を発していた。

「それは人を食べる妖魔ではない！　落ち着いて！」

「……翡翠、あれを知っているのか」

　驚きに掠かすれた声をする朔耀様に聞かれ、肯うなずいた。

「あれは[image: し]し狼ろう」

　生きた人は食べない。ただ、この妖魔がいいものかと聞かれたら、そうではない。

　凶きよう兆ちようを運んでくる妖魔だ。けれど、それは今は関係がないだろう。

「あれは生きた人を食べないし、襲おそわない。ちょっかいをかけなければ大だい丈じよう夫ぶ。ここから出たい人は落ち着いて歩いて、押さないで！」

　声を張り上げてはみたものの、誰だれがわたしのような小こ娘むすめの声に耳を傾かたむけてくれるだろうか。

　そんな考えはいい意味で裏切られた。

　意外なほど、周囲の人々はわたしの言葉を聞いてくれていたらしい。

　緊きん張ちようした面おも持もちをしながらも、わたしの顔を見あげている。固かた唾ずを吞んでわたしの言葉を待っている。多くの人々の耳じ目もくが全てわたしに向いている。

　確かに聞いてほしい、見てほしいと思った。我先に逃げようとする大人に押しつぶされかけていた子どもが起き上がるために。ふと見れば、落ち着きを取り戻した近くの男に子どもは助け起こされていた。よかった、と安心すると、途と端たんにこの状じよう況きように気け圧おされてしまった。

「あ、あの──」

　とてつもない人数の人たちが、わたしの言葉を待ってくれている。

　こんな状況は初めてだった。誰もがわたしの言葉を頭から真実だと信じているみたいに、縋すがるようにわたしを見上げている。

　圧あつ倒とうされてしまって、続く言葉を待たれているのは痛いほどわかるのに、何も言えなくなる。

「これが権力というものの力で、責任なのだ。翡翠」

　朔耀様はわたしの耳元で囁ささやくと、後を引き継つぐようにわたしの言葉を繰くり返してくれた。

「先ほどの妖魔の名は[image: し]狼しろう。生きた人間を喰くらいはしない。余計な手出しをしなければ問題はない」

　朗々と響ひびく言葉はとても正しく、その言葉に従えばなんの心配もないように聞こえた。

　朔耀様の言葉を聞いた人々はほっとした様子だった。

　ならば牡ぼ丹たんの花見を続けようとばかりに、気にせず列に戻った人すら多かった。

　一いつ瞬しゆん前まで朔耀様が、あの妖魔について何も知らなかったのが信じられない。

　言葉一つで人々を安心させることができる。それが皇帝である朔耀様の力で、役目なのか。

　……朔耀様は、本当にとんでもない力を持っている人だ。それを正しく使える人なのだ。

　たとえ朔耀様がわたしを愛してくれていたとしても、こんな人にわたしの気持ちなんて、伝えてもいいものなのだろうか。

「皇帝陛下。もしお戻りになるのでしたら、よろしければ私がこの場に残り、先ほどの妖魔の足取りを追います。騒ぎが起これば鎮ちん圧あつします。指揮を任せていただくことはできないでしょうか」

[image: ]

　申し出たのは良徐だった。緊張した面持ちで朔耀様を見上げている。

「そなたの名は？」

「玄良徐と申します！」

「なるほど、玄家の者か。武に秀ひいでただけではなく、勇を持ち即そく断だんし動ける者がこの場に残ってくれるのであれば心強い。後を頼たのむ」

「はっ、お役目をいただき光栄でございます！」

　玉輅が向きを変え、ゆっくりと来た道を戻る。わたしたちが帰るのを見て人々は不安そうな面持ちになる。そんな人々の不安を引き取って、良徐が残ってくれた。

　──わたしたちの声は、わたしが思っている以上に聞かれているし、遠くへ届く。

　それを初めて知った。だから普ふ通つうに話すのは憚はばかられて、帰き途との途と中ちゆう、小声で伝えた。

「朔耀様、あれは凶きよう事じを報しらせる妖魔で、その……国内で戦いくさが起こるかもしれません」

「そうか」

　朔耀様は険しい顔つきで肯いた。

　山奥で遭遇する分には、妖魔の版図に人間であるわたしが足を踏ふみ入れているだけだ。

　ただ、妖魔が人里に出てくる時には大たい抵てい意味がある。

　妖魔は神しん仙せんの采さい配はいを嗅かぎ取るのだ。あの妖魔は近々起こる戦乱の臭においを嗅ぎつけて、まだ死んでもいない人々の屍し肉にくを貪むさぼりにきたのだろう。

　この天の采配をねじ曲げるには、それこそ神仙に祈いのる他ほか、道はない。
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　華燁国の人は本当に妖魔のことがわからないらしい。

　以前からわたしは朝ちよう衙がに度たび々たび出席させてもらってはいたけれど、その会議には一いつ切さい参加していなかった。けれど今回、朔耀様の許しを得て各州の都と督とくから挙がってきた妖魔についての報告書を見せてもらえた。簾すだれの内側で、だけれども。

「青い鵲かささぎみたいな鳥で嘴くちばしが白かったって？　白い目に白い尾じゃなかった？　だったら青せい耕こうだと思うんだけど」

「裴貴き妃ひ、次の頁ページをご覧いただければ。鳴き声がまさにその名だったそうです」

「ああ、ならいい妖魔なんだけれどな。側そばに置いておくと疫えき病びようの蔓まん延えんを防いでくれると言われている。勿もち論ろん人は襲わない」

　見慣れない鳥がいると大おお騒さわぎになって追い立ててしまったらしい。

「氈かも鹿しかのようだけれど四つの角がある獣けものね……たぶん、[image: き]き。殺してしまったなんてもったいない。人慣れしないけれど気が向くと乗せてくれるし、一日で山でも千里走る」

　報告書にあがってきた妖魔たちは、緑閃華国なら、瑞ずい獣じゆうと喜ばれるような獣が多い。

　それなのに華燁国の人は見知った獣と違ちがうというだけで恐おそれて、遠ざけたり駆く除じよしてしまったりしている。

「……華燁国には瑞獣なら出るんだよね？」

「麒き麟りんや鳳ほう凰おうの目もく撃げき例はあるし、瑞ずい兆ちようとされている」

　朔耀様の言葉に居並ぶ大臣たち、琅玄様、白恵顕も重々しく肯いた。

　妖魔のたぐいではあるけれど、瑞獣ならばこの国の人も問題ない。

　けれど、有名な瑞獣以外については、華燁国民は疎うといようだ。

「この国は、王様が統すべる土地の人を全員守る国、だよね？　これまでだって妖魔を全すべて排はい除じよしていたわけじゃないはずだよね。それなのにどうしていきなり報告例が出てきたの？」

「恐らく、民たみは不ふ安あんに駆かられているのでしょう……本当に今の皇こう帝ていが我々を守れているのだろうかと。……だから、声をあげている」

「白侍じ中ちゆう、それは！」

「翡翠、そなたは妖魔に関しての助言のみでよい。他の事こと柄がらには口を出すな」

　とっさに反論しようとしたのに、朔耀様に止められてしまい、口を噤つぐんだ。

　白恵顕は、最近どんどん朔耀様への当たりが冷たくなってきた。

　たくさんの意見がある中で、白恵顕の意見だけが冷れい徹てつならそれでもいい。

　白恵顕につられるように、賛同する人が多いのが問題だった。

　白恵顕の朔耀様への強い意見は止まらない。

「確かに……華燁国にいて問題のない瑞獣の報告も交ざっているのでしょう……天宗の時は様々な瑞獣が国中に溢あふれた素す晴ばらしい時代であったそうです。それこそまるで、仙せん郷きようのごとく……。ですが、裴貴妃、意図的に説明を飛ばした妖よう魔まがいくつかいますね……？」

「……人を襲う妖魔はいません」

「……不ふ吉きつな妖魔は交ざっている、でしょう？　……私は修しゆ行ぎよう先で妖魔を見たことがあります。……今回現れた妖魔についてですが……貴女あなたは名前を知っている。……ならばその妖魔が異国でどのように言われているのかもご存じのはず」

　簾越ごしでもわかる。白恵顕はわたしを、敵かたきを見るような目で睨にらんでいる。

　確かにいくつか説明を飛ばした。人を食べないけれど、出てきて嬉うれしい妖魔ではなかったからだ。ただ、単に人里に迷い込んだだけという可能性もある。出現地点が妖魔を産むとされる山の近くばかりだから、不吉を告げているわけではないかもしれないのだ。

「恵顕、華陽に出しゆつ没ぼつした妖魔についてならば、既すでに余が報告を受けている。翡翠は故意に黙だまっていたわけではない」

「ならばここにいる多くの者が事実を知らないのは朔耀様の責任ということになるでしょうね……。今回、華陽に現れたあの妖魔は凶きよう兆ちよう……争いが起こる前兆と言われているそうですね」

「そのようだな」

　朔耀様は微笑ほほえみを湛たたえたまま淡たん々たんと答えた。朝堂はざわりと動どう揺ように揺ゆれた。

「真に神仙に選ばれし皇帝陛下であらせられるのであれば……このような不吉を報せる妖魔など、本来、現れないはずではないでしょうか……？」

　決して大きな声ではないのに、とても冷たく、強く耳を打つ声こわ音ねだ。

　警けい戒かい心しんを誘さそわれる。その攻こう撃げき的ですらある声こわ色いろに、朔耀様を気き遣づかう色がないからだ。

　──それを聞いた朔耀様の目から、光が消えた。笑えみを浮うかべてはいても、顔色が悪い。

「[image: し]狼しろうが国内に戦乱を起こすわけではありません！」

　思わず叫さけんだ。声を荒あららげてはいけないのだと思うのに。淡々と話さなくてはいけない、冷静に言葉を紡つむがなくては、伝わらない。わかっているのに声が上ずる。

　そんなわたしを白恵顕が冷めた目で見ている。凍こおりつきそうなほど冷ややかな眼まな差ざしだった。

「っ、あの妖魔は、国内に起きる戦乱の臭においを嗅ぎ取って、屍肉を喰らいに来ているだけ、です。戦乱を起こすのが人間同士なら、朔耀様は関係ないはずです！」

　華燁国に与あたえられた守護の力が防ぐのは、あくまで妖魔の害だけだ。

　人がはじかれたという話は聞いたことがない。透とう明めいな壁かべがあるわけではないのだ。

「余計な口出しは控ひかえるように命じられていたはずでは……？　裴貴妃」

「妖魔についての説明をしろと言われました！　妖魔が人の心を操あやつって戦乱を起こすとでも考えているみたいなので。運命の采配を揮ふるっているのは神仙たちの頂点に立つ天てん帝ていです！　それなのに、朔耀様に何か非があるみたいに──っ！」

「裴貴妃！　……天帝についてみだりに口にするのは控えなさい！」

　刺さすように鋭するどい声で名を呼ばれた。線の細い、女性のような見た目をした白恵顕からそんな声が出るのが不思議なほど、力強い迫はく力りよくに満ちた声だ。

　身体からだが打たれたかのように言葉が出て来なくなる。何か言わなくては、と思うのに、頭も働かず、金かな縛しばりのように身体が痺しびれているうちに、白恵顕が場を支配する。

「裴貴妃の意見は貴重なものでした……ですが、正確かはわかりません。改めて調査致いたしましょう……みなさん、それでよろしいですね？」

　朔耀様と琅玄様以外の人たちが肯うなずいた。

　情報の裏を取るのは普通のことだろうけれど、とてつもなく嫌いやみに聞こえる。

「そもそも、神仙に守られた華燁国の者なら知らないはずの知識ですので……裴貴妃の生国が一体どこの国なのかが気になるところですね」

　白恵顕がそのように言うと、会議の場にいる大臣たちの視線がまっすぐにわたしに向けられる。そして、誰だれもが白恵顕の言葉を待っていた。彼の言葉次し第だいでは、ここはわたしを糾きゆう弾だんする場に変わるかもしれない。

　言い返さなくてはならない。けれど頭が真っ白で、何も言葉が出てこない。

　わたしは戸こ籍せき上、恵けい州しゆう都督、裴栄えい泉せんの実の娘むすめだということになっている。

　後宮に身元の不明な女性を入れる時、しかも、立場を与える時には戸籍を用意するというのはある程度行われる習慣であると聞いている。

　それでも、手放しで歓かん迎げいされるわけじゃない。白恵顕に上う手まく言われてしまったら、最悪わたしは朔耀様から引き離はなされてしまうかもしれない。

　恐きよう怖ふに心臓が震ふるえた時、琅玄様が立ち上がった。

「白侍中、僕の義妹いもうとをいじめるのはやめていただけないでしょうか？」

「……琅玄」

「僕は白侍中には全てを既にご報告しているではありませんか。ご存じの上で彼女に裴貴き妃ひの位を与えることに、一度は反対しても、最後には肯いてくださったのも、白侍中です」

　琅玄様の声は、師に逆らう恐怖に震えていた。

「それなのに、華燁国のために知りうる知識を絞しぼってくれている裴貴妃を非難するのはおやめください」

「……そうですね。裴貴妃の助言に感謝を示し、ここは私が引きましょう」

「ありがとうございます、白侍中」

「ただしこれだけは言っておきますよ……琅玄。私は先日、朔耀様の他愛たわいない我が儘ままと思って彼女に裴貴妃の位を渡わたしたことを後こう悔かいしていますし……その娘の戯たわ言ごとを本気にしている貴方あなたにも、失望しています」

　白恵顕の静かな言葉に、琅玄様は蒼そう白はくになった。

「ッ、白、侍中。ですが」

「もうお黙りなさい、裴侍中。貴方には期待していたというのに……これ以上、私をがっかりさせないでください」

　琅玄様が、ガタンと音を立てて椅い子すに座り込んだ。俯うつむく横顔は粥かゆのように白い。

　駆け寄りたかった。けれど、決して簾すだれの外に出てはならないと朔耀様に命じられている。

　琅玄様は白恵顕を先生、と呼んで慕したっていた。そんな相手に失望したと言われてしまった琅玄様の気持ちは、わたしには計り知れない。

　頭を押さえて深い溜ため息を吐ついた白恵顕は、物もの憂うげな眼差しをわたしに向ける。

「貴女は一体何者なのでしょうね、裴貴妃？　どこの手の者が送り込んで来たのでしょうか……？　気になりますが、もうそのような心配をしている段階ではなくなってしまいました……」

　誰かが、息を吞んだ。

　緊きん張ちよう感かんが太極宮に立ちこめる。こんな空気の中でも朔耀様は微笑みを浮かべているだろう。

　けれど、玉座の肘ひじ掛かけに載のせた拳が、震えている──？

「世に妖魔が溢れ、乱れるということ……。すなわち、皇こう帝てい陛下が天に認められていないという証左に他ほかなりません……」

「そんな！　だってあんなに調べたではないですか！　朔耀様が間ま違ちがいなく最も天宗に近い、直系の血筋の方のはずだと！」

「今の段階ではそうですね……ですが国が治まっていないというのは……まさにそれが天の御ご意志ということ……神しん仙せんからの指令そのものではありませんか……っ！」

　どうして琅玄様が蒼白な顔をして、そんなに焦あせっているのか、わたしには話が見えなかった。

　それが酷ひどく恐おそろしく、もどかしい。

「朔耀様は……皇帝の地位にふさわしくないのかもしれません……」

　どうして朔耀様は白恵顕に言わせておくの？

　なんで大臣たちは誰も言い返さないの？

　どうして朔耀様は項うな垂だれて、震えていなくちゃいけないの？

　朔耀様はこの国で最も尊い、至し尊そんの地位にいる方のはずだ。

　それなのに、そんな朔耀様がどうして、こんなに蔑ろにされてしまわないといけないの!?
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「信じられない！　何あれ！　どうして朔耀様は怒おこらないの!?」

　甘かん露ろ殿でんに戻もどると、朔耀様は榻いすに横たわり動かなくなった。

　顔を袖そでで隠かくしてしまいどんな表情をしているのか、窺うかがえない。

　腕うでをどけようとすれば、朔耀様は無理をして笑みを浮かべてみせるのだろう。

　だからわたしはその周りをうろついて、勝手に地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「一体あの人、何を言っていたの!?　白恵顕！　つまり、あの人は何をしようとしているの!?」

「翡翠さん……落ち着いて、聞いてほしいんだけれど」

「落ち着いて聞けるような内容なの!?」

「無理だろうから、お願いしているんだよ！　一番辛つらいのは朔耀様なんだから、我が慢まんしている朔耀様の前で、君だけ好き勝手に騒さわぐのはやめてほしいんだ」

　琅玄様が押し殺した声で言う。その碧みどりの目は涙なみだの膜まくで輝かがやいていた。

　ぞっとした。どんな話を聞かされるのだろう？

　わたしは椅子に座り、渾こん身しんの努力でじっと黙だまった。表面上は落ち着いてみせられたと思う。

　琅玄様は溜め息交じりの声で「ありがとう」と呟つぶやいた。

「その、翡翠さんは華燁国がどうして神仙の守護を得ているかは知っているかな？」

「創世記の話をしようとしてるの？　朔耀様の話じゃなくて？」

「知っているなら話が早いんだ」

　数千年前、華燁国の最初の皇帝となる男、天宗がこの世に生まれた。

　彼は神仙と出会った。どこで出会ったとか、どうやって出会ったとかはわからない。

　神仙に試練を課され、長い時をかけてその試練を乗り越こえた。

　見返りに彼は神仙の加護を得て、華燁国に皇帝として君臨することで加護を遍あまねく国中にもたらした。

「この天宗の血を引く人が治める土地には妖よう魔まが出ない。突つき詰つめると、そういう単純な話なんだ。瑞ずい獣じゆうは出るけれどね」

「天宗の血を引く朔耀様が皇帝として君臨すれば、神仙の加護が国を守るんだよね？」

「その通りだよ、翡翠さん。だから皇帝の地位には、間違いなく天宗の血を受け継つぐ皇おう子じを就つけなければならないんだ。できるだけ天宗に近い血筋の皇子をね」

「──だから、朔耀様が皇帝になったの？　他に年上の皇子が二人もいたのに？」

　ずっと疑問だったのだ。どうして朔耀様の上に、陳皇后──今は陳皇太后となった女性が産んだ嫡ちやく子しが二人もいたのに、朔耀様が皇帝の座に就いたのかがわからなかった。

　たとえ朔耀様と現在の陳皇太后が仲直りして、気心が知れていたとしても、上の皇子を退けて朔耀様を立太子する理由にまではならないだろう。

「上の皇子様二人は、朔耀様より天宗とは遠い親しん戚せきだったんだね」

　わかってすっきりしているわたしとは裏腹に、琅玄様は苦しげな笑えみを浮うかべた。

「そうなんだよ。……恐ろしいことに、朔耀様や上の皇子たちのお父上は、天宗の血を一いつ滴てきも継いでいなかったからね」

「えっ？　でも、朔耀様のお祖父じい様である前々皇帝の息むす子こが朔耀様のお父様で、前代の皇帝だったはずじゃないの？」

「後宮にいた女が身ごもり産んだ子が、皇帝の子ではなかったということだね。それなのに皇帝の座に就いてしまったのが朔耀様の父君だ。父君は薄うす々うすそれに気づいていたんじゃないかなあ……だから、ご自身の兄弟をみな粛しゆく清せいされた」

　朔耀様のお祖父様は一人の女性を好きになった。皇室とはなんの関係もない、天宗の血を継いでいない美しい女性だったそうだ。朔耀様のお祖父様は、その女性との間に皇子を儲もうけた。長男だったからその皇子が皇太子となり、皇帝の座に就いた。朔耀様のお父様だ。

　けれどその皇子というのは、美しい女性と全然別の男性との間にできた子どもだった。

「皇子たちは朔耀様を含ふくめて、母君から受け継がれる分しか天宗の血を継げなかったんだ。

そして、天宗により近いのは、前々皇帝の妹君を祖母に持つ、朔耀様の方だった」

「それじゃ、朔耀様のお兄様二人は……？」

「血が天宗に繫つながっていないわけじゃない。曾そう祖そ母ぼが更さらに前の皇帝の姉君だからね」

　つまり、朔耀様は天宗の直系の血筋である前々々皇帝から三親等の位置にいる。

　二人のお兄様たちは前々々々帝から四親等の位置にいるということだ。

　三親等の方が四親等より近いから、朔耀様が玉座に就いた。

「間ま違ちがえて、そぐわぬ血筋の者を皇帝の座に就けてしまった。そのせいで、守護の力は父君の代は途と絶だえていたんだ。華燁国の各地で恐ろしい事件が起きていたよ。どうしてそうなるのか、玉座を司つかさどる神仙門下省の道士たちは死に物もの狂ぐるいで調べて、原因を発見した」

　十年前、それでもわたしの体感では、妖魔の出現は少なく感じた。

　そのたった少数の出現でさえ、華燁国では大おお事ごとだったらしい。

「だから当時の侍じ中ちゆうたちは、己おのれの責務を全まつとうした」

「責務？」

「……当時の侍中が、余の父親を殺したという意味だ、翡翠」

　震ふるえる唇くちびるを嚙かんで口を閉とざしてしまった琅玄様の代わりに、朔耀様が言う。

　いつの間にか顔を上げていた朔耀様の顔には偽いつわりの笑みが張りつき、金の目は乾かわいていた。

　朔耀様の口ぶりは、恐ろしい言葉を口にしているようには思えないほど淡たん泊ぱくだった。

「そんな、お父様は、自分でもわからないうちに皇帝の座に就いてしまっただけじゃないの？」

「前皇帝が生きている状態で玉座に就いても、皇帝に即そく位いしたことにはならないらしい。天宗に近い時代は違ちがったようなのだが、恐らく余を含めて加護が薄うすれているのだろう」

　神仙から課せられた試練を達成し、その血に守護の力を与あたえられた天宗。

　天宗の子孫が代々華燁国の皇帝に就くことで血の守りを維い持じしてきたという。

　けれど、姓せいの異なる者同士で婚こん姻いんを重ねていけば、次し第だいに血は薄くなっていく。

「余らに残る加護が薄すぎて、神仙には区別ができないのだ。だから血を継ぐ者に星宿を背負う権利が与えられるはずであったのに、今となっては封ほう禅ぜんの儀ぎをして天子と認められた者の土地にようやっと加護が反映されるような始末だ」

　封禅の儀ぎ式しきをして、天の神仙に新しく皇帝となる人物を報告し、天子としてお認めいただく。

　そうすることで、ようやくその血に流れる加護の力が機能するという。

「封禅の儀をして一度天子として認められてしまった以上は、死ぬまで天子だ。その天子に国を守護する力がなかろうとも」

　そして、一つの国に二人目の天子は存在しえない。

　だから次の皇帝を玉座に就けるためには、前皇帝を殺さなくてはならない。──朔耀様にそこまで説明させてようやく、わたしにも白恵顕が言わんとしていた意味が理解できた。

「白恵顕は……朔耀様が皇帝の地位にふさわしくないんじゃないかって言っていた」

「ああ、そうだな」

「まるで、皇帝の座から降ろした方がいいんじゃないかって言っているみたいに聞こえた」

「そういう意味であろうな」

「──っ、それって、死んじゃえっていう意味だったってこと!?」

　朔耀様は薄い笑みを浮かべたまま、無言で小首を傾かしげてみせた。

「それ以外にどのような意味があろうか？」

　朔耀様の無感動な言葉を琅玄様が即そく座ざに否定した。

「ううん、まだ死ねとまでは思っていないはずですよ。だって、僕らの代でこんな間ま違ちがいが二度と起こらないようにって、朔耀様の血筋については詳しよう細さいに調べ上げたんだ。絶対に朔耀様より天宗に近い男子なんていないはず」

「もしもいたらどうするの!?　朔耀様、殺されちゃうの!?　──侍中の責務って、琅玄様も侍中なのに！　琅玄様が朔耀様に酷ひどいことをするの……!?」

「翡翠さんっ！　僕だって……っ！　絶対にそんなこと、あってほしくないっ」

　あってほしくはない、と琅玄様は言う。けれど、必要だったらできるのだろう、琅玄様には。

　何よりも、朔耀様を一番に大事にしてくれる方だと思っていたのに違った。

　信じられないという思いで琅玄様を見つめると、彼は苦笑いを浮かべた。

「……ごめん、僕、仕事があるから行くよ」

　部屋を立ち去る琅玄様の背を追おうとすると、「やめておけ」と朔耀様が穏おだやかに言った。

「あれは何より神しん仙せんとその御み業わざを崇すう拝はいするように育てられているのだ。それを考えれば、あれだけ戸と惑まどってくれる琅玄には歴代の侍中より血も涙も備わっていると言えるだろう」

　けれどそれでも、理解できなかった。琅玄様は、朔耀様の一番の味方だと思っていた。

「彼ら道士は神仙に忠実。故ゆえに厳正だ。ある意味非人間的ではあるのだろうが、国家の運営には役に立つ。欲よく望ぼうに流されず、権力に溺おぼれず、清せい廉れん潔けつ白ぱくなこと聖人のごとしだ」

　朔耀様は虚こ空くうを見上げた。わたしの存在しなかった時間を思い起こしているらしい。

「琅玄とは余が十歳の時からの、十年の付き合いだ。公私共に親しくはある。だが、そこにある情にかまけて国を傾かたむけるようなことがあっては本ほん末まつ転てん倒とうもいいところだろう」

　朔耀様は、穏やかな微笑ほほえみを浮かべている。けれどその瞳ひとみは悲しみに満ちていた。

　金色の瞳に憂うれいの膜まくが張り、いつ真しん珠じゆのように丸い涙なみだが流れ出すかわからない。

　それを受け止めたくて、朔耀様の頰ほおに手をあてがった。朔耀様は甘えるようにわたしの掌てのひらにすり寄ってくる。わたしまで泣きたくなってくる。

「国なんかのために命をかけなくてもいいのに」

「それは皇こう帝ていである余に言ってよいことではないぞ？　翡翠」

「皇子としての、公主としての誇ほこりとかいうやつ？　……わたしにはわからないよ」

「はは、流石さすがに嫁とついだ先の国から自力で逃にげ出そうとした公主は言うことが違うな」

「朔耀様、からかわないで。それに、無理に笑わないで」

　お願いしても、朔耀様の顔には透とう明めいな仮面のような笑顔が張りついている。

　それを見ていると胸がつきりと痛んだ。

「朔耀様を連れて、逃げればよかった……！」

　十年前。まだ朔耀様が幼かったあの時に、攫さらっていってしまえばよかった。

「余を連れて逃げてくれるのか」

　朔耀様は嬉うれしそうに笑った。

「誘さそってくれれば、十年前の余なら喜んでそなたについていっただろう」

「今はいけないの？」

「余は皇帝であるぞ？　国を置いてどこへ逃げる？」

「どこへでも行けるよ？　緑閃華国でなくてもいい。どんな場所へも連れて行ってあげる」

「それは魅み力りよく的な誘いだが、断るしかない。余は華燁国の皇帝となってしまった」

「全部ほっぽり出して逃げればいい！　どこへ行っても、神仙は朔耀様を天子として認めている。朔耀様が皇帝のままなんでしょう？　なら国の守りは持続されるんじゃない？」

「今皇帝の座にある、余に残る血ですら薄い。余のいないこの国が果たして、守護するべき地だと認にん識しきされるかどうかは怪あやしいな。余らに与えられているのはあくまで星宿を背負う権利なのだ。その権利を放ほう棄きすれば、国は守られない」

　先ほどから何度か繰くり返される単語のいくつかに聞き覚えがあったけれど、何が引っかかるのか思い出せない。

　一体なんのために国なんてものを守ろうとしているのかも、わたしにはよくわからない。

「余が逃げれば国の加護は失われるだろう。そうなれば、無数の追っ手に追われるだろうな」

「遠い国に逃げてしまえば関係ないよ」

「華燁国民が何十万人も死ぬかもしれぬ」

　朔耀様はわたしを宥なだめるように優やさしい口調で説明してくれる。

「そなたの逃とう亡ぼう計画に加えてもらえるのは嬉しいが、余は逃げられないのだ。そもそも逃げるつもりもない。皇帝となって十年、この国を守る皇帝としての義務と、誇りがあるのでな。だからそなたにも逃げずにいてもらいたい。余は共に行くことはできないのだ」

　嘆なげき悲しみたいのは朔耀様の方のはずなのに、どうしてわたしが自棄やけになったように言いつのっているのだろう？　どうして朔耀様に慰なぐさめられているのだろう？

「罰ばちが当たったのだろうな。父の死を望んでまで皇帝になりたがったわけではないとはいえ、心の奥底に、皇帝にさえなれば全すべてが思い通りになるのではないかという欲望があったのは間違いない」

　父親に顧かえりみられず、継まま母ははに虐しいたげられていた少年が、状じよう況きようを変えるための力が欲しいと願う。

　これが、どれほどの罰に相当する罪となるだろう？

「余に力さえあればそなたを失わずに済んだのではないか、華燁国から逃げたいと思うほど追い詰つめることはなかったのではないか──と。だが、皇帝になった余からもそなたは逃げたがった。皇帝になってはみたが、意味などあまりなかったな」

　朔耀様は乾いた笑えみを零こぼす。はっきりと自じ嘲ちようが滲にじんでいて、その痛々しさに呆ぼう然ぜんとした。

　この人がわたしを華燁国に引き留とどめたがっていることは十年前から知っていた。

　それなのに、わたしは安易にも帰りたいと言い続けてきた。

　それがどれほど朔耀様を傷つけていたか、思い知って愕がく然ぜんとした。

「ごめんなさい、朔耀様……！　わたしは、わたしはただ──！」

「翡翠、口づけてくれないか？」

「へ、あ？　くちづけ？」

「嫌いやならば強制はしないが」

「それは、朔耀様が嬉しいの？　朔耀様が元気になってくれるのなら、する」

「ああ嬉しいとも。そなたの口づけ以上に余を勇気づけるものはない」

　横になる朔耀様に近づこうとして、不可思議な抵てい抗こう感を覚えて躊躇ためらってしまった。

　朔耀様に触ふれるのが嫌だなんてことは絶対にないのに、妙みような感じだった。

　畏おそれ多いというのも何か違ちがう気がする。

　胸を叩たたく心臓の音がうるさくて、朔耀様に聞かれてしまわないよう手で押さえた。

　横たわる朔耀様の側そばにしゃがみ、その前まえ髪がみをかきあげておでこに口づけた。

　秀ひいでた額はすべすべで可愛かわいくて、頰が緩ゆるんだ。昔の朔耀様と同じ部分を見つけてしまった。

　肩かたに入っていた妙な力と緊きん張ちようが抜ぬけていく。

　朔耀様はくすぐったそうに笑いながら「そう来たか」と呟つぶやいた。

「これは母親にしてもらっていた口づけか？　翡翠」

「そうだよ、よくわかったね」

「はは……わからないはずがあろうか」

「こうしてもらうと、悲しい時も元気が出てくるの。夜はぐっすり眠ねむれるんだよ」

「そうだな。そなたから与あたえられた口づけを想おもい、嚙かみしめるだけで、余は一生を生きていられるだろう」

「朔耀様？　それはどういう意味？」

　意味深な笑みを浮うかべる朔耀様に不安になって聞き返す。

　朔耀様は笑っていない目を細めながら言う。

「そなたが妖よう魔まから読み取った予言通り、華燁国には戦いくさが起こる。相手は緑閃華国。そなたの故国だ」

「どうして緑閃華国が!?」

「不ふ遇ぐうの公主、緑翡翠を華燁国から取り戻もどすためだそうだ」

「……わたし？」

　朔耀様は榻いすから大たい儀ぎそうに立ち上がった。そして机案つくえに置いてあった封ふう書しよを取り上げた。

「どこから漏もれたのやら。嫁いだものの、生きながら焼かれたはずの公主だが、実は生きて今日まで身を隠かくしており、最近ようやく華燁国の表おもて舞ぶ台たいに姿を現したらしいと聞いている──と。その身を弄もてあそぶのをやめて公主を返せと言って来た。返せば宣戦布告は取り下げるそうだ」

　朔耀様はその書簡を読み上げた。全身の血の気が音を立てて引いていく。

　どういうつもりで、朝ちよう衙がに諮はかる前に朔耀様はそれをわたしに教えてくれたのだろう。

　戦を起こさせないためにも、わたしに緑閃華国へ帰れと言っているのだろうか？

　やっと朔耀様の側にいると決意したのに、何もかも遅おそかったということなの？

　朔耀様は、書簡を畳たたんで机案に置くと、心を押し隠す笑顔の仮面をつけてわたしを見み据すえた。

「どうする？　翡翠。そなたに選ばせてやろう。ここに残るか、故国へ帰るか」

「……残る？　そんな選せん択たく肢しがあるの？」

「たとえば翡翠がこの国に残るというのなら、今年の夏頃ごろ、緑閃華国とは戦争になる」

　つまり、朔耀様はわたしに帰れと言っているのだ。

　身体からだ中の血が冷たく、鼓こ動どうが遠い。息が凍こおりついてか細くなっていくような心ここ地ちがする。

　──朔耀様の側にいたいのだと、伝えていない。

　これは報むくいなのだろう。朔耀様の気持ちを考えもせずに、わたしは好き放題に自分の気持ちを押し通してきたのだ。朔耀様はこれまでわたしに側にいてほしいと言ってくれていたけれど、これは朔耀様が自分の命よりも優先する華燁国の危機である。

　緑閃華国は貧しいけれど、妖魔を産む山に囲まれているせいもあり、精強な兵で有名だ。

　朔耀様が自分の感情を優先しないのなら、わたしもそうするべきではないだろう。

　国のことなんて知らないと言いたい。けれど、朔耀様が大事にしているものを、できるだけ蔑ろにしたくない。

　だから、わたしが帰ればそれで済む。側にいたかったなんて、きっと言わない方が朔耀様にとってもいいだろう。

　ただ裏切り者が故国に帰るだけだ。そう思ってくれて構わない。

　これ以上、朔耀様を悩なやます原因は一つでも少なくしたい。

　その原因の一つがわたしだなんて、耐たえられない。

「それじゃ、わたしが帰れば──」

「余は緑閃華国を攻せめ滅ほろぼす」

　思いもかけない言葉にわたしは絶句した。

　朔耀様の玉顔から透とう明めいの仮面が剝はがれ落ちた。

　正視に堪たえないほどに美しい、艶えん美びな笑みを浮かべて朔耀様は言う。炯けい々けいと輝かがやく金の瞳ひとみを未いまだ見ぬ未来へ向けて、朔耀様は滑すべらかに自らが引き起こす凄せい惨さんな出来事を予言した。

「そなたの親兄弟を鏖みなごろし、緑閃華国を下し、余の国とする。そなたのいる場所を余の治める土地とすれば、そなたは余の版図にいることになる」

「朔耀、様？」

「そうすれば、翡翠も母の廟びように参りやすくなるであろう？」

　朔耀様の言っていることはむちゃくちゃだ。

　けれど、その燃えるように輝く金の瞳を見ると、本気だとわかった。

　朔耀様の瞳の中でわたしの故国が燃えている。

　まるでわたしのために戦うと言っているようで、それはとても不ふ謹きん慎しんなことなのに、凍いてついていた血が溶とけて、鼓動が温かく蘇よみがえるのを感じてしまった。

「さあ、どうする？　そなたはどちらを選ぶのだ？　……まあ、選択肢などないも同じだがな」

　わたしが華燁国にいても、緑閃華国に帰っても、戦争は回かい避ひできない。

　どちらを選んでも同じなのだ。だとしたら──。

「朔耀様、わたし、華燁国に残ってもいい？」

「選ぶ権利はそなたに与えた」

「……わたしは朔耀様の側にいたい」

　伸のばされた朔耀様の手に手を載のせたら、引き寄せられて抱だきしめられた。

「余の側にあれ。翡翠」

　うっとりするほど温かくて、心地がいい。

　わたしが逃にげれば、朔耀様はわたしの親兄弟を鏖しにしてでもわたしのいる土地を自分の国にするという。これほどむちゃくちゃな権力者の暴言があるだろうか？

　きっと喜んではいけないことだ。けれど、その言葉をわたしは嬉うれしいと思ってしまった。
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　宮中にはあちこちに詩書や経きよう典てんが置いてある。

　わたしはあまり字を読むのが得意ではないので、これまで手をつけていなかった。

　けれど、朔耀様を守るために、まずは知らなくてはならない。

　道士たちが重要視する、神しん仙せんに与えられた加護というのがどういうものなのか知らなくては、わたしがどうするべきかもわからない。

　文学館には大量の蔵書が納められていて、望めば貸し出してもらえるそうだ。

　書しよ棚だなの中に、それほど探さなくても華燁国の創世記を何冊か見つけられた。

　しかしそこから先が難題だった。……ほとんど何が書いてあるのかすら読み取れない。

「うーん、うー？」

　文字くらい母様に習って知っている。それなのに、わたしは本を逆さに読んででもいるのだろうか、そもそも文字が半分もわからない。この字、汚きたなすぎない？

　どうも、古語、とやらが使われているらしいのだけれど、何それ、美味おいしいの？

　最近毎日文学館に通って辞書を片手に解読しているのだけれど、原典の解読は絶望的だった。

「何を読んでるの？　翡翠さん」

　声で誰だれだかわかったので、振ふり向きざまにじろりと睨にらんだ。

　いつの間にか真後ろに立っていたのは琅玄様だった。

　わたしの不ふ機き嫌げんそうな顔を見ると、琅玄様はわたわたと慌あわて出す。

「あ、あのね、お菓か子しを持ってきたんだ！　よければ、その、一いつ緒しよに食べない？」

「いりません」

「うう、その、読んでるのって創世記だよね？　その、お勉強しててすごく偉えらいね！　よければ知らない人向けに、簡単に、要約して、嚙み砕くだいて！　教えてあげられるけど……！」

「わたしを馬ば鹿かにしてますか？」

「馬鹿になんかしてないよ！　ただ侍じ中ちゆうなんて地位に至る前は神仙について講義する立場だったんだよ！　教えるのは得意なんだよ、僕！」

　不覚にも心が揺ゆれる。書の内容を解読するのに徒いたずらに時間がかかりそうだったので、琅玄様の申し出は確かに渡わたりに船だった。

　琅玄様は、今後の趨すう勢せいによっては、どんなふるまいをするかわからない。

　朔耀様の敵になるかもしれない人だった。けれど、朔耀様はこんな琅玄様を受け入れてもいる。その理由は国のため。わたしには理解しがたいけれど、朔耀様がそれで納なつ得とくしているのならわたしにすぐできることはないし、今はまだ歩み寄ってもいいのかもしれない。

「……お菓子って、どんなお菓子ですか？」

「酥瓊葉ラスクだよ。僕、これが好きなんだ。あの、翡翠さんも好きだったらいいんだけど」

　おずおずと包み紙を開いて差し出してくる。

　蒸まん餅じゆうを薄うす切ぎりにしたものに、蜜みつと酥油バターを塗ぬって焼いてあるらしい。

「あ、毒見しようか!?　でも、その、これって僕が作ったんだ！　義妹いもうとに毒を盛ったりなんてするわけないし、だから心配はいらないんだけど！」

「そういえば、琅玄様ってわたしの義兄あにだったんでしたっけ」

「うわっ、忘れられてる……！　ひい、お義兄にいちゃんとしての威い厳げんを取り戻もどさなくては……！」

　琅玄様にとって義兄としての威厳を取り戻すというのは、わたしにお菓子をいっぱい食べさせるということなのだろうか？

　鼻先につきつけられた包み紙から香こうばしい匂においがしたから、酥瓊葉ラスクを一枚つまみ上げた。

　とても固い。蒸餅を一度乾かん燥そうさせているのかもしれない。

　けれど歯を当てると、さくりと雪花のように崩くずれていく。口の中いっぱいに酥油の香ばしさと蜜の甘さがふわりと広がっていく。これを琅玄様が作ったなんてすごく意外だ。

「……美味しい」

「ほんと!?　よかったあ！」

　満面の笑えみを浮うかべて胸むねを撫なで下ろす。

　美味しいと言ったからって、琅玄様の使命を肯こう定ていするわけじゃないのに。

　……けれど、まだ何もしていない琅玄様をこれ以上憎にくむのは難しいと感じてしまった。

　口の中がすごく甘くて、幸せだ。

「それじゃ、創世記についての話をしようか！　あ、翡翠さんはお菓子を食べていていいよ。弟で子しなら絶対に許さないけど、翡翠さんは僕の義妹だしね」

　にこにこしながら琅玄様が酥瓊葉ラスクの包みを渡してくる。

　わたしが受け取って膝ひざに載せると、琅玄様は講義を始めた。

「天宗が神仙と出会って試練を達成して、その血に星宿を背負う権利を与あたえられたって話は知ってるんだよね？　それが創世記の概がい要ようなんだけれど──」

「星宿を背負う権利？」

　最近何度も聞いていて、何か意味があったようなのに思い出せない言葉だ。

　思わず繰くり返すと琅玄様はきょとんとした後、教えてくれた。

「星宿を背負う権利っていうのは、皇こう帝ていになる権利っていう意味だよ」

　ガン、と頭を殴なぐられるような衝しよう撃げきを覚えて、口に運びかけた酥瓊葉ラスクを取り落とした。

　思い出してしまった。あの謎なぞの部屋の中で読んだ、謎の文章のこと。

　五ご彩さいの燈とう籠ろうに引っかけられた灯とう謎べいと、それを解いた暁あかつきに与えられる褒ほう賞しよう。

　その褒賞と、天宗の創世記の関連性──衝撃のあまり、動けないわたしに気づかない様子で、琅玄様は講義を続けた。

「天宗は神仙に試練を出されて、百年かけて達成したと言われている。でもおかしいんだよね。百年もかけて挑いどんだんじゃ相当なお爺じいさんになっているはずなのに、皇帝の座に就ついた後で五男五女を儲もうけているし、五十年くらい生きてるんだ。この辺の解かい釈しやくは要注意だよ」

　それは恐おそらく、人の世では百年の時が流れていたということではないだろうか？

　あの謎かけのあった、五彩の火の宿る燈籠の下がる部屋にいると、たぶん人の世の時だけが速く過ぎてしまうのではないだろうか？

　わたしはあの部屋に一分もいなかったのに、十年もの時を逸いつしてしまった。

　天宗は十分くらい謎かけに費ついやしたのかもしれない。そして百年の時を逸した。

「それに、天宗は百年かけて試練を達成して皇帝の座に就いたはずなのに、即そく位いした後について書かれた部分で、まだ試練を達成できずに頭を悩なやませているという記述もあるんだ。原典に文句を言いたいわけじゃないけれど、後世の僕らに謎かけを残すのはやめてほしいよ」

　謎かけに十分を費やしたけれど、天宗はそこで謎を解けたわけではないらしい。

　天宗もあの謎かけの部屋に行ったのだろう。

　文章を読み、あれがどういう意味なのか、わたしと違ちがい天宗にはわかったのかもしれない。

　だからそこで、十分くらい呆ぼう然ぜんとでもしていたか、謎かけを暗記でもしていたか。

　そして天宗は、謎かけの部屋を出ると、皇帝として華燁国を建国した。

「天宗は神仙の試練を達成した後、感謝の意を表し自らが天子となったのを報告するために、封ほう禅ぜんの儀ぎ式しきを行ったんだ……この時には即位して十年が経たっているよ。順序がめちゃくちゃだと思うかもしれないけれど、創世記の原典通りの順番だから、飲み込んでね」

　琅玄様は先生のように嚙かんで含ふくめるように説明する。

「この流れを、自分のいいように解釈して順序を入れ替かえる大おお馬ば鹿か者がよくいるんだ。神しん仙せんに出会い、試練を与えられ、悩み、達成し、皇帝の座について封禅の儀式を行った、とかね」

　わたしはめちゃくちゃだとは感じなかった。

　神仙に謎かけを与えられたことで、天宗は権けん威いを手に入れ建国した。

　けれど、まだ謎かけを解いておらず、神仙の特別な褒賞は得ていなかったのだろう。

　即位して十年後、天宗は与えられた謎かけを解いて、神仙の試練を達成した。

　彼は試練を達した祝いと、その血に星宿を背負う権利を与えてくれた神仙への謝意を奉ほうずるために封禅の儀式を行った。──その順番にわたしは矛む盾じゆんを感じない。

「神仙の守護を得られる天宗の血も、やがて薄うすれてしまうから、いつかまた神仙は華燁国の王者に試練を与えてくれるんだって」

　琅玄様が楽しげに紡つむぐ言葉に、冷や水をかけられたような心ここ地ちがした。

「それがいつになるかはわからないし、どんな試練なのかもわからないけれど、僕ら道士はみんなその時を楽しみにしているんだ」

　琅玄様は夢見るように言う。

「それは、今の皇帝が下ろされてしまうということじゃないの？　つまり、それは……」

「うん……そうだね。朔耀様以外の人に試練が与えられてしまったら、朔耀様の時代は、神姓せいを持つ王朝は終わりだよ。でもね翡翠さん、朔耀様に試練が与えられるかもしれないんだよ。それが一番いいに決まっているんだ」

　琅玄様は微笑ほほえみながら言う。

「こんなこと、僕のような立場の者が言うべきではないとわかってる。けれど、願ってしまうよ。僕だって、できたら朔耀様には幸せに長生きしていただきたいと思っているんだから」

　十年前の、あの夜。

　朔耀様とわたし、二人で神しん仙せん廟びように閉じ込められて、油をまかれ、火をつけられた。

　わたしはあの日、あの燃え盛る神仙廟の中に、朔耀様を一人置き去りにしてくればよかったのだろうか？

　そうすれば朔耀様が試練を受けられたのだろうか？　──わたしではなく。

「翡翠さん、朔耀様のために創世記について調べてくれていたんだよね。きっと朔耀様は喜ぶと思うなあ。君は本当にいい子だね。僕の自じ慢まんの義妹いもうとだよ」

　琅玄様がわたしの頭を優やさしく撫でた。涙なみだが零こぼれ落ちるかと思った。けれど、奥歯を嚙みしめてそれを堪こらえようとした。わたしが抱いだいてしまった秘密を琅玄様に知られたくなかった。

「……でも、万が一の時ということもあるから、覚かく悟ごしておくんだよ」

　こうして琅玄様の声が震ふるえながらも冷たく響ひびくのを、半ば予期していた。

「翡翠さん、朔耀様を見くびってはいけないよ。あの方は皇帝としての覚悟がちゃんとお出で来きになっていらっしゃるから、本当に必要な時は己おのれを犠ぎ牲せいにしなきゃいけないのをわかっているんだから」

「わたしには、わからない」

「翡翠さんは優しい子だからだね。君はそのままでもいいよ。お義兄にいちゃんを嫌きらいになってもいい。僕は翡翠さんのこと、嫌いじゃないけれどね。可愛かわいい家族ができて嬉うれしいけれどね」

　今、天宗が神仙に与えられたのと同じ試練がわたしの上にあると琅玄様が知ったら？

　──きっとわたしの新しい家族は、朔耀様を殺すのだ。

　朔耀様自身さえ覚悟を決めている。

　皇帝だから、と。琅玄様が言うように、国のために自分を犠牲にするかもしれない。

　そんなの、琅玄様と朔耀様に耐たえられても、わたしは耐えられない。

　絶対に言えない。相談もできない。

　五彩の炎ほのおが灯ともる燈籠のことも、そこにかかった謎かけのことも。

「泣かないでよ、翡翠さん。君はよく泣く子だね」

　わたしはほとんど泣かない子どもだった。

　母様が亡なくなった時に涙を使い果たしたのだと思っていた。

　けれど華燁国に来てから何度も泣かされてしまっている。

「朔耀様のために泣いてくれてありがとう、翡翠さん」

　朔耀様とわたしへの労いたわりの滲にじむ優しい声で琅玄様が言う。

　琅玄様だって、立場が違うだけで朔耀様に幸せになってほしい気持ちは同じだった。

　それなのに、それを阻はばむ一番の敵がわたしだなんて、想像すらしていなかった。
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「こちらの準備はよろしいのですか？」

　見み頃ごろを終え、散っていく牡ぼ丹たんが内庭に紅くれないの絨じゆう毯たんを敷しいている。

　暖かな日差しの下で、肘ひじ掛かけ椅い子すに座ってぼんやりと風に舞まう花か片へんを眺ながめていたわたしの前に、薄うす汚よごれた包みを置いたのは采春だった。

　それはわたしが少し前まで熱心に準備していた、華燁国から逃とう亡ぼうするための物資だった。

「隠かくしておいたのに！」

　そもそも、最近は逃にげる気もなくなって、荷物を隠していたことすら忘れていたんだけど。

「牀しん榻だいの隅すみなどに置いておかれても気づいてしまいますわ」

「……そうだよね。でも、よくとっておいたね？　これがなんだかわかる？」

　采春は意味ありげに微笑んで肯うなずいた。

「この国から逃げるための荷物でしょう？」

「やっぱり、わかっちゃうか」

　だけれど采春はわたしに甘く優しい侍じ女じよだから、見て見ぬふりをしてくれたのだろうか。

　采春はわたしの前に跪ひざまずき、乳白色の麻あさの包みを差し出してきた。

「旅券はわたくしの方でご用意させていただきました。こちらがあれば関所も問題なく通れるかと思います」

　采春は優しく穏おだやかに微笑んでいる。不思議な気持ちでその顔を見つめた。

「わたしのために用意してくれたの……？」

「ええ、翡翠様の幸福がわたくしの幸せでございますので」

「采春が用意してくれた旅券でわたしが逃げてしまったら、采春が怒おこられるのに」

「それなら、わたくしも一いつ緒しよに逃げてしまいましょうか」

　そう言って采春はころころと笑った。旅券を確かめてみたけれど、すごいものだった。

　緑閃華国、単たん狐こ里りの里り正せいの書き付け、保証人の氏名所在地、州刺し史しの裏書き押印まである。

　少し立派すぎるので妙みような輩やからに目を付けられそうだけれど、気をつければ問題なく使えるだろう。一番いいのは誰だれかにこれを売って、もっと無難な旅券を買うことだけれど。

「えーと、これ偽ぎ造ぞう？」

「まさか！　正しよう真しん正しよう銘めい本物でございます！」

「こんなもの、どうやって手に入れたの……？」

　華燁国の後宮にいて手に入るものではない。采春は曖あい昧まいに答えた。

「ちょっとした伝つ手てを辿たどったのです」

「伝手って、ものすごく力のある人じゃなくちゃ無理じゃない？　これ」

　まず後宮の外に影えい響きよう力を持っているのが普ふ通つうじゃない、と思った時、思い出した。

「まさか、陳皇太后の伝手？」

「どうして翡翠様がそのことを……ああ、以前に夜歩きをなさっていた時にわたくしの行き先をご覧になったのですね？」

　采春に睨にらまれた上に言い当てられてしまった。藪やぶ蛇へびだったけれど、これで謎なぞが解けた。

「そっか……采春はわたしのために陳皇太后の宮きゆう殿でんに行っていたんだね」

　ありがたく思うと同時に、自分が馬ば鹿かみたいに思えた。

　采春が陳皇太后と組んで何か悪わる巧だくみでもしているのかと考えて、警けい戒かいしていた。

　陳皇太后を犯人だと信じて、憎にくんですらいたのに──見けん当とう違ちがいな思いだったなんて噓うそみたい。

　未いまだにわたしだけ、十年前と変わらない気持ちのままでいる。

　小さな朔耀様をいじめる陳皇后を許せない、わたしのままだ。

　わたしの中でだけ、まだ、全然折り合いがついていない。

「これを手に入れるのは大変だったろうね。ありがとう采春。でも、返すね」

　この甲か斐い甲が斐いしいまでに体てい裁さいの整った手形の発行には、陳皇太后の厚こう意いすら含ふくまれているのかもしれない。

　どんな手を使ったのかは知らないけれど、皇太后ならば隣りん国ごくへの働きかけもできるだろう。

「わたしはもう華燁国から逃げるつもりはないの。だから旅券はいらない。荷物も処分してもらえる？」

「翡翠様？　どうしてでございますか？　あれほど帰りたがっていらっしゃったのに」

　采春が困こん惑わくに満ちた顔をした。そんなにわかりやすかっただろうか？

「故国で待つ人と同じくらい、大切な人ができてしまったの」

「……ご家族と同じくらい、朔耀様をお慕したいしておいでなのですね、翡翠様」

　人に指し摘てきされるのは何な故ぜだかとても気き恥はずかしかった。

　けれど悪いことではないのだから、肯いた。

「そう、朔耀様をお慕いしているの」

　口に出してみると、なんだかとても面おもはゆい。

　この想おもいのために、わたしは華燁国に残る決断をした。
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　わたしを緑閃華国へ返すように、という勧かん告こくの期限である五月末日が迫せまって来ている。

　朝ちよう衙がは、一体緑閃華国は誰のことを言っているのだ？　という困惑で満たされていた。

　わたしが年ねん齢れい以外は条件に合がつ致ちするのはみんな知っているけれど、なんと朔耀様の後宮には黒くろ髪かみに緑の目を持つ「翡翠」という名前の女性がわたし以外に五人はいるらしい。

　何故だろう。それを知った時に朔耀様の方を見るのが怖こわかったのは。

　結局、大臣たちは緑閃華国の言いがかりだという結論に達していた。

　適当な大義名分をこしらえて戦争をふっかけるというのはよくあることらしい。

　それに巻き込まれたわたしは大だい迷めい惑わくである。一時は悲しすぎて死ぬかと思ったのだ。

「翡翠様、とてもお美しゅうございます」

「ありがとう采春」

　薄うすく透すき通るような綺き羅らの深しん衣い。緩ゆるく錦にしきの帯を巻き、金きん襴らん緞どん子すの披ひ帛はくを纏まとっただけの夜着。

　腕うでには花鳥文の金釧うでわ、耳には龍りゆう文の金の耳みみ飾かざり、結ゆい上げた髪かみには白玉と金細工の釵かんざしを刺さしている。明日は立夏だ。回かい廊ろうを吹ふき抜ぬける爽さわやかな風が披帛を弄もてあそんだ。

　明日、朔耀様は戦場になるだろう青朝江の視察をするために出立する。

　わたしは朔耀様に待っているように言われているから、明日の朝、朔耀様の出しゆつ陣じんを見送ったらしばらく会えなくなってしまう。

　だから名残なごりを惜おしめるように、采春が人ひと払ばらいをしてくれたのだろうか。

　今夜の宮殿はしんと静まりかえっている。侍女や女官の数がいつもよりずっと少ないのだ。

「あっ、足音が聞こえる！」

　後宮の侍女は音を立てずに動く。つまり、この靴くつ音おとは朔耀様のものだ。

　ここのところ忙いそがしくて夜も働いていた朔耀様と、久しぶりに一緒に過ごせるのだ。四物湯の準備は万ばん端たんである。嬉うれしくて部屋を飛び出した。

　わたしの出で迎むかえを受けた朔耀様は金の瞳ひとみを丸くした。

「翡翠!?　そんな恰かつ好こうで部屋から出てくるでない！」

「……出陣前夜なのですから、今夜ばかりは皇こう帝ていとしての義務も慎つつしんでいただきたいと申し上げておいたはずですが。やはり私がついてきて正解でしたね……」

　朔耀様の側そばに立つ、白恵顕が苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしている。

「どうして白侍じ中ちゆうがいるの？」

　わたしの肩かたに背子うわぎをかけてくる朔耀様を仰あおぎながら言ったら、聞いてない白恵顕が答えた。

「裴貴き妃ひと朔耀様の同どう衾きんを防ぐためですよ……ただでさえこんな時に妃の宮を訪おとずれるなど、外聞が悪いというのに」

「えっ？　朔耀様、今夜は一緒にいられないの？」

「別に僕はいいと思うんだけどな。どうせ朔耀様と翡翠さんは普通に寝ねてるだけだし」

　琅玄様が援えん護ごをしてくれたけれど、白恵顕に睨まれてすぐに竦すくんでしまった。

「朔耀様、顔を見るだけだというから私も許したのですよ……？　琅玄も、甘いことを言うのはおやめなさい……」

「あはは、はい……すみません、先生」

　琅玄様はすごすごと引き下がってしまった。朔耀様を見上げてみたけれど、朔耀様も白恵顕に睨まれると眉まゆ尻じりを下げてわたしを見下ろした。

「すまないな、翡翠。そのように言ってくれるのはとても嬉しいのだが」

「眠ねむるだけならわたしと一緒でも一人でも同じことじゃないのかな？」

「あははははは、はは」

　朔耀様が噓みたいに下手くそな笑い声をあげた。琅玄様は笑いを堪こらえて震ふるえている。

　白恵顕はわたしを馬鹿にするような顔をしている。

「本気で言っているんですか……？　朔耀様がおっしゃるのでしたら、本気なのでしょうが……はあ。身持ちの固い娘むすめだというのは……悪いことではありませんがね」

　珍めずらしく白恵顕に褒ほめられたような、けれどやはり馬鹿にされているような。

　むっとして睨んではみるけれど、白恵顕の侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしはいつも通りだ。

「そろそろ、十分に顔も見たでしょう……帰りますよ、朔耀様」

「まだ情じよう緒ちよ的な語らいの一つもしていない」

「采春さんがお茶をいれてくれたみたいですし、せっかくですから、せめてそれを飲んでから帰りませんか、恵顕先生？」

　采春がお茶を用意してくれたらしい。しかも、白恵顕を合わせて四人分だ。

　白恵顕は溜ため息を吐つきつつも、背を向けかけていた部屋に入ってくれた。

　琅玄様のおかげで、お茶を飲む間くらいは朔耀様と一緒にいられそうだ。

　わたしも椅い子すに座ろうとした──その時、華陽中に響ひびくような音で太たい鼓こが強く速く打ち鳴らされた。朔耀様はすぐに椅子から立ち上がった。

「何事だ？」

「珠しゆ栄えい宮きゆうの方からのようですね……」

「陳皇太后の？　──様子を見てきてくれ」

　険しい顔つきで珠栄宮のある方角を睨にらむ白恵顕の言葉に応じて、琅玄様が命じる。

　部屋の外にいた護衛の道士たちが肯うなずいて、回廊を走っていった。

　けれど、しばらくしても彼らは戻もどって来ない。

「……陳皇太后がまた何か騒さわぎを起こしているのでしょうか？」

「また？」

　わたしが白恵顕の言葉を反はん芻すうすると、白恵顕は嫌いやみな溜め息と共に教えてくれた。

「派手な祭典がお好きな方で、ご自分で祝祭日をお決めになって、祭りを執とり行われることがあるのですよ……国の行事になさろうとするのを、朔耀様がお諫いさめしてくださっているのです」

　次し第だいに太鼓の音の間かん隔かくが狭せばまり、数が増え、音が高まっていく。

　張り詰つめたような緊きん張ちよう感かんのある音から連想したのは戦いくさだった。

「朔耀様の視察の前だからですかね？」

「いいえ。明日が楽らく耀よう様のご生誕日だからでしょう……まだ諦あきらめられていないのでしょうね」

「諦められていない？」

「……己おのれが産んだ子を皇位に就つけること」

　聞いたことがあると思ったら、楽耀というのは朔耀様の、母親の違ちがうお兄様の名前だ。

　十年前、朔耀様を小こ突づいているのを見かけた。当時わたしと同じくらいの年齢だった、偉えらそうで鼻持ちならない、意地悪そうな顔をした青年だ。

「楽耀様はもう既すでに身み罷まかられているというのに、無む駄だなことを」

　白恵顕が吐き捨てるように言った時、項うなじが粟あわ立だつような感覚に襲おそわれた。

　山で妖よう魔まの視線を感じた時と同じ感覚だ。陳皇太后の話を聞いたからだろうか？

　いつしか太鼓の音の調子は変化して、息も吐かせないほどの速度で連打されている。

「道士たち、戻って来ませんね。僕も様子を見て来ます」

「待ちなさい琅玄、この人数で朔耀様のお側そばから離はなれては──」

　白恵顕が椅子を立ちながら制したけれど、間に合わなかった。

「うっ、ぐ……っ!?」

　朔耀様の後ろに音もなく影かげが現れる。その身ごなしは野生動物のように軽く忍しのびやかだった。朔耀様が腹を押さえて頽くずおれる。

　わたしはとっさに椅子を蹴け倒たおして、朔耀様に被かぶさるように身を投げ出した。

　すると、短たん剣けんを振ふり上げていた影は動きを止めた。

「采春!?　あなたが……どうして朔耀様を刺したの!?」

「翡翠様の心残りを排はい除じよしたのです」

　血まみれの短剣を手に立つ采春を見上げ、わたしは愕がく然ぜんとした。

　彼女はこれまでに見たこともないほど隙すきのない姿で、優すぐれた兵士の威い圧あつ感かんを放っていた。

　それなのに彼女はいつもと同じように、とても優やさしげな目をしてわたしを見下ろしている。

「朔耀様さえいなくなれば、翡翠様のお心をこの国に留とどめるものはなくなるでしょう？　そうすれば心置きなく緑閃華国にお帰りになることができます。翡翠様が大切に思われるご家族の皆みな様さまも、翡翠様の無事のご帰き還かんを願っておいでです」

「わたしが大切に思う、家族？」

　采春が何を言っているのかわからない。どうして彼女は笑え顔がおなのだろう？

　苦しむ朔耀様から血が流れ出ているっていうのに。

「お可哀かわい想そうな翡翠様をこの国へ送る生いけ贄にえとされた前王は、退位されました」

　采春が、一体なんの話をしているのかわからない。

「今、緑閃華国の王座にあるのは翡翠様の兄君です。わたくしは、あなた様の兄君に命じられ、ずっと翡翠様を捜さがしておりました。せめてご遺体だけでもと思いながら……」

　采春は涙なみだぐみ、言葉を詰まらせた。

「生きてお会いできるとは夢にも思っておりませんでした。お若く見えますけれど、わたくしにはわかります。翡翠様こそ、間ま違ちがいなく我が国の公主でございます。よくぞ、ご無事でいらっしゃいました……！」

　采春が涙ながらに微笑ほほえみ、わたしに血まみれの手を伸のばした。

　わたしは朔耀様の傷口から命が流れ出てしまうのを手で押さえながら、そのおぞましい手から身を捩よじって逃げた。采春が不可思議なものを見たような顔をする。

「翡翠様？　どうなさったのですか？　わたくしと一いつ緒しよに、国へ帰りましょう？」

「緑閃華国にあるのは、わたしの母様の廟びようだけだよ、采春」

「緑閃華国では、兄君や姉君、弟君も妹君も、皆様が翡翠様のお帰りを──」

「そんな人たち、知らない」

「翡翠様!?」

　采春は驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。彼女がわたしのためを思ってこんなことをしたのだと、痛いほど理解してしまった。それが酷ひどく悲しい。

　わたしのせいで、朔耀様が傷つけられたことがとてつもなく憤いきどおろしい。

「緑閃華国でわたしが大切に思う家族は黄泉よみの国に眠る母様だけ……！　母様の暮らす地下の国へ行くより、朔耀様と共に生きることを選んだの！　なんてことをしてくれたの、采春！」

「……翡翠様は惑まどわされていらっしゃる」

「そんなことはな、っ、待って采春！」

「必ず助けて差し上げます、翡翠様。今は退ひくことをお許しください」

　短刀を投げ捨て、わたしの言葉を何一つ受け取らずに采春は部屋から飛び出していった。

　朔耀様は倒たおれ、わたしは朔耀様の傷口を押さえるのに必死だった。追いかけられない。

　琅玄様と白恵顕は一体何をしているのだろう。

　……何な故ぜか、琅玄様が白恵顕に腕うでを後ろ手にひねりあげられている。

「何をしてるの？　……琅玄様まで、まさか采春の味方とか言わないよね？」

「違うよ！　恵顕先生、放してくださいッ！」

「琅玄……貴方あなたがやろうとしていることをやめてくださるのなら、勿もち論ろん私とて貴方を放ほうってあの女を追いたいのですが──」

　琅玄様は一体何をしようとしているのだろう？

　痛みを堪えている朔耀様を庇かばうために動いたわたしを見て、琅玄様は悲痛な声をあげた。

「僕はただっ！　朔耀様を助けたいだけだよ……っ！　このままじゃ朔耀様が死んでしまう！　だから御ご侍じ医いを呼びに行きたいだけなんだ！」

「それをやめろと言っているのですよ……」

「は？　白侍じ中ちゆう？　何を言ってるの？」

　聞き間違いかと思って白恵顕の中性的な顔を見つめた。

　彼はその柔にゆう和わな顔つきからは想像のできない力で、顔を真っ赤にして力を振り絞しぼる琅玄様を絨じゆう毯たんの上に押さえつけている。

　大たい儀ぎそうに溜め息を吐くと、白恵顕はわたしを見み据すえた。

「積極的に害するような事態ではないのですが……天意に守られず死に瀕ひんするようであれば、見送ること……それが今、神しん仙せん門下省において朔耀様に下されている結論なのですよ」

　言葉を失うわたしをまっすぐ見据えたまま、白恵顕は酷く冷れい淡たんな口調で続けた。

「朔耀様は華燁国の皇こう帝てい陛下であらせられる……その宿命に殉じゆんじていただくように働きかけるのが、侍中である私たちの仕事です。貴方もわかっているでしょう……琅玄？」

「っ、……わかって、います。ですが！」

「ですが、ではありませんよ……朔耀様より天宗に近い方はまだ見つかってはいませんが、これを運命の采さい配はいと捉とらえ、朔耀様にはここで死んでいただきましょう」

　毛足の長い絨毯に指を絡からませて縋すがるように摑つかみ、痛みに震ふるえる朔耀様に、白恵顕は一いつ切さいの容よう赦しやなく言った。……息が苦しいせいだろうか、朔耀様は何も言わない。

　押さえ込まれた琅玄様も、震えるばかりでもう反論しなかった。

　この気のいい義兄あにが、朔耀様の死をよしと思うはずがない。

　それに白恵顕だって、冷れい酷こくなばかりの人ではないはずだ。

　けれど、二人は己の職務を全まつとうしようとしている。それが華燁国のためだと信じている。

　──この琅玄様の決断を、朔耀様は認めているから何も言わないのだろうか。

　朔耀様個人としては辛つらい思いをしようとも、皇帝として正しいと考えるのだろうか。

　彼らの胸中は察するにあまりあるもので、わたしには到とう底てい理解が及およばない。

　わたしのような、山奥で育ったような小こ娘むすめには、絶対にわからない。

　朔耀様の側に転がる短剣を拾い上げたわたしを見て、白恵顕が嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「裴貴妃……短刀を振り回したところで無駄ですよ。……私は、貴女あなたに御侍医を迎むかえに行かせはしません。……こう見えて武道の心得もある」

　采春が落としていった血まみれの短剣を手にして、その鋭えい利りさに息を吞む。

　苦く悶もんの表情を浮かべ歯を食いしばる朔耀様の傷を見た。傷が大きく見えるのは、朔耀様を失うことを恐おそれるわたしの恐きよう怖ふ心のせいだろうか。

「武道の心得があるのなら、采春を止めてほしかった。まさか、采春と共きよう謀ぼうしていたの？」

「まさか……神仙門下省の長おさたる私が、自ら皇帝陛下を害するものですか……」

「っ、恵顕を、責めるな……翡翠」

「朔耀様！」

「それが、そやつらの、使命だからな……恨うらむな、翡翠、余は──」

「しゃべらないで！　傷口に響ひびくからっ」

　朔耀様は脂あぶら汗あせをかきながらも、白恵顕を見上げ、そしてわたしを見て微笑み……気を失った。

「誰だれか！　誰かいないのっ!?」

　翠すい星せい宮きゆう内に人の気配は確かにある。なのに、呼んでも誰も来ないのはどうしてなの？

「恐らく人を呼んでも無駄ですよ……初めから嫌いやな予感がしていたんです」

「白侍中？　どういうこと？」

「朔耀様を迎えに出てきた侍じ女じよの中に、見知った顔がありましたからね……」

　吐はき捨てるように言う白恵顕は、どこで侍女の顔を見知ったのかは言わなかった。

　そういえば、わたしにとっては見覚えのない人だったかもしれない。

　あの人たちは采春の協力者で、いくら助けを呼んでも御侍医を連れて来てはくれないということだろう。今夜、きっと初めから朔耀様を害する計画だったのだ。

「……裴貴き妃ひ、一体何をしているのですか？」

「御侍医を呼ばせて」

「……はあ。何を言っているのです？　裴貴妃、貴女を悪いようにするつもりはありません。朔耀様への忠誠心は、十分にわかりましたから……短たん剣けんを下ろしていただけますか？　首に刃やいばを向けるなど、危ないことを……」

「白侍中。わたしの命を惜おしんでくれるなら、朔耀様を助けて」

　わたしは自分の首に短剣の刃をあてがいながら要求した。

　白恵顕は憐あわれみの滲にじむ苦い表情で微笑んだ。

「無知な貴妃……貴女の命などに、いかほどの価値があるでしょうね……？」

「華燁国を守護する神仙に忠誠を捧ささげているのなら、わたしに死んでほしくないはずだよ」

「そうですか？　申し訳ありませんが、そうは思えないのですがね……」

「わたしは緑翡翠。十年前にこの国に連れて来られた緑閃華国の公主だった」

「はい？　……この期ごに及んでまだその馬ば鹿かげた作り話をするのですか？」

「年ねん齢れいに矛む盾じゆんがあるって？　どうして炎ほのおの中から助かったのかって？　……百年の時をかけて神仙から試練を得た天宗と、原因は同じだよ」

　怪け訝げんな顔をしている白恵顕の腕の下で、突つっ伏ぷしていた琅玄様ががばりと顔を上げた。

　希望を見いだしたような眼まな差ざしをわたしに向ける。

「──わたしが二人目の天宗だからだよ、白侍中！」

「ぐぁっ!?」
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　虚きよを突かれたような顔をした白恵顕の顎あごを後頭部で頭ず突つき、琅玄様が拘こう束そくから逃のがれた。

「御侍医を呼んでくる！　翡翠さんは朔耀様を守っていて！」

「琅玄！　貴方は侍中なのですよッ！」

「……ごめんなさい、恵顕先生!!」

　白恵顕を振ふり切るように叫さけんで、琅玄様は部屋から飛び出していく。

　伏ふした顔を上げ白恵顕がわたしを恐こわい顔をして睨にらんだ。

「琅玄が甘いならば、彼が戻もどる前に私が手を下すしかありませんね……」

　物ぶつ騒そうな言葉を吐く白恵顕を睨みつけて、わたしは機先を制するために口を開いた。

「十年前、燃え盛る炎の中、朔耀様を脱だつ出しゆつさせた後のこと──わたしは倒れた神仙像の下に地下に続く入り口を見つけた」

　白恵顕がびくりと肩かたを震わせた。

「わたしは逃にげ道を探して下りていった。不思議な部屋があって、五ご彩さいの火の燃える燈とう籠ろうに、灯とう謎べいがかけられていた。そこで一分を過ごして外に出た──そうしたら、十年の時が過ぎていた」

「……だから天宗は百年の時をかけたはずなのに、玉座に就ついた時まだ若々しかったと？　天宗にとっては十分ほどの時間でしかなかったから……しかもそれは、神仙より試練を与あたえられたに過ぎなかった？　だから登極後にもまだ、試練に頭を悩なやませていた……？」

　白恵顕は、一いつ瞬しゆんでわたしの言いたいことを全すべて理解した。

「そのような胡う乱ろんな話を私が信じるとでも……？」

「信じない？　じゃあわたしと朔耀様を殺してみる？　わたしが死んだ後に新しい試練を神仙が課してくれるといいね。そうじゃなかったら、きっとこの国は大変なんじゃない？」

「……初めから、貴女を殺すつもりはないのですが」

「朔様を殺したら同じことだよ。わたしは朔耀様の後を追う」

「死ぬのは、それほど簡単なことではありませんよ……？」

「わたしならできるよ。朔耀様の目には、わたしが死にたがっているように見えるみたいで、怒おこられたくらい。頭の中で想像するのすら許せないなんて理り不ふ尽じんだと思わない？」

　白恵顕は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。朔耀様が噓うそ吐つきを見み抜ぬく目を持つことをよく知っているはずだ。

「わたしは生きる決断をしていたけれど、朔耀様のためになら決意を翻ひるがえせる。きっと母様も、許してくれる」

　朔耀様を死ぬための理由にするわけじゃない。ただ、朔耀様と生きるために誓ちかうのだ。

「ずっとずっと側そばにいる。朔耀様と共に生きて、朔耀様が死ぬ時は一いつ緒しよに死ぬ」

「そのせいで……大勢の人間が死んでもいいと言うのですか？」

　華燁国という大国の大臣が、わたしに上に立つ人間としての覚かく悟ごを問うてくる。

「大勢の人間って、誰？」

　きっと申し訳ないと思ってほしいのはわかるけれど、実感がないのだ。

　白恵顕には見えているのだろうその人たちの顔が、わたしには見えない。

　白恵顕はその綺き麗れいな顔を引き歪ゆがめて言った。

「……皇こう帝ていの座に就けてはいけない種類の人間ですね、貴女は」

　わたしは荒あばら家で雨風を凌しのぎ、貧しい暮らしをしながら、飢うえ死にする人を横目に自分の命だけを大切にして生きてきた。

　それがわたしを守って亡なくなった母様への弔とむらいになるだろうと信じて。

　たったそれだけのために生きてきたわたしに、他者を救うだけの余よ裕ゆうをたっぷり与えられて生きてきた人間の理り屈くつで話をされても理解できない。

「わたしを皇帝の座に就けないなら、どうするの？」

「……顔がん采春を追います」

「えっ!?　朔耀様はどうなるの！」

「そのうち琅玄が戻ってくるでしょう……頭が痛くなってきました。私はこの場を離はなれ、全ての運命を神しん仙せんの手に委ゆだねたいと思います……」

　それって現実逃とう避ひじゃない？

　頭を押さえて、逃げるように白恵顕が部屋を出ていった。

　わたしの話を信じたのか、それとも疑っているのか知らないけれど、少なくとも朔耀様に手出しするのはやめてくれたと思っていいだろうか？

　白恵顕がいなくなり、安あん堵どのあまりずっとあてがっていた短剣で本当に首を斬きりかけた。

　震ふるえる手で短剣を下ろして、苦しげな息をする朔耀様を見つめた。

「もう少しで医者が来るから、待っていてね。頑がん張ばってね、朔耀様」

　滝たきのように流れる汗あせを袖そでで拭ぬぐい、その額に口づけた。

　わたしの口づけにどんな意味があるのかはわからない。

　けれど朔耀様は、勇気が出ると言っていた。

　これが朔耀様にとって少しでもよい影えい響きようを与える薬となるならば、いくらでも口づけよう。

　……以前朔耀様の額に口づけた時、朔耀様は額にされるとは予期していないようだった。

　口づけというのだから、恐らく唇くちびるを落とすべきは──。

「朔耀様、元気になって」

　わたしから流れる髪かみが朔耀様を煩わずらわせないようかきあげて、青ざめた唇に口づけた。

　その唇は柔やわらかく、とても冷たい。怖こわくなり、朔耀様の唇を温めるために何度も唇を重ねた。

　溢あふれる涙なみだを拭ふく手間も惜しんで、口づけを繰くり返すこと何十回目の頃ころだろうか。

　やっと琅玄様が御ご侍じ医いを連れて戻ってきた。

　場所を御侍医に譲ゆずり、壁かべ際ぎわに立って診しん察さつを見守った。

「うむ……これは」

「朔耀様は大だい丈じよう夫ぶですよね？　助かりますよね？」

　意味深なそぶりを見せた御侍医に、わたしは思わず口を挟はさんだ。

　診察をしていた白しら鬚ひげを蓄たくわえた御侍医は微笑ほほえんで答えた。

「裴貴き妃ひ、ご案じなさいますな。見た目ほどの深手ではございませんよ」

「本当ですか……!?」

「ええ。これほどの血が流れたのが不思議なほどです。止血して増血の薬を飲めばほどなくよくなるでしょう」

「ああ、よかった！」

　涙が溢れた。見れば琅玄様も号ごう泣きゆうしていた。二人で抱だき合って泣いていると、御侍医の処置も終わった。朔耀様は現れた道士たちに運ばれていった。

　部屋にいるのがわたしと琅玄様だけになると、琅玄様は涙を拭い、真しん剣けんな表情をして言った。

「これから道士による取り調べが行われる。その前に一つ、翡翠さんに確かく認にんしておきたいことがあるんだ」

「確認しておきたい？」

「翡翠さんが望めば、翡翠さんは華燁国の皇帝になれる。僕や恵顕先生、この国中の道士が翡翠さんの登極のために力を尽つくすよ。皇帝陛下に取り調べなんてことはできないから、もし翡翠さんが──」

「それは朔耀様の死を意味しているんでしょう？　なら、わたしが皇帝の座なんて望むはずがないことくらい、琅玄様はわかっているはずだよね？」

　それに、今わたしが玉座に就いてもなんの意味もない。

「わたしはまだ、謎かけを解いていないから星宿を背負う権利は与えられていない」

「試練を与えられたというだけで、天宗は玉座に登っているよ」

「……そうみたいだね。でも、わたしの気持ちは変わらない」

「本当に、玉座に興味はないのかい？」

　わたしを皇帝にするために、今皇帝の座にある朔耀様を引きずり下ろす？

　それは朔耀様を殺すということ。こんな悪夢があるだろうか。

　万が一、わたしが玉座に就いた暁あかつきにはきっと華燁国に復ふく讐しゆうするだろう。

「朔耀様を蔑ろにする国なんて、滅ほろびてしまえばいい」

「……君みたいな人を皇帝の座に据すえるわけにはいかないね」

「それ、白侍じ中ちゆうにも言われた」

「あはは！　それはそうだね。恵顕先生が翡翠さんみたいな人を皇帝と仰あおげるわけがない！」

「もう、笑わないでよ、琅玄様！」

「お義兄にいちゃんって呼んでよ、翡翠さん。君が皇帝の資格を持ってるって神仙門下省の他ほかの人たちに知られたら、もう呼んではもらえないだろうからね」

「ありがとう、お義兄ちゃん」

「うんうん、やっぱり義妹っていいな。……それじゃ、口裏を合わせなきゃね」

　身み繕づくろいをされてから、琅玄様に指示された通りに供述した。

　とてつもなく嫌いやな想像ではあったけれど、わたしが下手人として疑われる可能性もあると思っていた。けれど、琅玄様が同席し、最後に白恵顕を呼び寄せて供述を取ると、ほんの僅わずかの疑念もないと言わんばかりに放ほう免めんされた。

　内侍省の一室、高位の来客に対応するための客間だろう二間続きの豪ごう奢しやな部屋にて、わたしと琅玄様と白恵顕の三人のみとなったところで、わたしは心置きなく白恵顕にじと目を送った。

「……信しん頼らいされているんですね、白侍中」

　正直、わたしはこの人も采春と共に逮たい捕ほされるべきじゃないかと思っているんだけれど。

「私の供述以上に信頼される言は、この国には朔耀様のお言葉の他ないでしょうね」

　とてつもない自信である。その余裕がどこから湧わき出てくるのか聞きたいくらいだ。

「後宮中を捜そう索さくして采春を捜さがさせています……念のため、扉とびらを封ふう鎖さし内外に数十の見張りをつけ、壁かべ沿いに十間ずつの見張りを配置してきました。更さらに念を入れ……各地の駅には私の私兵や友人を交ぜた部隊を送り、全州に向けて手配書を配らせました。……まず逃にがしません」

「……わあ、そんなに厳重な警けい戒かい網もうを張れるんだね」

「翡翠さん、逃げようなんて考えないでね」

「もう考えてないよ！　お義兄ちゃんの意地悪！」

「──朔耀様のお命が助かった以上は……これも天の御ご意志とみなして私も当問題に取り組みたいと思います」

「そうですか。初めからそうすればよかったのに」

「貴女あなたが与あたえられたという神仙の試練について、詳くわしく……お聞かせ願えますか？」

　白恵顕に嫌いやみを無視された！

「どうせまだ試練をこなしてはいらっしゃらないんでしょう？」

　馬ば鹿かにもされている。でも図星だから言い返せない……っ！

　しかも、これから言わんとしている内容を伝えたら何を言われるだろうと思うと気が重い。

　でもいつまでも逃のがれられはしないだろう。言わなければならないのだ。

「実はあんまり覚えてないかな」

「は？」

　お義兄ちゃん助けて。白恵顕の笑え顔がおが怖こわい。

　もう、この美しい仙せん女によみたいな顔を悪夢に見そう。と思った時、腹の虫が鳴いた。

「えっと、翡翠さん？　思い出せない、ってことかな？　お腹なかが空いてるせいかな？　夜遅おそくまで起きているとお腹が空いてきて、何か食べないと眠ねむれない時ってあるよね！」

「なるほどまずは食事を取らせろというわけですか……普ふ通つうの貴妃なら考えられないことではありますが貴女は緑閃華国の人間ですからね……空腹のあまり錯さく乱らんしているのでしょう……すぐに食事を用意させましょう」

　二人はまくしたてると夜なのに大声を出して食事の用意をするよう指示を飛ばし出す。

　すごい。琅玄様はともかく、いつも冷静沈ちん着ちやくな白恵顕が動どう揺ようしている姿は新しん鮮せんだ。

　どう考えても空腹で思い出せないなんて荒こう唐とう無む稽けいだけれど、そう信じたいらしい。

　お腹が空いているのは事実だからありがたく内侍省の夜食に与あずかると決めた。

「わあっ、美味おいしそう！」

　運ばれてくる料理を見ていたら、お腹が更さらにくるくると鳴った。

　朔耀様が倒たおれてから泣き通しだったから、道士たちが机案つくえの上に料理を並べ終える前からすぐにでも手を伸のばして食べてしまいたいくらい疲つかれていた。

「裴貴妃におかれては畏おそれ多いことながら……あり合わせの料理ですよ」

　白恵顕は畏れ多さのかけらも感じられない口調で言う。勿もち論ろん適当な料理で構わなかったのに、運ばれてくる料理はどれも到とう底てい適当に作られたようには見えなかった。

　木の皿に盛られているしんなりとした野菜から匙さじをつける。優やさしい塩味に生しよう姜がの利きいた白菜の漬つけ物だ。

　青銅の鼎かなえで煮にられる蟹かにの羹あつものは塩や味み噌そ、胡こ椒しようで調味され、小麦粉も混ざっているようで、とろみのある汁しるに蟹の旨うま味みが溶とけている。

　湯に浮ういているのは玲れい瓏ろうすいとん。酢すと味噌と塩のタレにつけて、嚙かむと熱々の肉にく汁じゆうが溢れてきた。牛の脂あぶら身みが口の中で蕩とろけた。

　胡ご麻ま油あぶらと糠ぬかの匂においのする豚ぶたの燻くん製せい肉は、微かすかにお酒の芳ほう香こうも漂ただよっている。どんな風に燻製にしたのだろう。嚙むのに苦労しない歯ごたえだ。香こうばしさが口いっぱいに広がり、皮にすり込まれた塩の結けつ晶しようと一いつ緒しよに嚙み砕くだいて飲み下す。

「んーっ、美味しい！」

「裴貴妃……そろそろもう一度おっしゃっていただけますか？　神しん仙せんに与えられたという……秘密の試練について」

「えーと、この世には神仙に加護を与えられた国が四つあるみたいですね」

　うろ覚えながら、頭をひねって考えてみる。夜食のおかげか意外と思い出せた。

　でも、こんなことなら覚え書きをしておくんだった。

「四つ？　僕たちの華燁国以外にも？」

「そう書いてあったんだよ、お義兄ちゃん。で、なんか色々書いてあって……」

「色々の部分が知りたいんですけどねえ……裴貴妃？」

「でも白侍中、仕方ないじゃないですか！　わたしは火に巻かれて逃げてきて、脱だつ出しゆつできる出口がないか探してたんだよ？　謎なぞかけとか解いてる場合じゃない！」

「ううう、理性ではわかるよ。けれどね？　そんなことありえる、翡翠さん？　せっかく神仙から試練を与えられているのに、見てないって！　僕の理解を超こえているよ！」

「一応、さらっとは読んだんだよ。ただ全部覚えてないだけで」

「普通っ、忘れますか!?」

　動揺も露あらわに叫さけぶ白恵顕を見られる日がくるとは思わなかった。しかも動揺させているのはわたしだ。してやったりという気持ちである。

「四つの国について書いてあったんですよね。それで、四つ目の国がたぶん華燁国のことだった。『神仙に選ばれた王が統治する国の国民はみんな守ってもらえるよ』みたいなことが書いてあったような……」

「細部は絶対に違ちがうでしょうけれどね……」

　白恵顕が意地悪く言うけれども、わたしは反論を堪こらえて試練の全容を語った。

「……それで、四つある国の加護のうちで、どうして華燁国の加護が一番いいのか考えて答えろって書いてあったよ」

「……他の三国のことがわからないのに、答えなくてはならないんだね」

　琅玄様が項うな垂だれる。申し訳ないなと思う。

「なんて書いてあったのかな……？」

「一度目を通したというのに忘れるとは……私には理解不能ですね」

　何冊もの書物を暗記できるような、頭のいい人の基準で考えないでほしい。

　白恵顕に言われるとちょっとせいせいする。

「そういう頭のいい人を試練に選ばなかったのは神仙なのでっ」

「神仙が人を見て選んで試練を課しているとは限らないけれどね……翡翠さんを見ていると」

「神仙のことなのによく言ったねお義兄にいちゃん！」

「ああっ桃とう源げんに遊ぶ神仙郷の皆みな様さま！　恵顕先生！　申し訳ございません！　僕はただ、翡翠さんがあまりにも阿あ呆ほうなので、信じられなくて！　ですが必ずや受け入れてみせます、この現実を！」

「お気になさらず、琅玄。……私も全く同じ気持ちです」

　気の合う師し弟ていには悪いけれど、わたしはあまりやる気がなかった。

　だって、わたしが謎を解いて星宿を背負う権利とやらを与えられてしまったら、少なからずわたしを皇こう帝ていにした方がいいのではないかと思う人が出てくる。

　それはすなわち朔耀様の死を願うのと同義だ。琅玄様も白侍じ中ちゆうも絶対に、心の中でちらっとくらいは考えたに違いない。

　まさか考えることすら許さないとは言わないけれど、腹が立つものは立つのだ。

　以前に朔耀様がわたしに怒おこっていた時の気持ち、少しわかった。

「……朔耀様はどこにいるの？　会いたいんですけど」

「今夜は内侍省にてお預かりしています……ご案内しましょうか？」

「お願いします」

　白恵顕は肯うなずくと、道士が開いた扉から部屋を出た。琅玄様が続き、わたしは後を追う。

「朔耀様のお部屋にいるのかと思ってたのに、違うんだねお義兄ちゃん」

「まあね。道士ばかりが勤める内侍省ほど朔耀様にとって安全な場所は他ほかにはないから」

　白恵顕にも劣おとらず琅玄様は自身が所属する道士という身分に信しん頼らいを置いているらしい。

「こちらです」

　宮きゆう殿でんよりも質素な佇たたずまいをして見えた内侍省において、その部屋だけは絢けん爛らんな輝かがやきを帯びていた。皇帝のために用意されている部屋なのだろう。

　銀の牀しん榻だいに横たわる朔耀様に近づき、玉顔を覗のぞき込んで涙なみだぐんだ。

「顔色、とてもいいね……」

　小さな燈とう籠ろうの火だけでもわかるほど、朔耀様の血色はよくなっていた。

　指で頰ほおに触ふれると温かく、唇くちびるには血の通う証しるしである熱を感じた。

　朔耀様が助かってよかった……そう思った時にはもう、目め頭がしらが熱くてたまらない。

「……ひっ、うっ」

「僕らは行きましょう、恵顕先生」

「……無ぶ粋すいというわけですか？　いいでしょう……ですが何かあったら声をあげるのですよ、裴貴き妃ひ」

　二人は部屋を出ていった。わたしは牀榻の横に座り込み、眠る朔耀様の手を握にぎった。

　掌てのひらの温ぬくもりに触れていると涙が止めどなく溢あふれた。

　休んでいる朔耀様を起こさないように声を抑おさえるのに、何時間も苦労し続けた。





[image: くぎり]






「翡翠さん、起きて！　ここを、内侍省を朔耀様と一緒に出るんだ！　早く！」

「琅玄……勝手なことをしないでください」

「ですが先生ッ！　先程目にしたあれが現実ですよ!?」

「……っ」

　うつらうつらしていたわたしを叩たたき起こしたのは琅玄様と白恵顕の口論だった。

　珍めずらしくも琅玄様が白恵顕に逆らい、しかも白恵顕を黙だまり込ませた。

　異様な事態に目が冴さえていく。それはわたしだけではなかったらしい。

「何が起きた……騒さわがしい」

「朔耀様！　傷は大だい丈じよう夫ぶっ？」

「傷？　……そうか、余は刺さされたのであったな」

「起き上がって平気なの!?」

　朔耀様は牀榻の上に身体からだを起こした。手伝おうとした手を退けて、一人でだ。

「痛みはあまりないな。薬が効いているのだろう……おや、翡翠の目が雪ゆき兎うさぎのように赤いのは一体何な故ぜだろうか？　まるで愛する者を失いかけて嘆なげく仙せん女によのような──」

「心配、したんだからね……！」

　からかうような口調で言う朔耀様に我が慢まんできず、わたしは涙を零こぼしながら訴うつたえた。

「そんな軽口叩けるのが噓うそみたいに、血がいっぱい出たんだか、ら……っ！」

　嗚お咽えつが漏もれて上う手まく舌が回らない。

「ほんっ、とうに、なくしちゃうかとっ、思っ、ううっ」

　朔耀様を抱だきしめて泣きたかった。

　けれど、傷が痛むだろうと手を引っ込めた──その手を、朔耀様が摑つかんだ。

「すまない、翡翠。そなたがそこまで余を想おもってくれていたとは考えていなかった」

　引き寄せられて、朔耀様の胸に落ちた。傷口に触れたくなくてすぐに退のこうとしたけれど、朔耀様の腕うでに抱きしめられて離はなれられない。

　逃のがれられないのが嬉うれしくて、その熱い身体に触れられる喜びに胸が締しめつけられた。

「よろしくやってる場合じゃないんですよ、朔耀様！ 翡翠さんも、今は申し訳ないけれどちゃんとしてくれないと困るんだ。信じられないかもしれないけど、明めい徳とく門もんの外に、緑閃華国王の率いる軍勢がやってきているんだ！」

　明徳門というのは華燁国の首都であるここ、華陽を囲う城じよう壁へきの南門である。

「そんなはずがあるわけなかろう！　琅玄は何を言っているのだ？　恵顕」

「……恐おそれながら、琅玄の言葉は事実です」

「まさか。伝令はどうした？　途と中ちゆうの藩はん鎮ちんや駅の者たちは何な故ぜ奏上してこない？　大臣たちは何をしていたというのだ？　余はそれほど長く眠ねむっていたというのか！」

「朔耀様は……一晩お眠りになっていただけでございます」

「ならば何故だ!?　どうしたらそんな馬ば鹿かげた状じよう況きようが起こりうる！」

「金きん境きよう門もんの衛え士じも藩鎮の長おさも駅の亭てい長ちようもみな緑閃華国王を通過させて、それを朔耀様にお伝えしなかったということです！」

　琅玄様が怖こわい夢を見て、夢を真実だと思い込んでいるみたいに滑こつ稽けいな話だった。

　けれど、白恵顕もまた苦々しい表情で肯いた。

「確かに……琅玄の言葉は事実でしょう。伝えようとした者はいたのでしょうが……周りの者に阻はばまれたのです」

「……何故だ？」

　朔耀様は抱いだいて当然の疑問を口にした。

　異国の王を首都まで招き、それを自国の王に報しらせない理由などあるだろうか？

「道士たちが裏切ったんです」

「琅玄！　口が過ぎますよ……」

「ですが事実ですよね、先生!?　道士だけではないかもしれない。信しん仰こう心の深い金境門の衛士や藩鎮の長、駅の亭長たちも裏切ったのかも。だけれど一番に緑閃華国王に加担したのは、道士ですよ！　間ま違ちがいなくっ！」

「まだ愚おろか者たちの出自の全すべてがはっきりと明らかになっているわけではないでしょう……っ、軽はずみな言葉は慎つつしみなさい」

「多くの道士が協力しないと、こんなことは不可能なんですよ！」

　だから琅玄様は内侍省から早く出るようにと促うながしたのだ。

　ここは後宮内部にある省。女性の勤め人以外は道士しかいない。

　何故朔耀様を裏切ったのかは知らないけれど、寝ね返がえった道士やその仲間がいるかもしれない場所だ。

「大変です白侍じ中ちゆうっ！　緑閃華国王軍が、華陽の中にっ！」

　前まえ触ぶれもなく部屋に駆かけ込んできた道士が、半ば泣き顔で叫さけんだ。

　恐ろしい報せに心臓が縮み上がった。

「……緑閃華国軍が襲おそってきたのですか？」

「いいえ……っ、恐らく、衛士たちが通してしまったのだと思います……っ！　中に、道士出身の者がいたのやもしれません……！」

「どうして？」

　信じられなくて、思わず震ふるえる声で尋たずねた。

「なんで、入れてしまったの？　朔耀様がいいって言っていないのに……道士たちは一体、どうしちゃったの……？」

　わたしに声をかけられて、初めてわたしと朔耀様がいると気づいたかのように顔を青ざめさせた道士はその場に跪ひざまずいた。

　叩こう頭とう跪き拝はいし、震えながら道士は言う。

「裴貴妃の問いに、恐れながらお答え申し上げます……っ、緑閃華国王が、仙せんだからです」

「仙？」

「はい……童仙、と名乗っていらっしゃいました。神しん仙せんより、仙せんに至る可能性を与あたえられたとおっしゃって……っ」

　時と場所が違ちがえば笑いたくなるような話だった。

　けれど笑い話には似つかわしくなく、道士はぶるぶると声と身体を震わせている。

「緑閃華国王陛下は、私ども道士に、神仙の象しよう徴ちようたる五ご彩さいの火を御み手てより出してお見せくださいました……っ」

「五彩の、火？　それは……ッ」

　覚えが、ある。

　わたしが謎なぞの部屋で見た、燈籠の火。

　それはまさに五彩の炎ほのお。神仙の試練の間に吊つり下げられていた燈籠の色しき彩さい。

「あまりにも、美しく」

　跪く道士の、声も身体も、震えはいつしか止まっていた。

「我ら道士がお仕えすべき相手が誰だれなのか、わからなくなってしまうほど──美しかったッ」

「琅玄！」

　道士が床ゆかから跳はね起きるのと朔耀様が叫ぶのは同時だった。

　瞬またたきの後には、琅玄様の足あし下もとにその道士が倒たおれていた。琅玄様の手には剣けんが抜ぬかれている。

　道士は微かすかに呻うめきながら、みるみるうちに血ち溜だまりに沈しずんでいった。

「琅玄の言う通り……道士のいない殿でんへ場所を移した方がよいようです」

　琅玄様に刺されて動けなくなっているこの道士は、一体今何をしようとしたの？

　顔を上げた瞬しゆん間かん、彼が見ていたのは朔耀様だった。

　朔耀様に何をしようとしたのだろう？　緑閃華国王が神仙を彷ほう彿ふつとさせる五彩の火をその手から生み出して……だから？　それがなんなの？

　五彩の火が美しいからって、あんなもののために、朔耀様を害そうと……っ！

「朔耀様！　今すぐにここを出よう!?　こんなところっ、一秒だっていられない！」

「歩けないなら、僕が連れて行きます」

「いいえ、琅玄はすぐに剣を抜けるようにしておいた方がよいでしょう……。道士たちを信じたかったのですがね……なんと愚かな真ま似ねをしようとしたのでしょう。全ての責は侍中たる私と琅玄にございます」

「そなたらは門下省の侍中だ。内侍省の者が犯おかした罪の責は内侍省の長官が取ればよい。それよりもそなたらに聞きたいことがある」

「そんなことより、朔耀様っ、早く移動しないと……っ！」

「わかっている、翡翠。だがはっきりさせなくてはならないのだ。信しん頼らいのおけぬ者の言によって行動はできないからな」

「……私と琅玄もまた道士なので、信頼できないということでしょうか？」

「そうではない。恵顕に問いたいのは、何なに故ゆえに余の命を救ったか、だ──翡翠、案ずるな。怪け我がを負ったとはいえそなたの身くらいは守ってみせる」

　朔耀様の腕の中で身体を強こわばらせたわたしを、怯おびえていると考えたのだろうか？

　違う。わたしが息を吞むほど緊きん張ちようしている理由は他ほかにある。

「余の命を神仙に還かえさず生かしておいた理由はなんだ？　それがわからねば、そなたらの言葉を鵜う吞のみにして行動するなどできようはずもない」

「朔耀様……それについては後ほどご説明させていただきますので」

「今この場で申せ」

「ならば申し上げますが……、っ」

　やめて、言わないで。

　わたしが神仙の試練を与えられた身だと知れば、皇こう帝ていになるべきだと考える人がいるだろう。

　朔耀様自身もまたそうだとしたら？　……その可能性はとても高かった。

　何せ、朔耀様は己おのれに与えられた義務として、白恵顕に殺されるのを一度はよしとした。

　朔耀様を殺そうとする白恵顕を恨うらむなと言った。そんなの無理に決まっているのに。

　全てを知ったら、朔耀様自身が現皇帝である己を玉座から引きずり下ろすために、害そうとするかもしれない。

　白恵顕はわたしの視線を受けて、口ごもる。この人も聡さとい人なのだろう。

　わたしの気持ちを察してそれ以上の言葉を口にしない。

　そんな白恵顕の姿に朔耀様は訝る。

「……まさか我が身可愛かわいさに余を害すのをやめたのか？　恵顕が？」

「そうではございません……っ！」

「ならば申し開きできるはずであろう。皇帝である余の命令が聞けないというのか？」

「……申し訳ございません。今はまだ、説明させていただくのは難しく」

「まるで誰かの許可を欲ほつしているかのようだな。まさか緑閃華国王と繫つながっているのか？」

「違います……っ」

「しかしそうとしか取れぬ。琅玄、そなたからの申し開きはあるか？」

「えっと、恵顕先生、どうしておっしゃらないんですか？」

「琅玄……注意深くなりなさい」

　琅玄様がわたしの視線に気づいてくれない。白恵顕の言葉を呆ぼう然ぜんと聞いていたからだ。

　白恵顕が、琅玄様にわたしを見るように暗に促す。

　けれど琅玄様の視界にいるのは白恵顕ばかりだ。

「このままでは恵顕先生が誹そしりを受けてしまいますよ？ 仕方のない話じゃありませんか、だって──」

「言わないでっ！」

　何も気づかずに何もかも朔耀様に明かしてしまいそうだった琅玄様を、思わず止めた。

　琅玄様は驚おどろいたように目を丸くして口を噤つぐんだ。

「翡翠？　そなたも何か知っているのか？　……何を隠かくしている？」

「言いたくない……やだ、嫌いやだっ」

「泣くのはやめよ。余はそなたの涙なみだに弱い」

　朔耀様は眉まゆ尻じりを下げて溜め息いきを吐ついた。

「しかし翡翠には悪いが、余は知らねばならん。だから皇帝として侍中である白恵顕、裴琅玄に命じよう。全すべてを話せ」

「……申し訳ございません、朔耀様」

　白恵顕が跪き、絞しぼり出すような声で謝罪する。

　琅玄様は白恵顕に倣ならい膝ひざをつきつつ、ちらりとわたしを見やった。

　慧けい眼がんの持ち主である朔耀様が息を吞む。

「……そなたらは、翡翠に従っているのか？」

　心臓が引きつるように痛んで、息が苦しい。

「翡翠、そなたの先ほどの反応を見るに緑閃華国と繫がっていないのはわかる。故ゆえに、恵顕と琅玄が余に従わぬ理由は、五彩の炎を生み出す緑閃華国王とやらとは無関係なのだろう。そなたは明らかに隠し事をしているが……余の無事を喜び流した涙に偽いつわりはないようだ」

　血の気が引いて身体からだが氷のように冷たい。

「白恵顕と琅玄はそなたに従っていて、そなたは余の無事を喜んでいる……余が助かったのは、そなたのおかげか、翡翠」

　愛する人が死んでしまうかもしれない。

　その可能性がひとかけらでもあることが、これほど恐おそろしいとは思わなかった。

　以前、朔耀様がわたしの内心を読み取り激げつ昂こうしたのが痛いほどよくわかる。

　頭の中まで支配しようとする権力者の横暴だと思ったけれど、とんだ勘かん違ちがいだった。

　下手な悪夢よりも恐ろしくて、今すぐ目を覚ましたい。

「怯えるな翡翠。大方の予想はついた。どのような真相があったところで、そなたの口づけ一つで余は何もかも許すと確約しよう」

「朔耀様……でも」

「翡翠がそうまで怯えるほど余に嫌きらわれるのを恐れてくれているとはな。今生にこれ以上の思い出はない」

　まるで死を覚かく悟ごしているかのような朔耀様の科白せりふに、目め眩まいがした。

　わたしが説得したから、琅玄様も白恵顕も、朔耀様を害さない。

　けれど、朔耀様に自害をされては元も子もない。

　大きな手をわたしの非力な手で精せい一いつ杯ぱい押さえつけ、朔耀様のいない未来の行く末を予言する。

「朔耀様のいない華燁国は滅ほろびるよ。だから朔耀様は死んじゃいけない」

「……なるほど、琅玄と恵顕が余を生かしておくわけだ」

　朔耀様を奪うばわれた暁あかつきには、わたしは華燁国に復ふく讐しゆうする。

　そういう意味を込めたわたしの予言を、朔耀様は理解してしまったらしい。

　だったら、もう誤ご魔ま化かしても意味はない。……朔耀様はどう思っているのだろう。

　朔耀様を死なせたくないあまり華燁国の滅びを予言した、このわたしを。

　朔耀様が命をかけて、誇ほこりを胸に守っているこの国をこれほど蔑ろにしてしまうわたしを見て、どんな感情を抱いだくのだろう？

　固かた唾ずを吞んで見守るわたしの顔を見て、朔耀様はくしゃりと破顔した。

「余はそこまでそなたに愛されていたのか、翡翠。いつからだ？」

　──朔耀様は、とても嬉うれしそうに笑っている。

　怒おこられるのではないかと思っていた。嫌われるかもしれないとも思っていた。

　わたしが朔耀様の滅びの原因になってしまうかもしれないと、恐れていた。

　それなのに、朔耀様は眩まぶしそうに目を細めて、わたしの顔を嬉しそうに見守っている。

　その美しい笑え顔がおを見ていたら泣いてしまいそうになった。

「……わたし、朔耀様のこと、ずっと前から大好きだったよ？」

「余もそなたを愛している。そなたの望まぬ未来をもたらすつもりはない」

　深い安あん堵どに包まれて、わたしはまた泣きそうになる。

　けれど悠ゆう長ちように泣いてはいられない。涙を堪こらえてわたしは口を開いた。

「行こう、朔耀様。安全な場所まで行けたら、そこで話すから」

「よかろう」

　後宮を出て甘かん露ろ殿でんに入る。朔耀様の私室周辺からは道士が排はいされ、在家の武官で固められた。

「武官とはいえ信しん仰こう心を持っておらぬとは言いきれんが、内侍省にいるよりはよかろう」

「玄家の武官を選んで護衛にするのはどう？」

　思いついたのは良徐の存在だ。

　良徐は、「道士のやつらは神しん仙せんが絡からむと理性がとぶやつばかりだ」と愚ぐ痴ちっていた。そして道士を多く輩はい出しゆつするらしい白家と対立しているようだった。

「確かに良案かもしれませんね……そりの合わない白家に道士が多いというので、道士そのものまで毛け嫌ぎらいするような野や蛮ばんな方々ですから。……こんな時ばかりは頼たのもしい」

　白恵顕はさらりと毒づいた。本当に白家と玄家は仲が悪いらしい。

「よく玄家と白家の仲の悪さを知っていたな、翡翠」

「うん、玄家の友達が白家の悪口を言ってたから」

「……うん？　後宮には玄家の者はいなかったはずだが」

　友達ができたのは後宮の外だからだね。……言っちゃいけなかったかも。

「翡翠？　二ヶ月前にそなたが夜中に翠星宮を抜ぬけ出したと報告があった。何な故ぜか余が与あたえた朝ちよう衣いではなく下位官かん吏りの朝服を身に纏まとっていたらしいな？」

　朔耀様の顔が怖こわい。完かん璧ぺきな笑顔に笑っていない目。

　確かに規則で駄だ目めだと言われているのは知っているけれど、ひとところに留とどまっているのが不都合な場合だってあるだろう。たとえば建物を燃やされたりだとかして。

　どうして朔耀様はそこまで怒るのだろう？

　冷や汗あせをかきながらよそ事を考えるよう努めていると、ふと思い出した。

「そして同日、物音に驚いた衛え士じが僅わずかな間、門を離はなれたという。……翡翠？　出たのか？」

「……そういえばあの日、采春を見たんだった」

「采春？」

　朔耀様がきょとんと目を丸くする。

　わたしの頭の中に恐ろしい考えが泡あわのように浮うかんでは弾はじけるのを感じた。

「いつだって警備が厳重なはずの嘉か猷ゆう門もんがあの夜、無人だったの。後宮の外に出ていた采春が、その無人の門を通るのを見て、わたしも後に続いた……わたし、あの時なんとなく気になって後を追ったの。采春は珠しゆ栄えい宮きゆうに入っていった……っ」

　遠目にしか見たことのない陳皇太后の顔が脳のう裏りにちらついた。

「ごめんなさい、もっと早くに朔耀様に伝えるべきだった……！　采春、どこからか緑閃華国の旅券を手に入れて、わたしにくれようとした。誰だれかの協力がなくちゃ、絶対にあんなの手に入らない。誰かの協力がなくちゃ、嘉か猷ゆう門もんを無人になんてできるわけないのに！」

「嘉か猷ゆう門もんの衛士を動かせるのは皇こう帝ていか皇后、今、後宮の長おさたる貴き妃ひのそなたか……陳皇太后くらいであろう。なるほど、采春が侍じ女じよになったのも、衛士を引き離し余を殺そうとしたのも、緑閃華国王をここまで引き込んだのも陳皇太后の差し金でもあるのかもしれぬ」

　十年経たって二人が仲直りしたのかもしれないなんて考え、甘かった。

　朔耀様はわたしの勘違いだと考えるでもなく、即そく座ざに陳皇太后を疑った。

「まだ……意地悪されているの？」

「されてばかりではないがな。余とて反はん撃げきはできるようになった」

「朔耀様は皇帝なのに、ひと思いにどうにかできないの？」

「……あれは怪かい物ぶつだ。簡単に倒たおせる代しろ物ものではない」

　朔耀様の顔から偽りの笑顔さえ剝はがれ落ち、僅かに怯おびえの表情が浮かんだ。

　大きくなってからの朔耀様の表情に、そんな感情が浮かぶのを見るのは初めてだった。

「大だい丈じよう夫ぶっ！　朔耀様はわたしが守るから……っ」

　励はげましたくて大声を出すと、朔耀様は目を丸くした後、花が綻ほころぶように笑った。

「それは頼もしい限りだ」

「うん、わたし、華燁国の皇帝になる権利を与えられるための神仙の試練を受けている最中なのかもしれないの。だから白侍じ中ちゆうも琅玄様もわたしの言葉を聞いてくれる……この状じよう況きようを上う手まく利用したら、きっと怪物も倒せるよね？」

「かもしれぬな。そんなことより翡翠が夜に会っていたという玄家の者について話を聞きたいのだが──」

「何がそんなことよりですか……朔耀様、今論じるべきは、緑閃華国軍についてでしょう」

「だが恵顕！　翡翠は余以外の男と夜、密会していたのだぞ！」

「今となっては裴貴妃の孕はらんだ子なら……朔耀様の子でなくともよいようになりました。誰と密会していようと……子作りに励んでくださるのなら結構なこと。どうでもよろしい」

「なんで子どもの話になるの？」

「翡翠さんの口からこの発言が出てくるってことは大丈夫そうですよ、朔耀様」

　愕がく然ぜんとした顔つきで固まってしまった朔耀様を慰なぐさめるように琅玄様が肩かたを叩たたく。

「私から簡単に、裴貴妃が与えられし神仙の試練についてご説明致いたします……」

　白恵顕によって簡潔にわたしの試練内容が伝えられ、朔耀様は首を傾かしげた。

「随ずい分ぶんと曖あい昧まいな箇か所しよが多いように思うのだが」

「裴貴妃が覚えておりませんのでこのようになりました……信じられないことですが」

「ごめんね」

「ごめんで済む話だったらすぐに許せたんだけどねえ」

　琅玄様が苦笑いだ。

「翡翠さん、真しん剣けんに考えないと大変なのは朔耀様だよ？　華燁国が滅びる時、その責は皇帝である朔耀様に課せられてしまうんだから」

「そんなの絶対許せない！　でも、わたしが皇帝になるとしたら、その前に朔耀様は殺されちゃうでしょ？　それに、わたしを皇帝にするなんて絶対にやめといた方がいいよ」

　最高権力者なんて、わたしには向いていない。白恵顕も琅玄様も口を揃そろえていたよね？

「そうだね。だから翡翠さんが望みを全すべて叶かなえたければ選ぶべき道は一つだけだ。神仙の試練を達成し、その血に星宿を背負う権利を宿す。そして皇帝の座にある朔耀様と子をなし、その子を立太子し次の皇帝にする」

　琅玄様がわかりやすく解説してくれた。

　わたしが謎なぞかけを解いて、この血に統すべる国を守護する力が宿った後、朔耀様と子をなしてその子が皇帝になればいいのだ。わたしが皇帝になるよりずっと自然な流れだろう。

「皇帝陛下！　御ご前ぜんを失礼致します！」

「何事だ」

「緑閃華国王よりの使者が皇帝陛下に謁えつ見けんを求めております」

「わかった、使者をもてなせ」

　官吏が下がると朔耀様はわたしたちの顔を見つめた。

「恵顕、大臣を朝堂に集めよ」

「かしこまりました」

「琅玄、玄家の武官を選出し部隊を編制させよ」

「了りよう解かいです、朔耀様」

「翡翠、そなたは神仙に与えられた謎を解け」

　わたしを見る時だけ、その険しい表情は和やわらいだ。

「目を瞑つむれ、翡翠」

　火に炙あぶった蜂はち蜜みつのように蕩とろけそうな甘い目をして朔耀様が言う。

　わたしは言われるがままに瞼まぶたを下ろした。朔耀様の優やさしい指先が頰ほおに触ふれるのを感じた。

　伽きや羅ら沈じん香こうの甘い香かおり、衣きぬ擦ずれの音、唇くちびるに熱い吐と息いきの気配が近づく。

　わたしの唇に朔耀様の熱く柔やわらかな唇が押し当てられると、涙なみだが出そうなほど幸せな気持ちで胸いっぱいに満たされる。

　どれほどの時間が経ったのだろうか。あっけないほど簡単に離れてしまった気がして、唇の温ぬくもりを追いかけたら、もう一度だけ触れてから離れてくれた。

「──名残なごり惜おしいが支し度たくをする」

　わたしから離れた朔耀様の顔には隙すきのない穏おだやかな微笑ほほえみが浮かんでいた。

　朔耀様に、わたしにとって唯ゆい一いつ無二の皇帝陛下に命じられたのだ。

　必ずや神仙の謎を解かなくてはならない。
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　わたしは緑閃華国の使者に姿を見せてはいけないと言われたけれど、どうしても何を言うのか気になって陰かげから様子を窺うかがっていた。

　使者は朔耀様より少し背が低く、少し年上に見える男だった。

　緑がかった髪かみをしていて、細い三つ編みを背中に垂らしている。その身体からだは締しまっていて、馬上で活動することの多い緑閃華国人らしい。

　前まえ髪がみは鬱うつ陶とうしいほど長く、身み振ぶりは大げさでその言こと葉ば尻じりからは尊大さが透すけて見えた。

「緑閃華国王に無益な争いをする意志はなく、ただ妹君を迎むかえに来ただけのこと。妹君、緑翡翠公主をお連れいただければすぐにでも帰国するつもりです」

「……左様か」

「華燁国皇こう帝ていにお願いしたい。どうか公主を我が国に返すよう」

「十年前、我が国で不幸な事故により公主を亡なくしたことについては既すでに詫わび状を送ったかと思うが」

「生きているはずです。翠すい星せい宮きゆうの裴貴妃こそ、我らが公主殿でん下かだと聞き及およんでいます」

　太たい極ごく殿でんがざわりと動どう揺ようと……困こん惑わくに沸わいた。

「裴貴妃が二十六歳？　まさか」

「まだ煤すす遊びを喜ぶような年ねん齢れいの童女だろう？」

　朔耀様の即そく位い十周年記念式典に乱入した時の印象が強い人にとって、わたしは煤遊びをする子どもらしい。

　本気で大臣たちが困惑しているのがわかるのか、使者は一いつ瞬しゆん表情を曇くもらせた。

　しかしすぐに「会わせていただきたい」と言い出した。

「裴貴妃が無理やりそのような立場に置かれているのでなければ会わせられるはずでしょう？　緑閃華国王を迎えてくださいよ、皇帝陛下。そして、その場に裴貴妃を同席させてほしい」

「宴うたげを催もよおすには時がかかる」

「小さな卓たくでも緑閃華国王は気分を害したりしませんよ。我らとしては構わないのですが、緑閃華国王軍がいつまでも華陽の町に滞たい在ざいしていては皇帝陛下にとっては不都合なこともおありでしょう？」

「さあ、どうかな」

「華陽の民たみが緑閃華国王を崇あがめるようになっては困るだろう？」

「なんて不ふ遜そんな物言いだ！」

　朔耀様を警護する武官が激げつ昂こうし剣けんを摑つかむと、使者がうなり声をあげた。

「ああ、まどろっこしいな。宴でなくともいいから今夜この俺様を招いて翡翠と会わせろって言ってるんだよ！」

　使者の男が前髪をかきあげ、その瞳ひとみを晒さらす。

　その瞬しゆん間かん、朔耀様とわたしはほぼ同時に息を吞んだ。

「……っ、まさかそなた、緑閃華国王か!?」

「翡翠を知ってりゃ、目を見りゃあわかるだろうな？　俺は緑閃華国王、緑りよく劉りゆう滎けい。バラしちまったな、どやされるぜ」

　使者のふりをして一人敵国の宮きゆう殿でんに乗り込んで来た、緑閃華国王を名乗る破は天てん荒こうな男のその両の瞳の色は、緑。

　恐おそろしいくらい、わたしの瞳とうり二つだった。

「この男を捕とらえろ！」

「おっとオッサン、おまえらも、こいつを見な！」

　壮そう年ねんの武官が発する号令を制したのは、劉滎という男の手に浮うかんだ小さな火だった。

　鶏にわとりの卵大の大きさをした、五ご彩さいの炎ほのお。

　手妻のように掌てのひらから少しばかり浮いた状態で、炎はゆらゆらと揺ゆれている。

「俺は仙せんに至る可能性の火を与あたえられた男、童仙だ。俺に手を出すのか？　すなわち仙に手を出すも同じだぜ……そうなりゃおまえら全員、必ずや地じ獄ごく行きだな！」

　徳を積んで死ぬと天上にある神しん仙せんの世界へ行けるといわれている。

　大たい抵ていの人は命を落とすと地下の国へ行く。わたしもそこへ行く予定だ。

　罪を犯おかした人は地下の国の獄ごくに繫つながれるという。けれど、この男を捕らえることがそれほどの罪になるとは思えない。

　それでも、武官たちは火を見て怯ひるんで足を止めた。その隙に劉滎は巧たくみに言葉を並べたてる。

「俺は供を十人連れてくる。日が沈みきるまでに俺を含ふくめて十一人を歓かん待たいできるように用意をしておけよ。じゃあな」

　そこには華燁国の皇帝と百官が揃っていた。

　それなのに、たった一人で敵地の中心部まで入り込んできた敵国の王が悠ゆう々ゆうと出ていく姿を、遂ついに見送ってしまった。
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「馬ば鹿か者めが！　あんな手品に引っかかるやつがおるか！」

「しかし、あれは手品だったのでしょうか……？」

　震ふるえる声で言う年若い武官に、壮年の武官は「おまえのような軟なん弱じやく道士野郎はこの部隊にはいらん！」と叫さけんだ。

　居並ぶ官かん吏りの中には道士も多い。顔を顰しかめた者たちの中から、代表するように白恵顕が言う。

「その言い草はあんまりではありませんか……玄兵ひよう部ぶ尚しよう書しよ？」

「今回の不始末の大半は道士によるものだが、責任を取るつもりがあるのか？　白侍じ中ちゆう。むしろ取れるのか？」

「今目まの当たりにしたように、武官もまた動揺されているようですが……」

「馬鹿げた空想に浸ひたっている軟弱者だからだろう」

「空想とは……？　よもや、神仙の加護に対してそのようにおっしゃっているのではないでしょうね……？」

「妖よう魔まから国を守る加護だのなんだの、あるかもわからんだろう！　たまたま妖魔が出ない御み世よの皇帝なら愚おろかでも仰あおぎ、妖魔の出る皇帝の御世ならば賢けん帝ていでも殺す。おまえらのやっていることはめちゃくちゃだと常々わしらは思っていたんだ！」

　恐らく良徐の親しん戚せきだろう、玄家の武官は大言する。

　白恵顕は卒そつ倒とうしそうな顔をして言葉を失った。

　道士たちはざわめくが、意外にも百官の中には落ち着いている人々も多く見えた。

　わたしもまた驚おどろいてしまった。

　異国出身のわたしから見れば、この国の妖魔の出現率は異様に低い。緑閃華国にいた頃ころから間ま違ちがいなく神仙の加護はあるに違ちがいないと思えていたし、実際に神仙の試練とやらを目の当たりにして十年の時を飛び越こえた身だ。信じるより他ほかに選せん択たく肢しがない。

　けれど華燁国の人たちの中には、自分を守る幸運な奇き跡せきを偶ぐう然ぜんだと思って信じずに、神仙の存在を疑っている人もいる。

　周囲に道士や行ぎよう儀ぎのいい女官ばかりがいたから、これまでそんな事実に気づいていなかった。

「陛下、まだ若すぎると思って同行させていませんでしたが気骨のある者がいます。連れてきてもよろしいでしょうか？」

「……よかろう。通せ」

「ありがたく。陛下、あのような法ほ螺ら吹ふきの王に裴貴き妃ひをお渡わたしする必要などございませんのでご安心くださいませ。必ずやわしらが陛下の社しや稷しよくと貴妃をお守りしてみせます」

　連れて来られた若い武官には見覚えがあった。玄良徐だった。

　神仙を妄もう信しんしない人物としてわたしが真っ先に思い描えがいた人物だ。確かに良徐なら朔耀様に刃やいばを向けることはないだろう。

「お披ひ露ろ目めしろ、良徐」

「皇帝陛下、謹つつしんでお願い申し上げます。この場にて幻げん術じゆつを披ひ露ろうする許可をいただきたく」

「意図あってのことであろうな。許可しよう」

「ありがとうございます。それでは」

　良徐は手にしていた布を広げ高く掲かかげた。黒っぽい土のようなものが載のっているようだった。

　玄武官がそれに花樹の蠟ろう燭そくの火を近づけると──次の瞬間、火の色は青白く変化した。

　朝堂にどよめきが走った。

「火の色を変える幻術でございます、陛下。これはただの手品です」

　玄武官が淡たん々たんと良徐の掌で起きている現象を説明した。

「金属の粉を燃やすと火の色が変わるのです。金属の種類によって様々な色に変化します。緑閃華国王を名乗るあの男がしたことは、多種類の粉を交ぜて燃やしただけでしょう」

　玄武官の口上を聞いて、悲鳴に近い声が百官の中から漏もれ聞こえた。

　それを横目で見ながら、玄武官は冷たい口調できっぱりと言った。

「一部の道士や神仙への行き過ぎた信しん仰こう心を持つ者たちは、たったこれだけのくだらない手品のために国を、陛下を売り渡したのです。厳げん罰ばつに処するべきかと存じます」

　朔耀様が玄武官に応こたえようとしたその時、百官をかき分けて前に出てくる官吏がいた。

「陛下！　どうか私を罰ばつしてください！」

「どうか私のことも罰してくださいませ！　陛下！」

「申し訳ございません……陛下！　てっきりあの方が、いや、あの男を、地に降臨した仙だと思い込んでしまったのです……っ！」

　蒼そう白はくの官吏たちが次々に身を投げ出し、己おのれの犯した罪を告白した。

　良徐は彼ら一人一人に縄なわをかけていく。その表情は怒いかりに満ちていた。

　朔耀様のために怒おこってくれているのだ。彼らのような味方が朔耀様にいることが嬉うれしい。

「翡翠さん、緑閃華国王が手にしていた、あの火は──」

「神仙の火だと思うよ。お義兄にいちゃん」

　簾すだれの内側にいたわたしは、声を潜ひそめて琅玄様に告げた。

　今、良徐のおかげで緑閃華国王が作り出した火はただの手品によるものだったと思われた。それによって、朔耀様を、華燁国を裏切った人たちが次々に自首していく。

　けれどあの男が見せた火は、わたしの見る限り、神仙の火だろう。

　神仙の試練の間で見た、燈とう籠ろうの火と同じ輝かがやきを含んでいた。
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　どうしても思い出せない。なんで覚えていないのだろう。

　この世には神仙に加護を受けた国が四つある。

　そのうちの一つは華燁国。

　それ以外の、三つ国のことが全然思い出せない。

　恐おそらく、その三つの国には緑閃華国の王についての情報が含まれているだろうに。

「翡翠さん、これも読んでみて。子ども用に簡単に書き直した創世記だから」

「琅玄様、ありがとう」

「何か手がかりがあればいいんだけれどね、緑閃華国王に与えられた加護について……」

　異国の王劉滎の要求について。

　朝堂は満まん場じよう一いつ致ちで彼を夜や宴えんに招くという玄武官の意見に賛成し、朔耀様はそれを許した。

　夜宴の席で緑閃華国王の手妻を明かし、面子メンツを潰つぶして追い返そうという話になったのだ。

　軍を引かないのなら、緑閃華国王の勾こう留りゆうさえ辞さない。

　本来むちゃくちゃなことをしている緑閃華国王は殺されても文句は言えない立場だ。でも、そうすると緑閃華国に華燁国を攻せめる大義名分を与えてしまう。緑閃華国は他の優ゆう秀しゆうな指導者を本国に控ひかえさえ、戦争の準備を既すでに終えているかもしれないというので、わたしの異母兄の命はよほどのことがない限り助けられる運びとなった。

「あの王がどれだけ自分の得た加護について言いふらしているかはわからないけれど……南方の国々にまで伝わっていたら、彼を手にかけると南方の道士たちまで敵に回してしまうかもしれないんだよね」

　琅玄様は深い溜ため息を吐ついた。道士というのは各おの々おのの国に属するものではあるけれど、異国の道士と独自の繫つながりも持っているものらしい。

　その繫がりから緑閃華国王の加護が周知されていて、各国の道士たちがその加護を神しん仙せんから賜たまわった神聖な力だと認めていたとしたら──その力を与あたえられた人物を手にかけた国は全世界の道士の敵ということになる。

「世界中を敵に回す可能性と天てん秤びんにかけて自分は殺されないだろうと思って単独で乗り込んできたのなら、緑閃華国王は見た目ほどの馬鹿ではないと思うんだよね。厄やつ介かいだよ」

　お義兄ちゃんが辛しん辣らつだ。

　玄武官や良徐たちは百官も招いて、衆人環かん視しの下で劉滎に愚かな策略のつけを払はらわせたいと主張していた。

　でも、朔耀様はこぢんまりとした部屋に招いて最低限の戦力で緑閃華国王と対たい峙じすると決定を下した。

　何しろ緑閃華国王劉滎に与えられた加護は恐らく本物だ。せっかく百官が疑いを抱いだいてくれたのに、再び信仰心に駆かられるような出来事を起こされては困る。

　わたしが琅玄様に炎ほのおの正体を相談し、琅玄様が殿てん上じようの朔耀様に伝えた。

　武官たちはまた道士が皇こう帝ていに妙みようなことを吹ふき込んだと、不信感を抱いている様子だった。

「時間がないね……夕方までに、あの王に何ができるのかわかればいいんだけれど」

「翡翠さん、いいの？」

「いいって、何が？」

「彼は翡翠さんにとって、本物の兄だよね。義理ではなく」

「……異母兄というやつなのかもね」

「それなのに、彼の身を脅おびやかされてもいいのかい？　迎むかえに来てくれた本当のお兄さんと一いつ緒しよに、故郷に帰りたくないの？」

「まさか帰れって言ってるわけじゃないよね、お義兄ちゃん？」

「そんなわけない。君は僕の義妹いもうとだよ。王様にだって兄の座は渡したくないよ！」

「それじゃ、緑閃華国王なんて、会ったこともない人をわたしの兄にしようとしないでね」

　わたしには彼を慕したう気持ちはない。だって初めて会った人なのだ。

　ただしその瞳ひとみを見た時の親近感は、驚くほど強かった。でも、それだけの人だ。

　偉えらそうな身み振ぶり、居い丈たけ高だかな態度、嫌いやみな口調、どれも好きにはなれない。

「ん？　琅玄様、この挿さし絵えは何を表しているの？」

「これかい。これは仙せん同士が戦っているんだ」

「え？　なんで？」

「崇すう高こうな人々のみが仙に召めし上げられ永久の命を得て営まれているのが天上世界なのだけれど、人の劫ごうというのかな、千五百年に一度、天上世界を四つに割るほどの大きな戦争をして劫の清算をするんだ」

「戦ってるんだ……そういえば、謎なぞかけを見た時にも思った」

「えっ！　何か思い出したのかい!?」

「うん。あの謎かけを出した人は、四つ目の国──華燁国に与えた加護が他ほかの国より優すぐれていると思いたいみたいだって」

「それは貴重な情報だね。つまり、四つの加護は全部別々の神仙が与えているってことだ」

「仙同士が、どの国に与えた加護が一番優れているのかを競きそっているのかな……？」

「僕たち人間が仙の争いに巻き込まれているってこと？　面おも白しろい提言だ。翡翠さん、今度僕と一緒に論文を書こうよ！」

　琅玄様は興奮して喜んでくれているけれど、これじゃ謎は解けない。

　二人で頭を捻っていると、朔耀様に呼ばれ私室に赴おもむいた。

　そこには玄武官と良徐がいた。

　良徐はわたしを見ると目を丸く見開いた。やっぱりわかるよね。けれど何も言わずに口を噤つぐんでくれた。

　なんとなくわたしが脱だつ走そうしてみた話は流してもらえたのに、掘ほり起こしたらまた朔耀様が怒り出しそうだ。

「裴貴き妃ひ、大変申し上げにくいのですが、緑閃華国の愚ぐ王おうを油断させるためにも夜宴の席に裴貴妃にも同席を賜りたいのです」

「作戦のためだ、翡翠。辛つらいだろうが同席を頼たのめるか」

　朔耀様がそうしてほしいと考えているのならわたしに否いなやはない。辛いというのもよくわからないくらいだ。たぶん、琅玄様と同じように朔耀様も慮おもんぱかってくれているのだろう。

　わたしが肯うなずくと、気き遣づかわしげな顔をした良徐が声をあげた。

「発言をお許しください、陛下」

「なんだ？」

「裴貴妃には弟がいらっしゃるはずです。その者に身代わりをさせられないでしょうか？」

「……………………弟？」

　朔耀様の仮面のような笑え顔がおが深まる。

　良徐のせいで後宮を抜ぬけ出して遭そう遇ぐうした玄家の人間が良徐だってバレた。

　しかも良徐は、あの夜遭遇したのをわたしの弟だと思っているらしい。

「はい。本名は知りませんが、カワセミと名乗っておりまして……ご存じないのですか？」

「……いいや、勿もち論ろんよく知っている」

「でしたら、その者に同席をさせましょう。私の見たところ彼は足あし腰こしが強く非常に図太く根こん性じようが据すわっていて多少の物事には怖おじることはないでしょう」

「……左様か」

「裴貴妃のように美しく嫋たおやかな女性にこのような任務を任せるのは気が引けます」

　襦じゆ裙くんを身に纏まとい、金銀花か釵さいをつけ、髪かみの毛を結ゆい上げられ、綺き麗れいに化け粧しようをされたわたしはそんな風に見えるらしい。笑いを堪こらえるためにわたしの腹筋が酷こく使しされている。

「このように震ふるえていらっしゃる貴妃に……お労いたわしいことです」

　純じゆん粋すいな目をしてトドメを刺さしにくる。もう駄だ目めだ、吹き出しそう。

「そなたの助言に感謝し、此こ度たびの役目はカワセミに任せるとしよう。翡翠は下がらせ養生させる。一人では歩けぬか？　余が直々に部屋まで送ろう」

　朔耀様と目が合ったら笑いの発ほつ作さがシュンッと治まった。とても怒おこっていらっしゃる。

　手を取られ、有う無むを言わさず部屋から出されると朔耀様が無表情になった。怖こわい。

「あの玄良徐とやらが、そなたが後宮を抜け出して会った男だな？」

「はは……うん」

「本当にそなたを男だと思い込んでいるようだな。その勘かん違ちがいを決して正すな。男だと思わせておけ。よいな？」

「はいっ」

「では、今からそなたは裴川かわ蟬せみと名乗るがよい。翡翠の弟だ。直に戸こ籍せきも作っておこう」

　案外怒られなかったな、と油断していると朔耀様に顎あごを摑つかまれた。

「余は嫉しつ妬と深ぶかい。あまり余の心を乱そうとするなよ、翡翠？」

「はい……んっ！」

　急に近づいてきた熱い唇くちびるに、口紅を全すべて剝はぎ取られ、悲鳴を吞のまれた。

　唇というものが本来こんなに熱いものだとは知らなかった。

「あまり煽あおられると、そなたに与えた猶ゆう予よを奪うばいたくなる」

　ぞくりとするような低い声で朔耀様が囁ささやく。心臓が痛いほど音を立てた。

　言葉の意味はわからないのに、朔耀様がわたしへ向ける眼まな差ざしに孕はらんだ何かしらの激しい情に、恐おそろしいような、慕わしいような不可思議な感情を抱かずにはいられなかった。




「よっ川蟬！　初めからお前が出て来いよな！」

　殴なぐりたい、この笑顔。

　朔耀様に脅おどしじみたことを言われて、未いまだに心臓が騒さわいでいる。これは絶対に良徐のせいだと思うのに、本人は旧友に会えた喜びに顔を綻ほころばせている。

「川蟬が本名なんじゃねえか。なんで偽ぎ名めいだなんて言ったんだよ」

「玄良徐殿どの、僕のいも……っ、義弟おとうとに軽々しく触ふれないでいただきたい」

「なんでですか、裴侍じ中ちゆう？　あ、高い服だからですか」

「それだけではなく、義弟もまた朔耀様のものだからです」

「え……っ、おま……苦労してるんだな……」

　わたしたち華燁国に仕える者はみんな朔耀様のものじゃないの？

　どうして良徐はそんなにも深い同情を示してくるんだろうか。解げせない。

　ていうかわたしの顔、口紅が剝げた以外にはほぼ何も変わっていないんだけれど。どうなってるんだ良徐の目。節穴か。

「それでは御ご前ぜん会議を始めさせていただいてもよろしいか。裴川蟬と言ったか。姉君の一生がかかるといっても過言ではない作戦だ。意見があれば是ぜ非ひ言ってくれ」

　そして玄武官の方もわたしが裴貴妃のままだって気づいていないんだよなあ。

　白恵顕の薄うすい肩かたが震えている……笑いを堪えているのだろう。珍めずらしいものを見た。

　玄家の人間の目は底知れない節穴でできているのかもしれない。
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　襞ひだをたっぷりとり優ゆう雅がに広がる淡あわい深緑宝石の爽さわやかな長ちよう裙くん、躑躅つつじの刺し繡しゆうの蔽へい膝しつ。

　金襴の美しい桜の上じよう襦じゆ、吉きつ祥しよう文の刺繡された緑の半はん臂ぴに黄色の披ひ帛はく、紅玉の留め金。玉帯を締しめて珠しゆ玉ぎよくを佩はく。

　玉の首くび飾かざり、金の耳みみ飾かざり、結い上げた髪には翡翠の歩ほ揺よう、紅玉の十二花の釵かんざしに金の笄こうがい。

　渡わたされた鏡を渡され覗のぞき込む。顔の形すら変わって見える絢けん爛らんさには毎度驚おどろかされる。

「馬ま子ごにも衣装ってやつだな」

　良徐がやかましい。

　わたしは緑閃華国の公主ではないふりをする裴貴妃のふりをする弟のふりをしなければならないという、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいややこしい状じよう況きように頭がこんがらがっているのでそっとしておいてほしい。

　時刻が来て、宣言通り十一人の緑閃華国人がやってきた。

　王とその護衛だろう屈くつ強きようそうな、暗い目をした男たちである。

「──翡翠、だな」

　何な故ぜそう思うのだろう？

　確かに翠すい玉ぎよくの瞳ひとみはよく似ている。親近感も覚える。ただ、それだけだろうに。

「おまえが翡翠なんだな！　間ま違ちがいない。ああ、無事で良かった！」

「落ち着け、緑閃華国王。翡翠の顔を見てもまだ二十六歳の公主だと言い張るつもりか？」

「確かに可愛かわいすぎるような気もするが……うーん、まあ、化粧だろ」

「翡翠はほとんど化粧をしていない」

「俺の信しん頼らいする部下が間違いないと言ったんだ！　俺は間違いなくこの娘むすめが俺の妹に違ちがいないと信じている」

「……その部下というのは、この国で大罪を犯おかし追われている逃とう亡ぼう者か？　顔采春というのだが、もしも居場所を知っていたら教えてくれ」

「さあ、詳くわしい場所は知らねえが。大罪を犯したんじゃ逃にげ場所は限られているだろうなあ。門を通るどんなに小さな荷も開いて荷物検査をしているんだろう？　それでも見つからないってことは、建物の中にいるんだろうさ」

　妙みような言い方をする、と思ったら、側そばにいた琅玄様が小声で教えてくれた。

「……珠しゆ栄えい宮きゆうのことを言っているんだと思います。陳皇太后のいる珠栄宮だけは家や捜さがしできませんので、もしそこで匿かくまわれているとしたら見つけられません」

　陳皇太后は緑閃華国と繫つながっているのかもしれないと思っていたけれど、これほど露ろ骨こつに匂におわせてくるとは思わなかった。

　夜や宴えんが始まった。太たい極ごく殿でんの一角にわたしと朔耀様、道士は白恵顕と琅玄様のみだ。

　武官は良徐と玄武官を始め部屋の内側に十名。外側にいる人数は知らない。

　気まずい雰ふん囲い気きの中、曲が奏かなでられ始める。

　並んだ豪ごう奢しやな料理に手をつける人は、劉滎以外にいない。

　と、良徐が視界の端はしでバタバタしているのに気がついた。

　作戦を実行しろという意味らしい。視界がうるさい。

　正直、わたしは良徐たち玄家の武官が立案したこの作戦、あんまり乗り気じゃない。

　まずは劉滎に火を出させる。それを見て、手品の種をできるだけ真ま似ねをして、朔耀様もまた色のついた炎ほのおを出してみせる。

　手品の種は良徐たち武官が観察し、わかり次し第だい、朔耀様に耳打ちしてくれることになっている……けれど、そんなものわかるわけがない。種も仕し掛かけもないのだから。

　他ほかならぬ朔耀様が作戦執しつ行こうに許可を与あたえてしまったので従うしかない。

「緑閃華国王、神しん仙せんの火というもの、再び見せていただくことはできますか？」

「お兄様って呼んでくれていいんだぜ、翡翠」

　なれなれしく名前を呼ばないでもらいたい。けれど、初めはいい顔を見せて油断させるように良徐たちに言われている。精せい一いつ杯ぱい愛あい想そ笑いを浮うかべた。

　良徐の話だと、この火の色を変える幻げん術じゆつは大陸の遥か南の国から入ってきた法らしい。

　華燁国を挟はさんで北に位置する緑閃華国の人間はこの手妻をほとんど知らないから、劉滎の護衛たちもまた騙だまされているんじゃないかというのが良徐の考え方だった。

　騙すというか、本当に劉滎は神仙の加護を受けていて、それで特別な存在だと思われているんだろうけれど、それはおいといて。

　劉滎は特別な存在ではないと護衛たちに見せつけ、求心力を落とせば異国の宮きゆう殿でんの真ん中でふんぞり返るなんて馬ば鹿かげたことはさせなくなるだろう。

「妹の頼たのみだからな、特別席で見せてやろう」

　本当はこんな偉えらそうな男、すぐに成敗してしまえばいいのにと思う。

　けれどなんの準備もできていないのに戦いくさを仕掛けるのは愚ぐの骨こつ頂ちようだと白恵顕に言われてしまった。良徐にまで馬鹿にされた。

　劉滎は朔耀様の隣となりに座るわたしの方へと身を乗り出して、突つき出した掌てのひらの上に炎を出した。

「……手品では？」

「まさか。こいつは神仙にいただいたんだ！　俺が王になるべき証あかしなんだよ！　だから兄や姉どもを押しのけて、この俺様が玉座を得たんだ。こいつら王の盾たても無論俺に寝ね返がえって、馬鹿どもの処理に苦労しながらも、なんとかこぎ着けた感かん慨がい深い特等席だ」

　神仙の炎を盾に随ずい分ぶんと強ごう引いんなやり方で玉座に登ったらしい。

　劉滎が掌の炎を握にぎり潰つぶす。良徐がもう一度火を出させろと合図をしてくるけれど、何度見たところで種も仕掛けもわかりはしない。

「……はあ、それにしても俺と二歳しか変わらないはずの妹がこんなに可愛く見えるのは、身内贔びい屓きってやつなのか？」

「あなたの妹ではありませんので」

「そう言えって皇こう帝ていに強要されているんだろう？　可哀かわい想そうに、怯おびえた顔をしているぜ」

　憐あわれむように言われて酷ひどく腹が立った。

　わたしは朔耀様の立場がこの男のせいで揺ゆるがされはしないかと怯えているのだ。

「俺ほど王にふさわしい男などこの世に存在しないからな。昨今は神仙の加護があるのかどうかも怪あやしくなってきたと噂うわさの皇帝に治められるより、直に昇しよう仙せんする予定の俺に統治される方が、華燁国民も嬉うれしいんじゃないか？」

「酔すい客きやくの戯たわむれにしても言葉が過ぎているのではないか？　緑閃華国王よ」

「おお、恐こわい目だ。本当のことを言われたからって怒おこるなよ、皇帝陛下サマ」

　軽けい薄はくな笑い声をあげるわたしの異母兄。朔耀様が備える威い厳げんや品位を感じない。
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　こんな男と血の繫がった兄きよう妹だいだなんて恥はずかしい。

　劉滎は我が物顔で飲んで喰くらった。宮きゆう妓ぎたちの踊おどりには下品な野や次じを飛ばしていた。

　この男の目にわたしと同じ瞳が嵌はまっていなければ、緑閃華国王の替かえ玉かと疑いそうだ。

「翡翠を返す気になったら言ってくれ。翡翠を連れてすぐさま引き上げる。だが、返さないなら期日まではこの国で厄やつ介かいになるぜー。えーと、いつだったか？」

「五月三十一日であろう」

「そうそう、そうだった。助かったぜ皇帝、ありがとうな。ハハッ」

「何故そう緑翡翠に固こ執しゆうする？」

「翡翠が俺と同じだからだ。おんなじように国の犠ぎ牲せいになった可哀想な妹だからだ！　だから俺は玉座に就ついたら真っ先に翡翠を助けてやると誓ちかった！」

　噓うそには聞こえなかったけれど、頭から信じるのは危険だとしか思えなかった。

「おまえこそ、なんで翡翠にこだわるんだ？」

「余の妃きさきだからだ」

「だが、俺の妹だ！」

「この娘は緑閃華国に行きたいとは……思っていない」

「そう思いたいだけじゃねえのか？　本人に聞いたら違う答えが返ってくるだろうぜ！」

　朔耀様の瞳が揺れる。まだわたしが帰りたいと思っていると考えているのだろうか？

　信じてもらうために、わたしはきっぱりと言った。

「わたしの国は、ここだけです。朔耀様のいる国がわたしの国」

「そう言えと強要されているんだよな？　わかるぜ」

「違います。わたしは朔耀様の妻です」

「無理やり後宮に詰つめ込まれたんだろう？」

「違いますッ！　わたしはっ、朔耀様をお慕したいしている！」

　思わず立ち上がったわたしを見て、劉滎は目を丸くした。

「朔耀様をお慕いしているから、わたしは采春を見つけたら……許さない、許さない！　絶対に罪を償つぐなわせる……あれを指示したのがあなただったなら！　必ずあなたにだって報むくいを受けさせるんだからっ！」

「翡翠、落ち着け！」

「でも朔耀様……っ、この男は……！」

　朔耀様の命を奪うばおうとした暗殺者の国の王だ。もしかしたら、朔耀様を害するように指示を出しさえしたかもしれない当人だった。

　わたしの故国の王なのに、実の異母兄妹ですらあるのに、憎にくしみさえ湧わいてくる。

「許さないから……っ！」

「翡翠、余は平気だ。落ち着いてくれ、頼む」

　後ろから抱だきしめられ、熱く柔やわらかな感かん触しよくが耳じ朶だに触ふれた。見なくとも朔耀様の唇くちびるだとわかった。身内を巡めぐる憤いきどおろしい熱が涙なみだとなって零こぼれ落ち、身体からだから力が抜ぬけていく。

「ふうん……女を懐かい柔じゆうする腕うではあるらしいな、皇帝め」

　つまらなそうに言うと、劉滎は語調を変えた。

「ここにくる途と中ちゆう、まあ全員が俺たちを歓かん迎げいしてくれたわけじゃない。やむを得ず戦ったこともあったが……この国の兵は弱かった。何な故ぜだかわかるか？」

　壁かべ際ぎわに立つ良徐たちに睨にらまれても、気にしたそぶりすらなく劉滎は言う。

「この国にはほとんど妖よう魔まが出ないからだ。華燁国ではそれがいい、皇帝サマのおかげってことになってるんだったな？　だが、そのせいで府兵の質は絶望的だぜ？」

　確かに緑閃華国の人間なら最低限動き、判断し、戦えるところで、華燁国人は一歩も動けなくなることがある。関所抜けの道案内をしている時、華燁国人は払はらいはいいけれど慎しん重ちようにもてなさなくてはならない客だった。

「この国が、国民全員が精強な戦士である緑閃華国と戦って勝てると思ってんのか？　翡翠を渡わたさないなら戦争だが、どうするつもりだ？　女一人のために俺たちと戦うのか、おまえらは？」

「……わたしは華燁国人です。ここから離はなれたくないんです！」

「そりゃあ、おまえが洗脳されているからだよ。帰ったら少しずつ洗脳を解いてやるから安心しろ。俺の側そばで幸せに生きられるようにしてやるからな」

　緑劉滎には、何を言っても言葉が通じそうにない。

　わたしを助けに来たとはいうけれど、本当にわたしのためなのだろうか？

　薄うすら寒いほど意い思し疎そ通つうのできない男を前に、逃にげ出したくなったその時──劉滎は言う。

「まあ、その気になれないっていうのなら仕方ねえ。力ちから尽ずくで奪い返した方が効率はいいんだ。憐れで愚おろかなくだらない、なんの役にも立たねえ加護に守られる国、華燁国を叩たたき潰して、俺に仙せんに至る可能性の火を与えた神仙こそが一番優すぐれていると証明してみせる絶好の機会だ」

「訂てい正せいして」

　目の前が真っ赤になった。

「あン？」

「訂正して、華燁国はくだらない国なんかじゃない」

　華燁国を貶けなされたことが、どうしてこんなに腹立たしいのだろう？

　朔耀様が命がけで守ろうとした国だから？　確かにそれもある。

　でもそれとは別に、元緑閃華国民として、腹の底から緑閃華国王の言葉を許せなかった。

「妖魔が出てくる国だから、強い人が多い？　……そうじゃない。弱い人はみんな死んでしまった！　子どもや老人から死んでいく。だから緑閃華国には身体が動く若い人しかいない」

　玄武官は神しん仙せんの加護をあるかもわからない、馬鹿げた空想だと言った。

　けれどそう思うのは、妖魔害のないこの国で暮らしてきたからだ。

「安全なところで暮らしてきたんでしょう？　緑閃華国王」

「おまえ……」

「わたしは緑閃華国にいた時、華燁国が羨うらやましかった」

　白恵顕が天を仰あおぎ、琅玄様が項うな垂だれている。

　ごめんなさい、わたしは華燁国生まれの裴家の娘むすめのふりをする予定だったけれど、大きな思い違ちがいをしている緑閃華国王に言わずにはいられなかった。

　恐おそる恐る朔耀様を見たら、苦く笑しようを浮うかべて肯うなずいてくれた。

　安心して劉滎に向き直る。劉滎は胡う乱ろんな顔をしていた。

「翡翠、おまえ、何を言ってやがる」

「劉滎、あなたは十歳の頃ころ、何をしていたかな？　権力闘とう争そうに巻き込まれて、不ふ遇ぐうの扱あつかいを受けて涙を吞んでいたのかな。神仙が現れてこの国を治めてくれればこんなにも理り不ふ尽じんな扱いを受けることはないのにと、どうか桃とう源げん郷きようがこの世に顕けん現げんしますようにと願っていた？」

　ちょうど朔耀様が十歳の頃がそうだった。

　別にそれを悪いとは思わない。朔耀様の境きよう遇ぐうはとても憐れで気の毒だ。

　肉親から愛情を得られない苦しみは、母様に愛されて大切に育てられてきたわたしには想像を絶するものだし、絶対にそんな境遇に陥おちいりたいとは思わない。羨ましいとも思わない。

　どんな生活だったにせよ、庶しよ民みんの暮らしというものは知らないに違いない。

「ちょうどその頃、八歳のわたしは妖魔に追われ逃げていた」

　どちらが不幸だとは思わない。ただ、状じよう況きようが違うだけだ。

　だからわたしに言われるまで、そんな可能性を思いつきすらしなかっただろう。

　劉滎は息を吞んだ。その言葉を喉のどに詰まらせることができた。

　この男を黙だまらせないといけない。自分の言葉だけが至上の言葉だと、何よりも正しいのだというふるまいをやめさせなくてはならない。

　だから、誤解をしている緑閃華国王と華燁国民に教えよう。

　国を守る加護が消えた後にあるものが、一体どんなものなのか、その一つの例として。

「いつもは守ってくれる母様は、妖魔に殺された。ある夜突とつ然ぜん、煮に炊たきをしていたところに現れたの。[image: ほう]ほう鴞きようって知ってる？　羊みたいな身体に人の顔がついているの。その牙きばは虎とらのように鋭するどい。いつもは赤ん坊ぼうみたいな声で泣くのに、あの日はとても静かだった」

　母様は腹を嚙かまれた状態で、苦しい息の下からわたしに逃げろと言ってくれた。

　わたしはあの時まだ生きていた母様を見捨てて、山の奥へと走った。

「あなたが世の中の不条理を嘆なげきながらもお腹なかいっぱいご飯を食べて、暖かな錦にしきの服を着て、銀の牀しん榻だいで眠ねむりにつく頃、わたしは槐えんじゆの大木の暗いうろの中に隠かくれていた。ぶよぶよに湿しめった落ち葉を頭から被かぶって、寒さと飢うえに震ふるえながら、夜明けまで妖魔が現れないことを願った」

　朝日が現れ草が朝あさ露つゆに濡ぬれる時間帯は、最も妖魔の出現が少なくなる。

　悪夢のような現実に怯おびえながら、明るい森を走って家に戻もどると、そこには血けつ痕こんだけがあった。

　母様は亡なき骸がらすら残っていなかった。

「──わたしは今、華燁国にいる。為い政せい者しやがよくわからないことをごちゃごちゃ考えている間も、華燁国なら、神仙の加護が守ってくれる」

　喉の奥、更さらにその下、腹の奥底の、丹たん田でんから熱いものがこみ上げてくる。

　国の王一人が神仙になれるからといって、一体なんだというのだろう？

　山の奥、森の木のうろに隠れるわたしを助けに来てくれるのだろうか？

　……恐らく、そんな力は劉滎にはない。

「わたしはずっと羨ましかった。煮炊きの時にびくびくしながら火をたかなくていいし、すぐに身を隠せる場所を探しながら歩かなくてもいい国。わたしは今、その国にいる」

　神仙を王に戴いただく国を素す晴ばらしいと言う人たちを非難するつもりはない。

　けれど、神仙になれたから何もかも全すべてが正しくなって、それ以外の国はくだらないなんて言われなきゃいけないのは、おかしくない？

「毎年牡ぼ丹たんが花開く頃には国中の名所で人がごった返すの」

　──わたしは間ま違ちがっているのだろうか？

「逃げ場もないほどぎゅうぎゅうになっても、足を踏ふまれる心配だけしていればいい」

　──人が神仙になれるという。すごい話だ。

「何も気にせず、紅玉のような花の美しさにぽかんと口を開けていていいの」

　──でも、神仙になれるからって、それがどうしたのって思ってしまう。

「だって妖魔は現れないから……守られていると、みんな、心から信じているから」

　──わたしの感覚が、おかしいのだろうか？　庶民だから？

　それでも、やっぱりこう思ってしまう。

「こんなに素晴らしい国は見たことがない……！」

「──翡翠ッ！」

　熱い涙が零れ落ちるに任せた時、朔耀様がわたしの名を呼んだ。

　目を開けても、視界が涙でぼやけている。

　何が起こったのか、目を拭ぬぐいながら見み渡わたした時、わたしも初めて気づいた。

「五ご彩さいの炎ほのお……？」

　劉滎が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　青、赤、黄、白、黒の五色の彩さい火かがわたしの全身を取り巻いていた。

　聖なる輝かがやき。鮮あざやかな色しき彩さいに取り巻かれたわたしを見た人はみんな、呆然としている。

　わたしの身体からだを燃やし尽つくすかのように、彩火は高く燃え上がっている。

　けれど、身体の奥まで入り込むような火に熱さはない。──でも、身体が燃えているのははっきりと感じた。恐きよう怖ふに悲鳴をあげかけたけれど、かろうじて堪こらえた。

　緑閃華国の王とその臣下たちが見ている。

　──なのに、何も言葉が出てこない。

「こんな子どもだましに騙だまされるとは全く、どうかしてるな！」

　朔耀様が手元に忍しのばせていた金属の粉を燭しよく台だいへと投げつけて朗々と声を張る。

　燭台の火は青い炎をあげた。

「そなたらはまさか、こんな手品に惑まどわされてその男を玉座に就つけたのか？　金属の粉を燃やすと火の色が変わる！　ただそれだけの手品のために、より王として優れていた兄や姉を押しのけるその男の手伝いをしたのか？」

　朔耀様の言葉を聞いて、劉滎の警護をする男たちが顔色を変えた。

「お、おいおいおい、騙されるな！」

「こんなくだらない手品のために、愚おろかしい」

「翡翠っ、おまえも選ばれたんだろう？　なあ？　だから年を取ってないってそういうっ──おいっ、引っ張るな！　おまえら！　なんで助けない!?　俺の炎が見えないのか？　神仙に与あたえられたこの火が！　ふざけるなよっ！　王国の盾たてだなんて偉えらそうな名前をしておいて！　おまえらみんな地じ獄ごく行きだッ！」

　形相を変えた護衛と劉滎を引き剝はがし、華燁国の武官が部屋から連行していく。

　これより主だった部隊が華陽から引き上げるまで、劉滎は拘こう束そくされる。

　劉滎の護衛たちは、主あるじを助けるために命をかけはしなかった。誘ゆう導どうされるがままに部屋を出ていく。彼らは隊に戻り劉滎を助けるために帰き還かんを命じるだろう。

　彼らが攻せめてきても、王が拘束されているのに兵を出してきた相手を責める口実になる。　……できれば引いてほしいけれど、護衛たちの殺気だった顔つきからして、劉滎の命などどうでもよくなって攻めてくるかもしれない。

　劉滎の性格だと譲じよう位いの際に方ほう々ぼうに恨うらみを買っていそうだった。

　緑閃華国人の後ろ姿が見えなくなるまで見届けると、足が笑って立てなくなった。

「川蟬！　大だい丈じよう夫ぶか!?　火を止めるぞ！」

　良徐がわたしの頭から水をかける。けれど火は収まる気配を見せない。

　恐怖で叫さけび出しそうだった。でも、ここには良徐がいる。武官たちがいる。

　わたしが選ばれたと知ったら、朔耀様の命を狙ねらうかもしれない人がいる。

　ただ燃えるだけではない、身体の全てが新しい何かに置き換かわっていくこの感覚を、恐おそれるままに喚わめき散らすことは許されない。

　唇くちびるを嚙んで悲鳴を堪えていると、白恵顕がしどろもどろに助け船を出してくれた。

「服に引火している、のでしょう……止めるためにも後宮に戻もどり、お召めし替かえを」

「悠ゆう長ちようなこと言ってる場合かよ!?」

「余はこの者の肌はだを見せたくない。その方らは下がれ」

「は……はっ、かしこまりました」

　気き遣づかわしげな顔をした良徐たちが出ていって初めて、わたしは思う存分震えることができた。

「朔耀様──怖こわい」

「大丈夫だ、翡翠。火に熱さはない」

「でも、わたしの身体が燃えてる……っ、別のものに変わっていってる！」

　叫ぶと、朔耀様がわたしの身体を強く抱だきしめてくれた。

「翡翠、恐れることはない。全ては神しん仙せんの御み業わざなのだから」

「朔耀様のおっしゃる通りです……裴貴き妃ひは神仙の試練を達したのでしょう。神仙が求める唯ゆい一いつの答えを口にすることによって……華燁国を守護する神仙は人々の安あん寧ねいを尊んでいるようですね」

「正しい答えを導き出したんだよ、翡翠さん！　すごいことだよ！　怖がることじゃないよ、これは誇ほこるべきだよ！」

「……違ちがう」

　怖い、怖かった。すごく怖くて怖くて、震えが止まらない。

「正しくなんて、ない……っ！　ただわたしは、わたしの気持ちを口にしただけ……っ！」

　幼い頃ころから妖よう魔まに苦労してきたからそう思っただけだ。

　あまりにも他愛たわいない、いつも心の中にくすぶっていた言葉のうちの一つだった。

　緑閃華国王の目には映っていない、辺境の人間の一人として言ってやりたかっただけだ。

「たったそれだけのことなのに……何が正解だっていうの!?　なんで燃えてるの!?　これ、本当に神仙の炎なの？　わたしを燃やしてるこれは何なのッ!?」

「落ち着け、翡翠」

「朔耀様……っ、でも！」

「──そなたはそなたにとっての答えを見つけ出した、ということであろう」

「わたしの……答え？」

「そう、きっと一人一人違う答えで良いのだ。誰だれもが違う人間なのだから、余と翡翠ではきっと全く違う答えになる。だが、そうでなければならないのだろう」

「……どうして」

「余と翡翠は全く別の人生を送ってきたのだから、同じ答えになるはずがない。ただ翡翠が己おのれの実体験を元に、本心より口にしたから、神仙はそれを答えとして受け入れてくださったのだ」

「わ、わたしは……本当に、謎なぞを解いてしまったってこと？」

「そうだ。翡翠、そなたはそなたなりの正解を導き出したのだ」

　炎に襲おそわれ逃にげ込んだ地下室で見つけた燈とう籠ろうの謎。

　朔耀様に解くように言われ、悩なやんでいたのが噓うそのようにあっさりと解けてしまった。

　ならばこの炎は、いわば謎を解いた褒ほう賞しようのようなものだろう。

「でも……怖い、朔耀様」

「恐れるな、翡翠──ただ、余と同じ存在になるだけだ」

　驚おどろくくらい、怖おそれがするりと去っていく。

「朔耀様と……同じ？」

　金の星がわたしを見下ろして、優やさしげに瞬またたいた。

「余の血筋の者は神仙の加護を受けている……それと同じだ。翡翠の血もまた神仙の加護を与えられているだけなのだ。余と同じ力を与えられているに過ぎない」

「それってもしかして、おそろい、ってこと？」

「……ふっ、そうだな。おそろいだな」

　熱さはないし、痛みもない。恐怖さえ薄うすらげば清せい涼りよう感かんさえ覚えるくらい、神仙の加護を与えられる感覚というのは心ここ地ちのいいものだった。

　朔耀様の微笑ほほえみを見たら、暗い不安の陰かげは溶とけていった。
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「川蟬はどうしましたか！」

「火傷やけどしたショックで気絶してしまったが、命に別状はない」

「そ、そうですか……よかった。まあ、男だから多少の火傷は問題ないな」

　余の言葉に玄良徐が安あん堵どの表情を見せる。本気で翡翠を男と思い込んでいる様子だ。

「……あれは本当に、普ふ通つうの火か？　金属の粉で色がついただけの？」

　兵ひよう部ぶ尚しよう書しよは流石さすがに気づいたか。

　しかし、翡翠の与えられた試練については伏ふせておくことで余らの意見は一いつ致ちしている。

　すかさず白恵顕が首を傾かしげて玄尚書の疑念を流した。

「それ以外の何があるというのです……玄尚書？」

「うむ、そうではあるが。どうも普通の火とは違ったような。身体全体を炎に包まれながら、まるで傷一つなく──あれではまるで」

「ただ服に引火しただけです……披ひ帛はくが燃えていたのでそう見えたのでしょう」

「ま、まあそうだろうとは思うがな。道士の頂点たるおまえがそう言うのであれば、間ま違ちがいないだろう。わしの見み間ま違ちがいだ」

　普通の道士たちならば、易えき姓せい革命だと騒さわぎ出すところだろう。

　だが恵顕も琅玄も翡翠の心の在り処かを知っている。余の死と引き換えに得られる玉座を欲ほつしない。それどころか、余が死ぬことがあればこの国に復ふく讐しゆうすると息巻いている。

　それを知らない玄尚書には、表面状は落ち着いて見える恵顕と琅玄がその奇き跡せきを隠かくす理由はないと思っただろう。

　たとえ知ったとしても玄尚書ならば秘密を守ってくれるやもしれぬ。

　かねてより妖魔の増減による皇こう帝ていのすげ替えに難色を示していたのだ。

　しかし、秘密を知る者は少ない方がいい。

　何しろ翡翠の子は確実に次の皇帝だ。

　皇帝の父になれるとあれば翡翠の感情など問題ではない──そう考える者は、必ずいる。

「それにしても川蟬はよくやってくれましたよね」

「うむ、良徐の言う通りだ。これまで貴妃の弟の存在を隠していたのは裴貴妃の縁えん戚せきとして馬ば鹿かなことをやらかさないようにですかな？」

「川蟬はそんなことしませんよ、皇帝陛下！　根こん性じようがある上にあんな演技力まであるんだから、科挙は難しい頭の方がアレな男かもしれませんが、何かしらで役に立つ男ですよ！」

「よければわしのところでお預かりさせていただいてもよろしいが。一いつ端ぱしの武官に育てあげてみせますぞ？」

　善意で翡翠を推すい薦せんしているらしい玄親子を追い払はらい、翡翠の眠ねむる部屋へと引き返す。

　翡翠の牀しん榻だいの横で二人の男が叩こう頭とうしている。

「勘かん違ちがいしないでくださいね朔耀様……私は裴貴妃に額ぬかずいているわけではありません。ただ裴貴妃が身に纏まとう炎ほのおに敬意を表しているだけなのですよ……」

「僕だって翡翠さんには跪ひざまずきたくないんですよ。あ、翡翠さんが嫌きらいとかじゃなくて、義兄あにとしての威い厳げんっていうのを保ちたいっていう、こう、微び妙みような義兄心というやつで──」

「そなたら、顔を上げて話せ」

　翡翠は泣き疲つかれて眠ってしまった。その身は未いまだに五ご彩さいの炎を纏っている。

　神聖な空気を身に纏っているような気がして触ふれがたいが、その手を握にぎれば翡翠の表情が和やわらいだ。火に熱さはない。だが翡翠は無痛のままこれに焼かれているように感じるという。

「翡翠の華燁国の加護を讃たたえる言葉が答えとなったようだな」

「そのようですね……」

「しかも、緑閃華国王は気づいていましたよね」

「間違いなくな。……翡翠を奪うばおうとすると思うか？　あの男は民たみの弱体化を嫌っていたようだが」

「なんとしてでも狙ねらうでしょう……緑閃華国はいつも妖魔害による飢き饉きんに悩まされています。国全体を守らせれば民は弱くなるでしょうが……農地のみ守らせれば食しよく糧りよう問題は解決です」

　恵顕の言葉は目め眩まいがするほど現実的だ。

　そして翡翠に心を懸かけず、神しん仙せんへの信しん仰こう心を持たない者ならば、翡翠の血に与あたえられた力を実用的に扱あつかおうとするかもしれない。

「緑閃華国に奪われれば……補給という、緑閃華国唯ゆい一いつの弱点がなくなるということだな」

「翡翠さんのいないこの国は滅ほろびるでしょうね」

　琅玄が溜ため息を吐ついた時、布ふ団とんが動いた。

「朔耀様がいる限り、滅ぼすなんて、させない……」

「翡翠、起きたのか」

「うん。……まだ燃えてるんだね」

　己の身体からだを見下ろし気落ちした様子の翡翠の額に唇くちびるを落とすと、その頰ほおは薔ば薇ら色いろに染まった。

「何かが変わっても、ちゃんと朔耀様の唇は熱く感じる」

　嬉うれしそうに目を細める翡翠の姿に胸が引き絞しぼられるように痛む。

　必ずや守らねばならない。なんとしてでも──国など関係がなくとも、守りたい。

「先ほどよりは火の勢いが弱くなっているようだな。直に収まるだろう。収まらなくともそなたは余の妃きさきで本来余以外の目には触れぬ立場であるのだから、そのままでも問題はないはずなのだが……そなたは後宮を抜ぬけ出して男の友人などを作るのだからな？」

「えへへ」

　少し恐こわい顔をしてみせるが、余が気き遣づかっているのがわかるのか嬉しそうに笑うばかりだ。

　……後宮に閉じ込めておくのは危険だ。

　翡翠の顔は広く知らしめねばならない。

　攫さらわれ隠されれば行方ゆくえがわからなくなるような無む貌ぼうの存在のままにしておいてはいけない。

「そなたを必ず守ってみせる」

「ありがとう、朔耀様」

　無む邪じや気きに微笑んでみせる翡翠は、己おのれの置かれた状じよう況きようを半分も理解できてはいないだろう。

　翡翠の立場を重くせねばならない。

　何かの引き換かえに翡翠を求められた時、差し出すなどという選せん択たく肢しがこの国の誰だれの脳のう裏りに浮うかびもしないほど重要な存在にするのだ。

　そして間違いなく、次の代に翡翠の子が玉座に座るようにせねばならない。

　翡翠に与えられた加護の存在を秘ひ匿とくしたまま、無理難題をこなしていく……それは翡翠によって皇帝の座に据すえ置かれた余の役目だ。

「……そういえば、たぶん、緑閃華国王に与えられた力っていうの、わかった」

「思い出したのか？　翡翠」

「うん、まるで靄もやがかかったみたいになっていたけれど、火で炙あぶられてたらね、文章をまるごと思い出したよ」

　翡翠はすらすらと、目の前に置かれた文章を読み上げるように四つの国について語った。




「王が統すべる土地の芝し草そうを食せば可能性の火を得る国」

「王に連つらなる者が妖よう魔まを操あやつる力を持つ国」

「王に連なる者に癒いやしの力を与あたえる国」

「王が統べる土地にある者たち全すべてを守る国」




「王が統べる土地の芝草を食せば可能性の火を得る国──それが緑閃華国」

「可能性の火……え？　今もまだ緑閃華国に行けば芝草が生えてるかもしれないってこと!?」

　琅玄は緑閃華国に行きたそうな目をして余を見る。

「行かせるか。翡翠を守る手が一人でも多く必要なのだぞ」

「芝草……王が仁政を敷しいている時に生えると言われる……茸きのこですね」

「緑閃華国王が劉滎な限り無理じゃない？」

　恵顕の言葉を受けて、翡翠が異母兄相手に辛しん辣らつな評価を下す。

　確かに異国の宮きゆう殿でんに使者として一人で乗り込むような愚おろか者だ。

　芝草とやらを探すのは困難を極きわめるだろう。恵顕までも密ひそかに肩かたを落としていた。

「今は眠れ、翡翠……もう夜だ、疲れただろう？」

「朔耀様も一いつ緒しよにいてくれる？」

　……翡翠に他意はないのはよくわかっているし、その意味を教えさせないのも余の考え。

　つまりこの状況は自じ業ごう自得ということであろう。

　心細げにしている翡翠に対して肯うなずく以外の選択肢はない。

「翡翠さん、そんなゴテゴテした衣装を身につけていたら苦しいでしょ？　緩ゆるめようか」

「ろ、琅玄、貴様……っ！」

「朔耀様もお疲れでしょう。お召めし物を脱ぬぐのをお手伝い致いたします……裸はだかでいいですか？」

「いいわけがあるか！　恵顕も琅玄も出ていけ！」

　当てつけかは知らないが酷ひどく適当に理性を煽あおってくる二人を部屋から押し出し、寝しん室しつに戻もどる。

　余の私室には、いつもならば配置されている道士も護衛もいない。完全に二人きりだ。

　今は非常事態として人ひと払ばらいをしていたため、このような事態になってしまった。

　琅玄たちを追い出したのは失敗だったかもしれない。

　翡翠が身に纏う神聖な神仙の炎を見て気を落ち着かせる。

　五彩の炎は素す晴ばらしい輝かがやきを帯びている。天上世界の有様を僅わずかながらに彷ほう彿ふつとさせる。

「朔耀様……服、脱ぐの手伝って」

「ひ、翡翠!?」

「身体が気だるくて……帯が苦しいのに、ほどけない」

「具合が悪いのか？」

「ううん、心ここ地ちいいくらい。まどろんでいるみたいな……母様に抱だかれているみたいな」

　うっとりとした表情で息を吐く翡翠に目眩がする。

　無心でその帯をほどいて、胸むな元もとをくつろげた。髪かみをほどき、釵かんざしや玉や釧うでわといった装身具を全てその身から外してよけておいてやる。そして翡翠の牀しん榻だいから離はなれようとした。

「朔耀様？　どこに行くの？」

「いや、まどろんでいるのであれば余は邪じや魔まであろうかと」

「行かないで、朔耀様」

　翡翠は牀榻の上で身を捩よじりながら涙なみだを目に浮かべて懇こん願がんする。

　その瞳ひとみに逆らえず牀榻に戻った。

　本当ならば逃にがしてほしいくらいだが、翡翠は余にそのように訴うつたえられる理由がわからず困こん惑わくし不安になるだけであろう。

　これまでに味わったことのない緊きん張ちようを覚えつつ、牀榻に上がる。

「翡翠、一つだけ断っておくが、余は我が身が可愛かわいくてそなたを守ろうというわけではない。次代の皇こう帝ていの父となりたいからでもない」

「……うん？」

　隣となりに横たわる余を上うわ目め遣づかいで翡翠が見つめる。その手は無意識か余の手を探していたので、摑つかんでやると唇を綻ほころばせる。

　眠ねむそうに瞬まばたきをしながらも、余の言葉を待っている翡翠に囁ささやいた。

「そなたを愛しているからこそ、守りたいと思うのだ」

「……ふふっ」

[image: ]

「何がおかしい、翡翠？」

「あなたはわたしのものなんだね、朔耀様」

　どこか聞き覚えのある響ひびきの言葉を翡翠は至し極ごく楽しそうに口にする。

　可愛らしく微笑ほほえみながら翡翠が口にした科白せりふに記き憶おくを辿たどり、十年前に己が口にしたものかと思い出した。いつもの翡翠なら絶対に忘れ去っているだろうに、この聖なる炎ほのおに焼かれたせいかあの頃ころのことを思い出しているのだろうか。

「わたしと夫ふう婦ふになったからには、絶対に大切にするよ、朔耀様。絶対に幸せにしてあげる」

「……翡翠、それは、余の科白だ」

「わたしは朔耀様の他ほかに夫は持たないし、仕事より、どんなことより朔耀様を一番大事にするって約束する」

「そうだな。どうかそうしてくれ」

「朔耀様のお願いならなんでも聞く……って言いたいところだけど、それは難しいから」

「正直すぎるぞ、翡翠」

「──最後までずっと、一緒にいようね」

「ああ勿もち論ろん、最さい期ごまで」

「我が儘まま、言っていい……？　明日あした、目が覚めてもわたしがちゃんとわたしのままなら……いつか、華か燭しよくの典てんを」

「そなたと余の華燭を国中の者に祝わせるぞ。約束だ、翡翠」

　微笑みながら眠りに落ちる翡翠を腕うでに抱だきしめる。十年もの長い延期をしてしまった。

　だが、必ずや翡翠との約束を果たすだろう。







[image: 終章　約束の華を束ねて]

「おはよう、翡翠」

　目を開くと、見上げてすぐのところに朔耀様の顔があった。

　頭を優やさしく撫なで続けてくれている。心地のいいまどろみの中にいた理由を知った。

「身にまつわる火は消えたが、そなたの瞳に輝きのみ宿ったようだぞ」

「……瞳？」

　朔耀様は優しい目をしてわたしを見下ろしている。

「今朝の翡翠は、余と華燭の典を挙げてくれる翡翠のままということでいいか？」

　朔耀様の言葉で、昨晩あったことを一つ一つ思い出していく。

　完全に炎のなくなった身体からだは、以前のわたしと全く変わらなかった。

　つまり、昨日の眠り際ぎわに口にした言葉を全部は覚えていなかった。

「……た、たぶん！」

「多分とは何事だ。まさか、何かが変わってしまったとでもいうのか？」

「ごめん、心配しなくて大だい丈じよう夫ぶ。いつも通りのわたしに戻っただけだから」

「……忘れたのか」

「だって眠かったんだもん！」

　それに、頭の中が澄すみ渡わたるように透とう明めいで、なんでもわかってしまうのが逆に不安で、どうにか不安を打ち消したくて注意力散漫だったのだ。非常事態というやつだ。

「まあよい……そなたが忘れても、余はそなたとした約束を何もかも全すべて覚えているし、必ず守るし守らせるつもりだからな」

「そうだね。約束を朔耀様が覚えてるなら、大丈夫だね」

「……全く、そなたには敵かなわない」

　優しい微笑みを浮うかべた朔耀様にくすぐられて飛び起きた。身体もばっちり全快だ。

「さて、華燭の儀ぎをいつにするか良い日取りを占うらなわせなくてはな」

「早いね!?　すごいね。即そく行動だね!?」

「もう約束してから十年も経たっているではないか。早いものか！」

　朔耀様の言葉に改めて気づかされる。わたしと朔耀様には十年の隔へだたりがある。

　気づいてしまったら、朔耀様が遠く感じた。この隔たりを早く埋うめたい。

「うん……早くないね。本当に」

　まだ朔耀様には敵がいる。

　もしかしたらまた邪魔をされるのかもしれない。華燭の典は阻はばまれて、朔耀様を追い詰つめようとする魔まの手が伸のびるのかもしれない。それは陳皇太后の手かもしれないし、緑閃華国の手かもしれない。それらとも全く違ちがう、別の手かもしれない。

　けれど朔耀様もわたしも昔とは違うから、きっと大丈夫。

　わたしたちはいくつもの約束をした。たとえどんな困難があろうとも、二人で乗り越こえて約束を果たしていくのだ。約束を一つずつ叶かなえて行く度たびに、わたしたちの間にある隔たりは消えていくに違いない。

　あの小さくて可愛かわいかった朔耀様との未来をこんなに真しん剣けんに考えているなんて、なんだかおかしな感じがするけれど……そんな違い和わ感かんもなくなっていくだろう。

　十年目の約束を全て果たし終えた時、朔耀様とわたしはきっと何の隔たりもなく、心からぴったり側そば近くにいられるに違いない。










　あとがき







　できればどうにか、その地位に相応ふさわしくない子を至尊の地位に就けてみたくてこの話を書きました。誰だれかが悪いわけではないのに、誰にも動かしようのない地位にです。

　何な故ぜかというと、私たちの多くは国を統べる能力を持ってはいないのではないかな～と思ったからです。（この本を手にとってくださった皇こう帝ていなどの至尊の地位に就くべき資格や人望、威い厳げんや能力を持っている方、私『たち』の部分に巻き込んでしまい申し訳ございません）

　相応しくはないけれど、アレになってしまった主人公の翡ひ翠すいは悪い子ではありません。

　ただ、できるだけ私たちに近い価値観を持つ子を主人公に選んだとはいえ、翡翠は彼女なりの特とく殊しゆな考え方をするので、さらっと法律やら規則やらを破ってはいますが……そうしないと生きられない立場の子が、そうやって生き延びることに何の疑問も抱いだいていない状態です。

　そんな彼女を迎むかえることになってしまった国や、ヒーローたる朔さく耀よう、その周辺で生きる人たちの考え方や感情、決断をお楽しみいただけますと幸いです。

　色々溢あふれてしまった話があるのですが、書き切れなくて特に悔くやまれるのは白はく恵けい顕けんという人物についてです。彼は終始、皇帝である朔耀に対してもやたらと発言力があったかと思いますが、その理由は今後、機会があれば皆みな様さまのお目にかけたいです。

　食事については宋そうの時代のレシピ集を参考にしているのですが、読んでいても普ふ通つうに美味おいしそうなのが面白いです。私は羊肉の饅まん頭じゆうが食べてみたいです。




　深み山やまキリ先生、素敵なイラストをありがとうございます。原げん稿こうの海で脳みそが溺おぼれている時に眺ながめさせていただき、とても癒いやされました。翡翠の衣装の華はなやかさを見ていると私の中の中ちゆう華かが深まりました。そして朔耀の艶つやのある美しさに、これに詰つめ寄よられたら翡翠がああなるのも無理はないな……！　と深い納得を得ました。あの絵には感謝しかありません。

　担当様、今回も私の四苦八苦に付き合わせてしまい申し訳ございません。

　いつもいつもありがとうございます。最後のゴールテープを切った時、天に拳こぶしを突つき上げて一いつ緒しよにお酒を飲みたかったです。今後ともよろしくお願い致いたします。




　このお話を一緒に作ってくださった皆様、手に取ってくださった読者の皆様、様々な形で関わってくださった方々、ありがとうございました。





山やま崎さき里り佳か　　


















『華耀後宮の花嫁 時を越えたら、溺愛陛下!?』電子版特別ショートストーリー







　部屋に入ってくる荷を抱えた者の姿を視界の端に捉えて命じる。

「その荷はそのあたりに置いておけ」

「はーい」

「……気のせいか？　翡ひ翠すいの声が聞こえた気がする」

「疲れていらっしゃるんですよ、朔さく耀よう様。僕も眼精疲労が酷いです」

　煩雑な事務作業に追われ書類に埋もれた余よの横で、琅ろう玄げんが執拗に両の目を擦こすっている。

　その視線の先には身体に合わない朝ちよう衣いを身にまとう若い官かん吏りの姿があった。資料が入っているのだろう、重そうな漆うるしの箱を余が示した場所に置き終えると、満足げな顔をして手についた埃ほこりを払っていた。余の執務室で埃を払う者を初めて見た。

「……そなたは一体何をしているのだ？」

「これを届けに？」

　余に話しかけられても臆おくする様子なく、小首を傾げる若い官吏──それはどう見ても、翡翠であった。裴はい貴き妃ひの名を持つ余の妻の一人。一体何故後宮の外側にある余の執務室にいるのであろうか。頭痛を覚えて思わず額ひたいを押さえた。

「朔耀様、ちょっと僕は席を外しますね」

　荷運びの責任者であろう道士を、据わった目をした琅玄が部屋から引っ張り出していく。恐らく悪いのは翡翠であろうから、強く責めるのはやめてやれ。

「さて、翡翠？　哀あわれな道士を使い後宮から逃げ出して、そなたの目的は何なのだ？」

「逃げ出してなんかいないよ？」

　翡翠は平気な顔で余を見つめ返す。後ろめたさなどというものを一切感じさせない堂々たる態度であった。翡翠は本気で言っているようだ。逃げ出したつもりがないどころか、悪い行動をしたという自覚すらないようである。

「ならばどうして後宮の外にある、余の執務室にいるのであろうな？」

「朔耀様に会いたくなって、来ちゃった」

　はにかむように笑う翡翠に胸が締しめ付けられるように痛む。余に会いたかったのか、そうか、ならば仕方がない──とはいかないのだ。うっかり許してしまいそうであった。

「そもそもどうして後宮から抜け出すことになったのだ」

「身体が鈍にぶらないようにね。必要な時、ちゃんと動けるように体操していたら、新人の道士と間違えられちゃったみたい」

　微ほほ笑えみながら翡翠が手を伸ばし、余の両頰に触れた。

　華きや奢しやな手から伝わる温もりで、喉のど元までせりあがってきた言葉が溶けていく。

「朔耀様、目の下が黒くなってる。最近わたしのところに来ないし、寝てないの？　……お仕事が大変なんだね。頑張ってるんだね」

　翡翠は労いたわるように言葉を紡つむぐ。余が何のために、何に忙殺されているのかを知ればこれほど優しい声は出なくなるだろう。

　余はそなたを奪おうとするそなたの故国を、滅ぼす準備をしているのだぞ、翡翠。

「朔耀様は偉えらいね。昔から、すごいね」

　時おり翡翠は年上ぶる。余が幼い頃のままだと勘違いしているかのように。

「わたしの見ていないところで朔耀様はこうして頑張りすぎてしまうんだから、後宮を抜け出して様子を見に来てよかった」

　噓偽りなく余を案じる。優しい手が余の頰を撫なでる。

　あるがままの姿でいることに不都合を感じていないのだろう。

　余の前では、本来偽いつわらぬ方が難しいというのに、だ。

　例えば。民の命を、人生を、気持ち一つで左右できる皇帝である余を前にして、誰もが拝はい謁えつを光栄だと思えるわけではない。心から光栄だと思う者にも、目もく論ろ見みや、野心がある。それらを余の前で包み隠さず露あらわにしようと思う者は少ない。

　──結局、悪意のない者であろうとも、余の前では己おのれを偽るしかないのだ。

　だが、翡翠は余に会えて心から嬉うれしいのだと無邪気に笑う。余に取り入ることで得られる地位や財、権力には全く興味がない。その翠の瞳は余そのものを見てくれる。

「朔耀様、少し休もう？　ほら、榻とう椅子を片付けてあげる」

　無邪気さは無防備さと同義でもある。地位や財、権力を持つ者におもねる必要をそもそも理解していないから、翡翠は不用意な言葉を選ぶことがよくある。

　魑ち魅み魍もう魎りようのごとき化け物が跋ばつ扈こする宮城の内側で生きるにあたって、翡翠の無防備さは度し難い欠点でしかない──だが、その全てを許し守ってでも。

「……そなたが一緒にいてくれるのならば」

「いいよ！　一緒に眠っちゃおっか」

　結局、余は翡翠を責められなかった。

　後宮から決して出るなと、改めて命じることができなかった。

　余の命令を守るために、意に沿わぬ行動をする翡翠を見たくはない。余によって不本意な状況に追いやられた翡翠が、それをあたかも心から光栄に思っているように偽るようになるとしたら──それはすなわち翡翠が大人おとなになったということなのかもしれない。

　しかし余は、未いまだ何もわかっていない無む垢くな娘が愛いとおしい。

　今はまだ、その無邪気な労りに触れていたい。琅玄や恵顕はまた煩うるさく言うだろうが、翡翠にはまた別のやり方で事の是ぜ非ひを言い聞かせればいい。何かしらやり方はあるだろう。

「おやすみなさい、朔耀様」

　言いながら、翡翠は余の髪を指で梳すいた。昔もこうされた気がする。親しげに触れてくる翡翠に戸惑いながらも嬉しかったのを、幼心に覚えている。

　可愛らしく姉ぶる無垢な小娘の腕かいなに憩いこいながら、束の間の甘かん露ろの眠りに、今は微睡まどろもう。
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